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　この報告書は，南九州西回り自動車道鹿児島道路（伊集院ＩＣ～市来ＩＣ間）建

設に伴って，平成９年度に実施した日置市伊集院町（旧日置郡伊集院町）に所在す

る上山路山遺跡の発掘調査の記録です。

　上山路山遺跡は，日置市伊集院町大田字上山路山の標高約１３０�のシラス台地上

に位置し，近隣には縄文時代早期の集落跡である永迫平遺跡があります。

　本遺跡は，旧石器時代，縄文時代，古墳時代の複合遺跡です。

　特に，縄文時代早期の道跡や集石が検出され，遺物では，水迫式土器から前平式

土器に移り変わる様子を示す豊富な資料が出土しており，当時の文化を解明する上

で貴重な資料と考えています。

　本報告書が，県民の皆様はじめ多くの方々に活用され，埋蔵文化財に対する関心

とご理解をいただくとともに，文化財普及・啓発の一助になれば幸いです。

　最後に，調査にあたりご協力いただいた国土交通省鹿児島国道事務所，旧伊集院

町教育委員会並びに発掘調査に従事された地域の方々に厚く御礼申し上げます。

　平成１９年３月

鹿児島県立埋蔵文化財センター

所長　宮原　景信

序　　　文
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台地上から水場の
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赤色顔料付着土器
片

三稜尖頭器
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市来式土器
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旧石器時代
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散布地上山路山遺跡

　上山路山遺跡は，縄文時代早期を主体とする遺跡で，集石や道跡などが検出された。また，水迫式・
岩本式・前平式土器などの資料が豊富で，当時の土器編年を考察する上で貴重な資料と考える。特に，
台地上から水場のある谷へ下る道跡や，赤色顔料が付着した岩本式土器片は注目される。
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１　本報告書は，南九州西回り自動車道鹿児島道路（伊集院ＩＣ～市来ＩＣ）建設に伴う上山路山

遺跡の発掘調査報告書である。

２　本遺跡は，鹿児島県日置市伊集院町（旧日置郡伊集院町）大田字上山路山に所在する。

３　発掘調査及び報告書作成（整理作業）は，建設省九州地方建設局鹿児島国道工事事務所（現　

国土交通省九州地方整備局鹿児島国道事務所）から鹿児島県教育委員会が受託し，鹿児島県立埋

蔵文化財センターが担当した。

４　発掘調査は，平成９年５月１３日から平成９年８月２８日までと，平成９年１２月１日から平成１０年

３月３０日までの２回に分けて実施し，整理作業・報告書作成は，平成１８年度に実施した。

５　遺物番号は通し番号とし，本文・表・挿図・図版の番号は一致する。

６　石器の挿図縮尺は，細石刃核や石鏃などは１分の１，その他剥片石器は４分の３，礫石器・大

型石器は２分の１若しくは３分の１を基本とする。挿図の縮尺は，各図面に示した。

７　本書で用いたレベル数値は，建設省九州地方建設局鹿児島国道工事事務所が提示した工事計画

図面に基づく海抜絶対高である。

８　発掘調査における図面の作成，写真の撮影は，調査担当者の寺原徹，桑波田武志が行った。空

中写真撮影は，有限会社ふじたに委託した。

９　遺構実測図のトレースは，整理作業員の協力を得て藤�光洋が行った。

１０　土器の実測・トレースは，整理作業員の協力を得て藤�が行った。　

１１　石器の実測・トレースは，大部分を大成エンジニアリング株式会社に委託し，監修は藤�が

行った。その他は，整理作業員が行った。

１２　遺構内から炭化物の放射性炭素年代測定は，株式会社加速器分析研究所に委託した。

１３　遺物の写真撮影は，吉岡康弘が行った。

１４　本書における執筆・編集は，藤�が担当した。

１５　遺物は，鹿児島県立埋蔵文化財センターで保管し，展示・活用する予定である。なお，上山路

山遺跡の遺物注記の略号は「上山」である。
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　建設省九州地方建設局（中央省庁再編により平成１３年１月より国土交通省九州地方整備局に改

称）は，鹿児島～市来間に南九州西回り自動車道鹿児島道路の建設を計画し，事業区内の埋蔵文化

財の有無について鹿児島県教育庁文化課（組織改革により平成８年度より文化財課に改称）に照会

した。この計画に伴い，文化課が平成３年６月に伊集院ＩＣと市来ＩＣ間の埋蔵文化財の分布調査

を実施したところ，当事業区内には，２７か所の遺物散布地及び確認調査の必要な地点が所在するこ

とが判明した。

　事業区間内の埋蔵文化財の取り扱いについては，建設省鹿児島国道工事事務所と文化課の協議に

基づき，鹿児島国道工事事務所と鹿児島県知事との間で委託契約が結ばれ，埋蔵文化財の確認調

査・本調査が実施されることになった。

　これを受けて，平成８年度から平成１２年度にかけて，毎年度，計画的かつ継続的に各遺跡の確認

調査及び本調査を実施し，埋蔵文化財の記録保存を図ることになった。発掘調査は鹿児島県立埋蔵

文化財センターが実施した。

　なお，事業区間内の遺跡の概要については，以下の通りである。

��������	

１　一ノ谷……日置市伊集院町下谷口字一ノ谷の飯牟礼台地から西側へ延びた標高９０～９５�の丘稜

端部に位置し，調査面積は１，２５０�である。中世～近世の古道・五輪塔及び染付や近

世～近代にかけての掘立柱建物跡・溝状遺構・土坑・ピットが青磁・染付・土師器・

薩摩焼などと一緒に発見された。

２　永迫平……日置市伊集院町下谷口字下永迫の恋之原台地から延びた支脈が盆地状の水田地帯に

落ちる直前の標高約１５０�程の小台地上に立地している。調査面積は１４，０００�で旧石

器時代ナイフ形石器文化の２か所のブロックと細石刃文化期の細石刃が出土し，縄文

時代早期前半の前平式期には９軒の住居跡を始め，３基の連穴土坑と９基の集石，多

数の土坑を検出。その他，古墳時代から近世にかけての遺物も出土している。

３　下永迫Ａ…日置市伊集院町下谷口字下永迫の標高８５～１１０ｍのやせ尾根に挟まれた谷間に立地

する。調査面積は２，６００�で，縄文時代後期の指宿式土器と石鏃，古墳時代の成川式

土器，古代～中世では土坑・集石が検出され，青磁・白磁が出土した。

４　柳原………日置市伊集院町下谷口の標高約９０～１００�の山間の谷間，傾斜地及び周辺のやや小

高いテラス状の尾根部に立地する。調査面積は６，０００�である。縄文時代早期の集石

４基や後期の石匙，石鏃，古代の土坑，焼土跡と共に土師器・須恵器が発見された。

５　����…日置市伊集院町大田字上山路山の標高約１３０�のシラス台地上に位置する。舌状台

地の端部にあたり，平坦面から続く緩やかな斜面と，谷頭を含んだかなり急な斜面と

からなる。調査面積は６，３００�である。旧石器時代細石刃文化の遺物と縄文時代（早

期・後期），弥生～古墳時代の遺物が発見された。主になるのは，縄文時代早期で遺
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構は，道跡や集石，遺物は岩本式・前平式・吉田式土器等が出土した。������

６　大田城跡…日置市伊集院町大田字下城山迫の標高約１２０�の台地上に所在する。調査面積は

４，０００�である。中世山城の可能性を指摘された遺跡であったが，山城の存在を示す

遺構は検出されなかった。旧石器時代ナイフ形石器文化，細石刃文化の遺物と縄文時

代早期の集石，土坑等の遺構と岩本式・前平式土器等の遺物が発見された。

７　堂平窯跡…日置市東市来町美山の標高約８５～９２�の傾斜面にある江戸時代の薩摩焼の窯跡であ

る。調査面積は３，５００�で，窯，作業場，物原が発見された。窯は長さ約３０�，幅１．２

�，傾斜角１７°の半円筒形をした単室傾斜窯である。陶器（甕・壺・徳利・土瓶・こ

ね鉢・摺鉢・動物形土製品），瓦（軒丸瓦・軒平瓦・丸瓦・平瓦・のし瓦）や窯道具

が多量に出土した。

８　池之頭……日置市東市来町美山字池之頭にあり，美山池北西部の標高約８０～１００�のシラス台

地の尾根状部分に立地し，調査面積は７，５００�である。旧石器時代のナイフ・台形石

器・スクレイパー・細石刃核・細石刃，縄文時代早期の集石８基・前平式・吉田式・

石坂式土器や中期の春日式・並木式・阿高式土器，晩期の入佐式や黒川式土器が出土

した。また古墳時代の成川式土器（甕・壺・高坏等）が多く発見された。

９　雪山………日置市東市来町美山字雪山の標高約９５�の台地東端に立地する。調査面積は２，７００

�で，旧石器時代の細石刃核・細石刃，縄文時代の集石２基と前平式・春日式土器・

石鏃・石皿・磨石，古墳時代の成川式土器が出土したが，主体は近世～近代の薩摩焼

の遺構・遺物で，炉跡・物原？・土坑等が薩摩焼（茶家・土瓶・擂鉢・瓶・碗），染

付（碗・皿）や窯道具と一緒に発見された。

１０　猿引………日置市東市来町長里字猿引の標高約１１０～１１５�の尾根状の台地に立地する。調査面

積は８００�で，旧石器時代ナイフ形石器文化の礫群１基と三稜尖頭器・ナイフ・台形

石器・敲石や細石刃文化の細石刃核・細石刃と縄文時代前期の曽畑式土器・黒曜石片

が出土した。

１１　犬ヶ原……日置市東市来町伊作田字犬ヶ原の標高約６６�の独立丘陵のシラス台地に立地する。

調査面積は，２，０００�で，旧石器時代の細石刃核・細石刃，縄文時代の浅鉢・深鉢・

石斧・石皿・石鏃・石匙，古墳時代の成川式土器（甕・壺・鉢）等が出土したが，主

になるのは平安時代で，掘立柱建物跡（４間×４間・総柱）が製鉄に関する遺物（鞴

羽口・鉄滓・鉄製品）・土師器・須恵器と共に多く発見された。

１２　向栫城跡…日置市東市来町伊作田の標高約５０�の独立台地上に所在する。調査面積は１４，０００�

である。旧石器時代ナイフ形石器文化の剥片尖頭器・ナイフ，縄文時代草創期の隆帯

文土器が多量の石鏃と一緒に見つかった。また古墳時代の竪穴住居跡や中世～近世に

かけての空堀・帯曲輪・堀切・竪穴状遺構・堀立柱建物跡・炉跡などが発見され，中

世山城の遺構が検出された。

１３　堂園平……日置市東市来町伊作田の遠見番山から下る斜面の裾部にあり，標高約５０�の平坦地

に立地する。調査面積は２，０００�で，旧石器時代のナイフ形石器文化の礫群９基と剥

片尖頭器・ナイフ・台形石器と細石刃文化の細石刃核・細石刃，縄文時代の集石４
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基・吉田式・塞ノ神式土器や轟式土器等が発見されている。また古代の土師器・須恵

器等も出土している。

１４　今里………日置市東市来町伊作田字今里の標高約６５�の台地端の傾斜地に所在する。調査面積

は１４，０００�で，旧石器時代ナイフ形石器文化の礫群，剥片尖頭器・ナイフ・台形石器

や細石刃文化の細石刃核・細石刃・調整剥片が出土し，縄文時代の集石や前平式・深

浦式・出水式・黒川式土器や石匙などの石器，古墳時代の成川式土器が発見された。

１５　市ノ原……市来町大里字上ノ原前から東市来町湯田字市ノ原に至る標高約５０�台地西側に所在

する。調査面積は６２，０００�である。遺跡は第１地点から第５地点まであり，旧石器時

代ナイフ形石器文化，細石刃文化，縄文時代（早期～晩期），弥生時代の住居跡・壺

棺，古墳時代の住居跡，古代～中世，近世の街道跡など多時期に渡り，多種多様な遺

構・遺物が発見された。

１６　上ノ原……市来町大里の東シナ海を望む標高４０�の台地上に立地し，三方は急峻な傾斜面と

なっている。調査面積は２，０００�で縄文時代の集石３基，土坑が検出され，塞ノ神式，

轟式土器と石斧・石鏃・石匙などが出土した。古墳時代では竪穴式住居跡１基と土

坑・成川式土器が，古代～中世は土師器・須恵器・青磁・滑石製石鍋が発見された。

※　刊行報告書
　　「一ノ谷遺跡」　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（３１）　２００１．３

　　「池之頭遺跡」　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（３２）　２００２．３

　　「今里遺跡」　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（３３）　２００２．９

　　「市ノ原遺跡（第１地点）」　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（４９）　２００３．３

　　「犬ヶ原遺跡」　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（５０）　２００３．３

　　「上ノ原遺跡」　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（６２）　２００３．３

　　「下永迫Ａ遺跡」　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（７２）　２００４．３

　　「永迫平遺跡」　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（９３）　２００５．３

　　「柳原遺跡」　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（９４）　２００５．３

　　「大田城跡」　鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（９５）　２００５．３
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　建設省九州地方建設局（中央省庁再編により平成１３年１月から国土交通省九州地方整備局に改

称）は，鹿児島～市来間に南九州西回り自動車道鹿児島道路の建設を計画し，事業区内の埋蔵文化

財の有無について鹿児島県教育庁文化課（組織改革により平成８年度から文化財課に改称）に照会

した。この計画に伴い，文化課が平成３年６月に伊集院ＩＣと市来ＩＣ間の埋蔵文化財分布調査を

実施したところ，当事業区内には，２７か所の遺物散布地及び確認調査の必要な地点が所在すること

が判明した。

　事業区間内の埋蔵文化財の取り扱いについては，建設省鹿児島国道工事事務所と文化課の協議に

基づき，鹿児島国道工事事務所と鹿児島県知事との間で委託契約が結ばれ，埋蔵文化財の確認調

査・本調査が実施されることになった。

　上山路山遺跡については，平成９年２月１２日から平成９年２月２１日（実働８日）まで確認調査を

行い，遺跡の範囲や性格等を把握した。これを受けて，平成９年５月１３日から平成９年８月２８日ま

で，平成９年１２月１日から平成１０年３月３０日までの２回（実働８２日）に分けて本調査を実施し，埋

蔵文化財の記録保存を図った。調査対象面積は６，３００�である。なお，整理作業及び報告書作成は

１８年度に鹿児島県立埋蔵文化財センターで行った。

��������	

平成８年度調査体制（確認調査）

　事業主体者：建設省九州地方建設局鹿児島国道工事事務所

　調査主体者：鹿児島県教育委員会

　企画・調整：鹿児島県教育庁文化財課

　調査責任者：鹿児島県立埋蔵文化財センター　　所長　　　　　　　　　　　　　吉永　和人

　調査企画者：　　　　　　〃　　　　　　　　　次長兼総務課長　　　　　　　　尾�　　進

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　主任文化財主事兼調査課長　　　戸�　勝洋

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　調査課長補佐　　　　　　　　　新東　晃一

　調査企画・担当者：　　　〃　　　　　　　　　主任文化財主事兼第三調査係長　池畑　耕一

　調査担当者：　　　　　　〃　　　　　　　　　文化財研究員　　　　　　　　　三垣　恵一

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　文化財調査員　　　　　　　　　桑波田武志

　調査事務担当：鹿児島県立埋蔵文化財センター　主査　　　　　　　　　　　　　成尾　雅明

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　主査　　　　　　　　　　　　　前屋敷裕徳

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　主事　　　　　　　　　　　　　追立ひとみ

平成９年度調査体制（本調査）

　事業主体者：建設省九州地方建設局鹿児島国道工事事務所

　調査主体者：鹿児島県教育委員会　
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　企画・調整：鹿児島県教育庁文化財課

　調査責任者：鹿児島県立埋蔵文化財センター　　所長　　　　　　　　　　　　　吉元　正幸

　調査企画者：　　　　　　〃　　　　　　　　　次長兼総務課長　　　　　　　　尾�　　進

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　主任文化財主事兼調査課長　　　戸�　勝洋

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　調査課長補佐　　　　　　　　　新東　晃一

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　主任文化財主事兼第三調査課長　池畑　耕一

　調査担当者：鹿児島県立埋蔵文化財センター　　文化財研究員　　　　　　　　　寺原　　徹

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　文化財調査員　　　　　　　　　桑波田武志

　事務担当者：鹿児島県立埋蔵文化財センター　　主査　　　　　　　　　　　　　前屋敷裕徳

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　主査　　　　　　　　　　　　　政倉　孝弘　

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　主事　　　　　　　　　　　　　溜池　佳子

平成１８年度体制（整理・報告書作成）

　事業主体者：国土交通省九州地方整備局鹿児島国道事務所

　作成主体者：鹿児島県教育委員会

　作成責任者：鹿児島県立埋蔵文化財センター　　所長（～７月３１日）　　　　　　上今　常雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所長（８月１日～）　　　　　　宮原　景信

　作成企画者：鹿児島県立埋蔵文化財センター　　次長兼総務課長　　　　　　　　有川　昭人

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　次長兼南の縄文調査室長　　　　新東　晃一

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　調査第二課長　　　　　　　　　立神　次郎

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　主任文化財主事兼調査第二課第二調査係長

牛ノ�　修　

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　主任文化財主事　　　　　　　　宮田　栄二

　作成担当者：鹿児島県立埋蔵文化財センター　　文化財主事　　　　　　　　　　藤�　光洋

　事務担当者：鹿児島県立埋蔵文化財センター　　総務係長　　　　　　　　　　　寄生田正秀

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　主査　　　　　　　　　　　　　蒲地　俊一

報告書作成検討委員会　　平成１８年１２月１５日　　宮原所長ほか　１２名

報告書作成指導委員会　　平成１８年１２月１３日　　新東次長ほか　３名

企画担当者　　　宮田栄二・寺原徹
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　調査の経過は日誌抄により略述する。
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　平成９年２月１２日から２月２１日まで実施した（実働８日）。確認トレンチを９か所に設定し，掘

り下げを行った。その結果，古代の土師器，弥生時代の土器，縄文時代早期（岩本式・前平式）・
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後期（市来式）の土器や石器，旧石器時代では黒曜石のフレイク，チップなどが出土した。

���

平成９年５月１３日～８月２８日，平成９年１２月１日～平成１０年３月３０日

平成９年５月１３日（火）～５月３０日（金）

　取り付け道路整備。その際，Ⅱ層より古墳時代の土器出土。伐採された樹木などの除去。Ｄ・Ｅ

－１１・１２区の表土剥ぎ，アカホヤ上面検出。Ⅲａ・Ⅳ層掘り下げ，遺物取り上げ。

平成９年６月２日（月）～７月１５日（火）

　Ｆ～Ｈ－８・１０区及びＤ－１３区の表土剥ぎ，アカホヤ上面検出。Ⅲａ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅶｂ層掘り下げ，

遺物取り上げ。Ⅴ層上面コンタ図作成。古墳時代以降の土器集中部・土坑や縄文時代早期の１号集

石とその直下の旧石器時代の礫群検出，掘り下げ，写真撮影，実測。

平成９年７月１６日（水）～７月２８日（月）

　Ｄ－６・７区の表土剥ぎ，アカホヤ上面検出。溝状遺構検出，掘り下げ，写真撮影，実測。

Ｄ－１３区のⅡ・Ⅲａ層掘り下げ，遺物取り上げ。１号土坑・道跡検出，掘り下げ，写真撮影，実測。

Ｃ－１３区及びＥ－１３・１４区の表土剥ぎ，アカホヤ上面検出。

平成９年７月２９日（火）～８月２８日（木）

　Ｄ－６・７区のⅤ層上面コンタ図作成。土坑検出，掘り下げ，写真撮影，実測。Ｈ－８区で集石

検出，掘り下げ，写真撮影，実測。Ｅ－１３・１４区のⅤ層上面コンタ図作成。Ｃ・Ｄ－１１～１３区及び

Ｅ－１３・１４区のⅡ・Ⅲａ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅶｂ層掘り下げ，遺物取り上げ。Ｆ～Ｈ－２～４区の表土剥ぎ。

Ⅳ・Ⅴ・Ⅶ・Ⅷ層掘り下げ，遺物取り上げ。

平成９年８月２９日（金）～１１月３０日（日）

　小倉畑遺跡調査のため中断。

平成９年１２月１日（月）～１２月２４日（水）

　Ｆ～Ｈ－５～７区の表土剥ぎ。Ｆ～Ｈ－２～７区Ⅳ・Ⅴ・Ⅶｂ層掘り下げ，遺物取り上げ。Ｇ－

４区で集石及びＦ・Ｇ－６・７区で溝状遺構検出，掘り下げ，写真撮影，実測。Ｇ－６区Ⅳ層より

口縁内面に赤色顔料を塗布した土器片１１９が出土（９日）。Ｆ・Ｇ－２～５区のⅤ層上面コンタ図作

成。

平成１０年１月６日（火）～１月２１日（水）

　Ｅ－６区及びＧ・Ｈ－８～１０区の表土剥ぎ。Ⅱ・Ⅳ層掘り下げ，遺物取り上げ。Ｆ～Ｈ－３～８

区のⅡ・Ⅲａ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅶｂ層掘り下げ，遺物取り上げ。Ｆ・Ｇ－６・７区のⅤ層上面コンタ図作

成。Ｅ・Ｆ－９～１１区のⅡ・Ⅲａ・Ⅳ・Ⅴ層掘り下げ，遺物取り上げ。Ｇ－８区で集石検出，掘り

下げ，写真撮影，実測。Ｄ－５区の表土剥ぎ，溝状遺構検出，掘り下げ，写真撮影，実測。森脇広

（鹿児島大学法文学部教授）現地指導（９日）。

平成１０年１月２２日（木）～２月１６日（月）

　Ｄ～Ｆ－５～７区のⅢａ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅶｂ層掘り下げ，遺物取り上げ。Ｄ・Ｆ－９～１１区の表土剥

ぎ。Ⅱ・Ⅲａ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅶｂ層掘り下げ，遺物取り上げ。Ｄ－５区及びＥ・Ｆ－９～１１区で土坑，

Ｄ・Ｅ－１０・１１区で溝状遺構検出，掘り下げ，写真撮影，実測。Ｅ・Ｆ－６・７区のⅤ層上面コン

タ図作成。Ｄ・Ｅ－１２・１４区の表土剥ぎ。
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平成１０年２月１７日（火）～３月３０日（月）

　Ｅ・Ｆ－５・６区及びＤ・Ｅ－９～１４区のⅢａ・Ⅳ・Ⅴ層掘り下げ，遺物取り上げ，道跡及びⅤ

層上面コンタ図作成，ビデオムービー撮影。空中写真撮影（６日）。
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　上山路山遺跡の整理・報告書作成作業は，平成１８年４月～１２月に行った。

４月　整理作業開始。図面及び遺物の確認，点検。遺物を土器と石器に分け，石器選別及び土器の

接合を開始する。

５月　地形や遺構配置などの確認。土器接合。石膏による補強及び復元。実測委託用石器の選別。

６月　土器接合。石膏による補強及び復元。実測用土器選別及び拓本。実測委託用石器の選別。

７月　土器の石膏による補強及び復元。実測用土器選別及び拓本。土器実測。石器実測委託。１４Ｃ

化学分析委託。

８月　土器実測及び石器実測委託の図面点検，修正。

９月　土器実測及びトレース。石器実測委託の図面納品。追加石器の実測。データー入力。ドット

図の整理。１４Ｃ化学分析委託の成果品納品。

１０月　遺構トレース。土器トレース及び拓本貼り。データー入力。本田道輝（鹿児島大学法文学部

助教授）遺物指導（２４日）。文章作成。

１１月　遺構トレース。土器トレース及び拓本貼り。仮レイアウト。データー入力。文章作成。

１２月　遺構トレース。土器トレース及び拓本貼り。仮レイアウト及びレイアウト。データー入力。

遺物写真撮影。文章作成。入札のための起案。

１月　文章確認，修正。入札。校正。一般遺物の収納。

２月　校正。現場図面及び遺物の実測図の整理，仮収納。

３月　校正。報告書掲載遺物の整理，仮収納。報告書納入。これにより，上山路山遺跡の報告書作

成作業の全てを終了する。

　また，報告書作成にあたっては，調査及び企画担当者のほか下記の方に指導・助言をいただいた。

内村光伸・黒川忠広・相美伊久雄・繁昌正幸・日�正人・平美典・前迫亮一・馬籠亮道・堂込秀人

　なお，整理作業従事者は，次のとおりである。

有満菜穂美・今村智子・川崎弘子・北住靖子・逆瀬川恵子・新富弥生・新田洋美・園田ひとみ・藤

本恵子・古川千代子・三谷加代子（５０音順，敬称略）
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　上山路山遺跡は，日置市伊集院町（旧日置郡伊集院町）大田字上山路山に所在する。町の西部，

標高約１３０�の台地上に位置する。日置市は，平成の大合併により，平成１７年５月１日に東市来

町・伊集院町・日吉町・吹上町の４町が合併して誕生した市である。ここでは，伊集院町に絞って

述べることにする。

　伊集院町は，薩摩半島のほぼ中央に位置し，北東から南は鹿児島市，北西は東市来町，西は日吉

町に接している。藩政時代には，主要道路として参勤交代にも利用された道（九州街道）が通るな

ど，地理的な位置から古くから日置郡の中心として栄えてきた。５０年代からは，大型団地の分譲や

住宅建設が増え，道路整備も進むと，豊かな自然や良好な教育環境を求めて，県都鹿児島市のベッ

ドタウンとして人口が増加してきた。また，教育の町作りをモットーに，子供たちの教育にも力を

入れてきた町でもある。鹿児島の三大行事のひとつである「妙円寺詣り」は，平成５年より１０月の

第４日曜日に実施し，多くの子供たちが参加している。

　伊集院町の地形は，北部に重平山（５２３．１�）など旧期火山岩山地が連なり，鹿児島市及び東市

来町と境界をなしている。南西部には，矢筈岳（３０２．９�）や諸正岳（３０１．４�）があり，日吉町と

町界をなしている。これらの台地を除くと町の大部分は，海抜１５０�前後の火山灰台地である。平

地は，この火山灰台地が東シナ海まで注いでいる２級河川の神之川とその支流などの影響で作られ

た狭い谷底平地となっている。台地と平地との境は崖地となっているところが多く，湧水地点もあ

る。つまり，海に面しない，やや内陸的気候の特徴を持つ，小規模な盆地状地形となっている。

　伊集院町の基盤地質は，北部の重平山と町の中心部から南西には輝石安山岩が分布している。本

遺跡を含め矢筈岳や諸正岳など町の西部の山地は，中世代の四万十層群に属する砂岩・頁岩・礫岩

等の互層が分布し，一部ホルンフェルス化している部分もある。河川流域には，小規模な沖積層が

分布している。それ以外の地域は，県本土を広く被っている約２４，０００年前に姶良カルデラから噴出

した入戸火砕流堆積物（シラス）の台地である。
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　伊集院町の考古学的発掘調査の歴史は新しく，昭和６２年に大田地区（通称：城山）で，一宇治城

跡の部分的発掘調査が行われたのが，始まりである。翌年に刊行された発掘調査報告書の遺跡地名

表には，町内の４９か所の遺跡が紹介されているが，ほとんどが寺院・墓地等に伴う石塔が中心であ

る。以前から集落の畑や神社の裏山から縄文・弥生時代の土器片や石器が断片的に採集されるだけ

の状況であった。

　しかし，平成８年に始まった南九州西回り自動車道鹿児島道路（伊集院ＩＣ～市来ＩＣ間）の建

設や九州新幹線鹿児島ルート（新八代～鹿児島中央間）の建設に伴う考古学的発掘調査が行われた

ことにより，約２万数千年前の遺構・遺物が発見されるなど伊集院町の歴史が旧石器時代ナイフ形

石器文化期まで遡ることとなった。

　そこで，周辺遺跡と併せて伊集院町の主な遺跡を時代順に若干紹介することにする。
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　伊集院町周辺の地形は，地層や岩盤の堆積状況，海水準の変動等を考慮すると，現在の地形に近

い姿となっていたと推定できる。湧水地もあり，早くから人が生きていくことができる要因が揃う。

　伊集院町では，ナイフ形石器や剥片尖頭器などナイフ形石器文化期の遺物が出土した永迫平遺跡

（下谷口）や大田城跡（大田）がある。旧石器時代の終焉となる細石刃文化期には隣接する鹿児島

市仁田尾（旧日置郡松元町）に広い範囲で遺物が分布する九州最大級の遺跡が存在するが，伊集院

町でも瀬戸頭Ａ・Ｂ遺跡（竹之山）や竹之山Ｂ遺跡などの遺跡で同時期の石器が出土し，竹之山Ｂ

遺跡では落とし穴も確認されている。
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　瀬戸頭遺跡では，草創期の土器片が出土する。大田城跡で主体となる時期の縄文時代早期では，

気候が温暖化してきたと考えられ，永迫平遺跡で竪穴住居跡９基，連穴土坑３基，集石遺構１２基，

道跡３条などが発見され，縄文時代早期前葉の定住集落の存在が確認された。これと同じ時期の集

落として大田城跡（大田）でも土坑や集石遺構が発見されている。さらに，これらの集落より一段

階古い時期とされ，日本でも最古級の縄文時代早期初頭の赤色顔料土器が出土した稲荷原遺跡（恋

之原）がある。いずれも，伊集院町の歴史の古さを窺わせるものばかりである。

　早期後半以降，遺跡数は少なくなる。後期の上ノ平遺跡（下神殿）では，竪穴住居跡が５基発見

され，当時の人々が同じ地に何度も回帰していたことを示すものとなった。
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　南九州は，姶良カルデラから噴出した入戸火砕流堆積物（シラス）の台地などが多く，稲作に適

した地域が少なかった為に稲作の生産性が低かったと考えられている。その為，北部九州ほど弥生

文化は発達していない。また，これまでの発掘調査対象地域も台地や丘陵地が多いせいか，弥生時

代・古墳時代の遺跡数は少ない。伊集院町周辺では，東市来町からいちき串木野市市来町にかけて

位置する市ノ原遺跡（いちき串木野市市来町大里）で，弥生時代の埋設壺４基が確認されたほか，

弥生時代前期の突帯文系土器，中期の北九州系とも考えられる土器などが出土した。古墳時代の土

器である成川式土器の出土遺跡は，これまでも県内で報告されているものの伊集院町郡に所在する

石坂遺跡（町報１２）では，竪穴住居跡と思われる遺構を検出し，遺構中心部内からは完形に近い成

川式土器も出土した。
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　伊集院町の町名の由来は，古代に租税の物品を収納し，管理する倉庫（＝院）が置かれたことに

はじまると考えられている。その後，中世から近世にかけては，幾度かの争いにより薩摩藩主島津

氏の拠点の一つとして位置付けられている。その為か，町の歴史も中世以降の文献史学の研究が中

心となっていたが考古学的発掘調査によって，さらに当時の生活を知る手懸かりとなった。西原遺

跡（郡）・石坂遺跡（郡：県埋セ報５８）や下永迫Ａ遺跡（下谷口）では，古代の焼土・掘立柱建物

跡を検出，越州窯青磁椀や赤色土器・墨書土器等が多数出土した。古代末から中世初期に作成され

た建久図田帳には当遺跡が所在する大田という地名が出てくる。山ノ脇遺跡（郡）では，中世の伊

集院町周辺一帯を治めていた在地豪族が暮らしていた居館群が発見され，当時の豪族の権力の一端

を示すものとなった。勢力争いが激化してくる，この頃になると各地で多数の山城が作られるよう
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になるが，伊集院町では，一宇治城跡（大田）などがある。この山城は，島津貴久がフランシス

コ・ザビエルと会談した城として知られ，大きく４つの郭群からなり，多くの曲輪が造られ曲輪間

には多数の空堀が掘られていた。現在は，史跡公園として整備されている。
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〔報告書〕

伊集院町教育委員会１９８８『一宇治城跡』伊集院町埋蔵文化財発掘調査報告書（１）

伊集院町教育委員会２０００『石坂遺跡』伊集院町埋蔵文化財発掘調査報告書（１２）

鹿児島県立埋蔵文化財センター２００１『竹ノ山Ａ・Ｂ遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（２９）

鹿児島県立埋蔵文化財センター２００３『市ノ原遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（４９）

鹿児島県立埋蔵文化財センター２００３『犬ヶ原遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（５０）

鹿児島県立埋蔵文化財センター２００３『雪山・猿引遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（５３）

鹿児島県立埋蔵文化財センター２００３『山ノ脇・石坂・西原遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（５８）

鹿児島県立埋蔵文化財センター２００４『上ノ平遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（７０）

鹿児島県立埋蔵文化財センター２００４『下永迫Ａ遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（７２）

鹿児島県立埋蔵文化財センター２００４『宮尾遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（７３）

鹿児島県立埋蔵文化財センター２００５『大田城跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（９５）
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文献等遺物等時代地形所在地遺跡名等番号

②

剥片尖頭器

前平式土器

陶磁器類・窯道具

旧石器

縄文

近世～近代

台地東市来町美山字雪山雪山１

（町指）昭和５７．２．２０陶器近世丘陵東市来町美山５００・４９８－２五本松窯２

③

細石刃

縄文土器

成川式土器

旧石器

縄文

古墳

台地東市来町美山字池之頭池之頭３

平成３年北薩・伊佐分布

調査

土器・土師器

陶器

古墳

近世
丘陵東市来町美山池之平ほか池之平４

（町指）昭和５７．２．２０陶器近世（後）丘陵東市来町美山９７３・９７４御定式窯５

（町指）昭和５７．２．２０陶器・白磁近世（後）丘陵東市来町美山９７５南京皿山窯６

平成３年北薩・伊佐分布

調査

土師器

陶器・磁器

中世

近世
段丘東市来町美山上水溜ほか水溜７

平成３年北薩・伊佐分布

調査

土器

土師器

陶器

弥生

古墳・中世

近世

丘陵東市来町宮田原ほか原８

平成３年北薩・伊佐分布

調査

土器

土師器

陶器

弥生

古墳

近世

丘陵東市来町美山馬通ほか馬通９

昭和６１年分布調査土器片古墳河岸段丘東市来町宮田字中宮田中宮田１０

平成３年北薩・伊佐分布

調査

土器

土師器

陶器

古墳

中世

近世

段丘東市来町養母伊勢後伊勢後１１

④　小野小太郎家綱の

時よりの城，別称「日置

城」「山田城」

飛来大権現（板碑）文治年間山麓緩斜面日吉町日置城の下松尾城跡１２

（町指）昭和５２．８．１２
仁王像２基・供養申

塔
山麓緩斜面日吉町日置城の下桂山寺跡１３

昭和６２年分布調査土師器・須恵器奈良～平安低地日吉町日吉字鎮守前鎮守前１４

④　永禄１０年（１５６７年）

２月開墓

寺の門前にあった仁

王像（板碑）

近世

（元禄１０）
低地日吉町日置中牟礼安養院跡１５

（町指）昭和４４．３．１１
磁石・宝篋印塔・石

の階段・寺院跡墓地
台地日吉町日置古里東大乗寺跡１６

①五輪塔・宝塔低地伊集院町飯牟礼熊野神社境内１７

①伊集院町道祖瀬戸１８
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文献等遺物等時代地形所在地遺跡名等番号

①伊集院町狩待迫１９

①
縄文

古墳
伊集院町上山路山２０

①伊集院町木場田２１

①伊集院町敷田尾２２

本報告書

三稜尖頭器

岩本式土器・前平式

土器・石斧

旧石器

縄文（早）
丘陵伊集院町大田城山迫大田城跡２３

①五輪塔・宝塔外中世・近世低地伊集院町大田中報恩寺跡２４

①五輪塔・無縫塔中世・近世台地伊集院町大田上大知跡２５

⑤　別称「鉄丸山」

　「伊集院城跡」

中世

（鎌倉初期）
丘陵伊集院町大田一宇治城跡２６

①　別称「小城」中世山地伊集院町小城大内山城跡２７

①
貝殻条痕文・弥生土

器

台地

（海岸段丘）
伊集院町寺脇楠牟礼寺脇２８

（町指）昭和４０．１０．１２伊集院忠国夫婦の墓中世小丘伊集院町寺脇甫ノ内６６３円福寺墓地群２９

����

①　鹿児島県埋蔵文化財情報データベース　　　　　　　　２００４年　「市町村別遺跡一覧」

②　鹿児島県立埋蔵文化財センター報告書（５３）　　　　　２００３年　「雪山・猿引遺跡」

③　鹿児島県立埋蔵文化財センター報告書（３２）　　　　　２００２年　「池之頭遺跡」

④　日吉町郷土誌編さん委員会　　　　　　　　　　　　　１９８２年　「日吉町郷土誌　上巻」

⑤　伊集院町埋蔵文化財発掘調査報告書（１）～（６）　　１９８８年～１９９３年　「一宇治城跡」
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　平成３年度に実施した分布調査やその後に行われた国と県の協議の結果に基づき，平成９年２月

１２日から２１日まで確認調査を実施した（実働８日）。

　地形を勘案しながら２ｍ×３ｍを基本とするトレンチを９か所に設定し，層位的に人力で掘り下

げを行った。第２トレンチでは，旧石器時代細石器文化期のⅦａ層から黒曜石のフレイクやチップ

類が出土した。第１・２・３・７トレンチでは，縄文時代早期のⅣ・Ⅴ層から，岩本式土器に加え

て少量の前平式土器や打製石斧・スクレイパー・黒曜石のフレイクやチップ類が出土した。また，

平安時代の土師器も１点出土している。第４トレンチでは，縄文時代後期のⅢａ層から市来式土器

が，弥生時代中期から後期のⅡ・Ⅲａ層からは山ノ口式土器などが出土している。その他の第５・

６・８・９トレンチでは，遺物が出土しなかった。

��������	

　確認調査の結果を踏まえ，国と県が協議を行った結果，平成９年５月１３日から８月２３日までと１２

月１日から平成１０年３月３０日までの２回に分けて本調査を実施した（実働８２日）。建設省（現国土

交通省）が設定した道路センター杭「№４２５」と「№４３０」を結ぶ直線を基準軸として１０ｍ間隔の区

画（グリッド）の設定から行った。グリッドは南北方向にＡ，Ｂ，Ｃ・・，南西方向に１，２，３・・，

と呼称している。

　遺物包含層（Ⅲａ・Ⅲｂ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅶ層）については手掘りで調査を行い，表土と無遺物層につ

いては作業の効率化を図るため重機により廃土処理をした。本遺跡は，谷頭を含んだ急な斜面があ

る上に，一部が開墾により削平されていた。草木が繁茂していたこともあって，地層が不安定な場

所が多く，欠落した所もあった。Ⅱ層は，所々に残存するのみだったが，弥生時代や古墳時代の土

器が少量出土した。これには，取り付け道路整備の際出土した遺物も含まれる。Ⅲａ層からの遺物

も少なく，縄文時代後期の市来式土器が少量出土したのみであった。Ⅲｂ層（アカホヤ火山灰）下

位のⅣ・Ⅴ層は比較的良く残っており，縄文時代早期の遺構と遺物がまとまって出土した。主な遺

構は，集石が４基，道跡が２条，土坑である。特に道跡については，台地上から谷の下まで，アカ

ホヤ火山灰を掘り込むようにくっきりと残っていた。土器については，数は少ないが水迫式があり，

主体となる土器は岩本式と前平式である。特にＥ・Ｆ－６区には，傾斜地にも関わらず大量の土器

片が集中していた。当時の土器廃棄のあり方を考える上で，貴重な資料となろう。石器は，層が安

定しないため，縄文時代の物としかわからない状況である。Ⅶａ層からは，旧石器時代の遺物が少

量出土した。しかし，縄文時代早期には，すでに露出していたようで，早期の遺物が混在している。

また，奈良時代の土師器も１点出土しているが，樹根によるものであろう。

　以上のように，本遺跡は，かなり長期にわたって形成されたものである。道跡の残存状況から考

えると，南側に続く台地上には，集落跡が残っている可能性が高いものと思われる。
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　本遺跡は，標高約１３０�のシラス台地上に位置している。現地形は舌状台地の端にあたり，平坦

面から続く緩斜面と，谷頭を含んだ急な斜面とからなる。一部が開墾により削平され，草木が繁茂

していたこともあり，地層の欠落した所がある。基本的層序及び遺物包含層・年代・文化との関係

は以下の通りである。（★印は遺物包含層）

　Ⅰ　層　現耕作土Ⅰ

★Ⅱ　層　黒色粘質土　　　古墳時代の遺物包含層Ⅱ

★Ⅲａ層　明黄橙色土　　　縄文時代後期の遺物包含層Ⅲa

　Ⅲｂ層　明黄橙色パミス　アカホヤ火山灰（約６３００年前　鬼界カルデラ起源）Ⅲb

★Ⅳ　層　黄橙色土　　　　縄文時代早期の遺物包含層Ⅳ

★Ⅴ　層　黒褐色土　　　　縄文時代早期の遺物包含層Ⅴ

　Ⅵ　層　黄褐色パミス　　薩摩火山灰（Ｐ１４　約１１５００年前　桜島起源）Ⅵ

★Ⅶａ層　暗茶褐色粘質土　旧石器時代の遺物包含層
　　　　　　　　　　　　　通称　チョコ層

Ⅶa

　Ⅶｂ層　茶褐色粘質土Ⅶb

　Ⅷ　層　黄褐色砂質土　　シラス二次堆積土Ⅷ

　Ⅸ　層　黄灰色砂質土　　シラス入戸火砕流

（約２４５００年前　姶良カルデラ起源）　　

Ⅸ

���������
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　旧石器時代の遺物包含層は，Ⅶ・Ⅷａ・Ⅷｂ層で，細石器文化期とナイフ形石器文化期を含む。

しかし，大部分が傾斜地であるため，Ｆ・Ｇ－２・３区では，薩摩火山灰（Ⅵ層）降下前に崩落し

た形跡があり，遺物の集中するＧ－８・９区では，縄文時代早期の遺物の混入が見られた。台地の

縁辺部であるため，縄文時代早期にはⅦ層が露出していたらしい。そのため，遺物については，形

態や層の状態から，確実に旧石器時代のものであると判断できるもののみを記載している。結果と

して，磨石・敲石・石皿等は含まれていないが，他の遺跡の例から，存在していた可能性は高いも

のと思われる。

　遺構は，台地の縁辺部で礫群１基と石器製作跡（ブロック）１基が確認された。

　石器は，小型ナイフ形石器・三稜尖頭器・細石刃・細石刃核・スクレイパー・礫器・使用痕石

器・石器制作に伴う剥片・砕片など９７点が出土している。

����

　Ｇ－８区で，礫群１基が確認された。また，同じ区で，上牛鼻系黒曜石片の集中が見られた。細

石刃や調整剥片が含まれることから，石器製作跡と思われる。

��（第９図）

　Ｇ－８区，縄文時代早期の１号集石の下部Ⅶ層から検出された。１号集石が形成された時点で上

部を破壊された模様で，旧石器時代と縄文時代早期の遺物が混在している。掘り込みは確認できな

かったが，石が団子状に集められていた。石はあまり赤化していないものの破砕しているものが見

られる。

　遺構内遺物としては，早期の土器が混在する中で２点を確認した。これらは，遺物の特徴や層位

から旧石器時代の物と判断したものである。１は，Ⅳ層から出土した小型ナイフ形石器である。三

船系黒曜石製で，自然面の残る剥片に，部分的刃潰し加工をしている。２は，Ⅶｂ層から出土した

貝殻状の剥片である。ホルンフェルス製で，使用痕は認められない。

�����（ブロック）

　礫群同様Ｇ－８区で検出された。上牛鼻系黒曜石片がほとんどで，数点の頁岩や安山岩も認めら

れるが，これは混入した物である可能性がある。遺物の出土状況から細石刃製作の跡と考えられる。

����

　前述したように，層が不安定であったり遺物の混在があったりするため，石器は，形状等から確

実に旧石器時代と判断できた物のみを記載することにした。出土した層はⅦ層が大部分であるが，

Ⅷａ・Ⅷｂ層や一部Ⅲａ層出土のものも含まれる。図化した遺物は，礫群内の２点を含めて２１点で

ある。

�����

　３は，三稜尖頭器で，三船系黒曜石製である。稜の高い断面三角形の横長剥片を素材とし，基部

部分や左縁辺部分に急傾斜剥離調整を施している。

���

　４～８は，細石刃である。石材は，いずれも上牛鼻系の黒曜石であり，１３・１５～１８の剥片と同質

であるため，同じ母岩から製作された可能性がある。
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　９～１１は，細石刃核である。石材は，９が三船系黒曜石，１０が上牛鼻系の黒曜石であり，１１が針

尾系黒曜石である。９・１１は４～８の細石刃とは材質が異なる。Ⅳ層出土で，傾斜地で流れた位置

という状況である。いずれも船底に似た形状で，９は２面，１０は３面，１１は１面に，細石刃を作り

出した跡がある。

������

　１２は，スクレイパーである。Ⅳ層出土だが，細石刃と同じ上牛鼻系の黒曜石製である。自然面を

残す偏平な剥片から，荒い急角度の調整で刃部を作り出している。

��

　１３～１８は，剥片である。石材は，１４のみ三船系黒曜石で，他は上牛鼻系黒曜石である。１３は，一

見ナイフ状だが，基部の調整や使用痕等は見られない。１４・１５は，打面再生時に生じたものである。

１６は上下で，１７は上部が切断されている。１８は，被熱によるはじけや荒れが見られる。

��

　１９・２０は，ホルンフェルス製の礫器である。１９は，石核の可能性もある。扁平な自然礫を打ち欠

いて刃部を作り出している。２０は，石斧制作中に遺棄されたものである可能性がある。

�����

　２１は，砂岩製の使用痕石器である。棒状の直方体で，一部磨面が見られる。

備　　考　（遺構内遺物）掘り込み大きさ床面レベル礫数検出区番挿図
上部は１号集石により破壊されている。
（小型ナイフ１・剥片２）

無３２０×１７８１３４．６８７９Ｇ－８１９

��������	
���������

備　　　考重量
（�）

厚さ
（�）

幅
（�）

高さ
（�）石　　材器　　種遺物番号層出土区番号挿図

礫群内，一部自然面０．６８０．６０１．００１．８０三船系黒曜石小型ナイフ形石器１０１０ⅣＧ－８１
９

礫群内，一部摂理面１６．６１１．１０４．１０３．８０ホルンフェルス剥片（シェルフレイク）１００７ⅦｂＧ－８２
基部調整，一部自然面１２．３２１．６０２．３０５．００三船系黒曜石三稜尖頭器一括ⅢａＤ－６３

１１

０．１５０．２００．７０１．５０上牛鼻系黒曜石細石刃２７５４ⅦＧ－８４
下部折れ０．２００．２００．９０１．４０上牛鼻系黒曜石細石刃２８０６ⅦＧ－８５
下部折れ０．３２０．３００．８０１．６０上牛鼻系黒曜石細石刃２８１４ⅦＧ－８６

０．２００．２００．７０１．７０上牛鼻系黒曜石細石刃２８１８ⅦＧ－８７
上下折れ０．０５０．１６０．５００．７０上牛鼻系黒曜石細石刃２８１９ⅦＧ－８８
船底形１２．４２１．９０１．９０３．５０三船系黒曜石細石刃核７４０８ⅤＦ－１０９
船底形３．７６１．４０１．４０２．５０上牛鼻系黒曜石細石刃核３２１４ⅣＥ－７１０
船底形５．６０１．３０１．８０２．４０針尾系黒曜石細石刃核３４１２ⅣＥ－６１１

５．３２０．８０１．７０４．７０上牛鼻系黒曜石スクレイパー１０２３５Ⅳ１Ｔ・Ｇ－９１２
１４．２３１．５０２．８０４．３０上牛鼻系黒曜石剥片２７５８ⅦＧ－８１３

１２

打面再生１．２５０．６５１．８０１．５０三船系黒曜石剥片２７８７ⅦＧ－８１４
打面再生３．４２０．８０１．８０２．３０上牛鼻系黒曜石剥片２８６３ⅦＨ－８１５
上下折れ１．１４１．３０１．４０１．１０上牛鼻系黒曜石剥片２８７５ⅦＨ－８１６
折れあり２．７１０．７０１．７５２．２０上牛鼻系黒曜石剥片２７５７ⅦＧ－８１７
被熱によるはじけあり３．９２１．３０１．７０２．１０上牛鼻系黒曜石剥片２８６３ⅦＨ－８１８
石核の可能性あり２５３．０２２．５０１１．６０９．００ホルンフェルス礫器２８００Ⅷ下Ｇ－８１９

石斧制作中の可能性あり１５３．０５２．６０５．００８．６０ホルンフェルス礫器１５０２ⅧＧ－３２０
四角棒状，一部摩耗あり４６８．００３．６０４．７０１８．６０砂岩使用痕石器１４８０ⅧＧ－３２１

��������	��
��
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　縄文時代早期の遺物包含層は，Ⅳ・Ⅴ層である。Ⅲｂ層は，後期であるが，早期の遺物が混在し

ているところもあった。旧石器時代のものと同様，大部分が傾斜地であるためで，調査区内だけで

も，最高地の標高が１３５．０�，最低地の標高が１１９．８�であり，その差は約１５�に達する。また，近

世の開墾で削平を受けているところもあった。

　遺構は，集石４基・土坑５基・ピット２２基・道跡２条が確認された。道跡以外は，台地の縁辺部

に分布する。道跡は，台地上から谷の途中まで約８０�にわたって検出されており，このような例は，

当時の生活を考察する上で貴重である。

　遺物の集中は，台地の縁辺部と谷頭・道跡に見られるが，道跡の遺物は，急傾斜のため流れてい

るものが多い。しかし，谷頭であるＥ－６区周辺は，特に多量に集中していた。土器捨て場の可能性

が指摘されているが，やはり傾斜に沿って流れており，他の時代の遺物も混在している状況である。

　土器は，早期の水迫式・岩本式・前平式が大部分で，口縁部の施文のバリエーションが豊富であ

る。この中には，赤色顔料が付着した物もある。その他，早期では吉田式土器・桑ノ丸式土器など，

前期では轟式土器・曽畑式土器，中期の阿高系の土器，後期では市来式など，他の時代の土器も若

干出土している。

　石器は，打製石鏃・調整剥片・石匙・楔形石器・石槍・スクレイパー・使用痕剥片・剥片・石

斧・石鎌・礫器・磨石・敲石・石皿等が出土している。

����

�����

　台地の縁辺部で４基検出された。１～３号はＧ－８区周辺に集中しているが，４号は離れている。

����（Ｇ－８）

　台地の縁辺部のやや傾斜した面に設置されていたようであるが，近世の開墾で削平を受けている

ため，上部は部分的に破壊されている。石は赤化しているものがあり，地面にも熱の影響が見られ，

炭化物も含まれていた。掘り込みの中に石が集められているが，中心部は石が少なく，周囲にも石

が散在しているため，ここから食材が取り出されたものと思われる。時期については，Ⅶ層が露出

し，旧石器時代の石器１・２が混在しているが，集石内に前平式土器を含むことから，早期の集石

であると判断した。なお，旧石器時代の項でも述べたように，下部からは礫群が検出された。

　集石と同時に，Ⅱ・Ⅲ類（岩本式）土器２２～２６，Ⅳ・Ⅴ類（前平式）土器２７～３０が出土している。

詳細は，土器観察表を参照されたい。

����（Ｇ－８）

　１号集石に隣接した位置で，やや下位の面から検出された。ほぼ平らな面に設置されている。Ⅶ

層から検出され，旧石器時代の石器制作ブロック内にあるが，時期は早期前半と思われる。集石中

に土器片を含むこと，Ⅴ層が薄くⅥ層がないこと，集石の下位より旧石器時代の剥片が出土してい

ることなどの状況から判断した。石は散在し，軽く赤化している。石材はシルト質が多い。

����（Ｈ－８）

　１・２号集石に隣接した位置で，ややⅤ層上面で検出された。やや傾斜した面に設置されていて，

傾斜の低い方は，石が流れているようである。
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備考（遺構内遺物）
掘り込み大きさ

（�）
床面レベル

（�）礫数検出区番号挿図
番号 深さ（�）大きさ（�）有無

下部に旧石器の礫群
（土器２２～３０）２７８２×７５有１２７×９３１３４．３６１７３Ｇ－８１１４

Ⅶ層検出だが早期無　９５×５７１３４．３０３４Ｇ－８２
１５ 無　８３×７４１３４．３７６７Ｈ－８３

無１３０×１０７１３４．４１５４Ｇ－４４
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����（Ｇ－４）

　Ⅵ層上面で検出された。ほぼ平らな面

に設置されている。中心部は石が少なく，

周囲にも石が散在しているため，ここか

ら食材が取り出されたものと思われる。

周辺より前平式土器が出土しているため，

時期は早期前半と思われる。

�����

　Ⅵ層上面で５基検出された。諸般の事

情で記録がまちまちであるが，出来る限

り記載することにした。

����（Ｄ－６）

　平面形は円形で，断面はバケツ状であ

る。埋土はⅢ層であることと周囲の状況

から，時期は縄文時代後期であろう。

����（Ｇ－９）

　埋土はⅣ＋Ⅴ層である。平面・断面共

に形が不安定であり，埋土の状況から樹根の可能性がある。

����（Ｄ－１２）

　平面形は楕円形で，埋土はⅣ層である。

����（Ｅ－１２）

　平面形は円形で，埋土はⅣ層である。

����（Ｅ－１２）

　平面形は楕円形で，埋土はⅢ層である。
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備考（遺構内遺物）検出面から
の深さ（�）

大きさ
（�）

床面レベル
（�）検出区番号挿図

番号
埋土Ⅲａ層，断面形はバケツ状８０６６×５９１２８．２２Ｄ－５１

１６

埋土Ⅳ＋Ⅴ層，樹根の可能性あり４９１１１×７３　１３３．３７Ｇ－９２
９７．５６５×３５１２４．６２Ｄ－１２３

埋土Ⅳ層９５×８５Ｅ－１２４
埋土Ⅲ層１２５×７５　Ｅ－１２５
埋土Ⅳ層２５×１５Ｅ－１２Ｐ１
埋土Ⅳ層３０×２５Ｅ－１２Ｐ２
埋土Ⅳ層２０×１５Ｅ－１２Ｐ３
埋土Ⅳ層３２．５×３０　　Ｅ－１２Ｐ４

１２５×７５　Ｅ－１２Ｐ５
２５×２５Ｅ－１２Ｐ６
３０×３０Ｅ－１２Ｐ７

埋土Ⅳ層６０３０×２５Ｇ－８Ｐ８
埋土Ⅲａ層２１３０×３０１３４．０３Ｇ－８Ｐ９
埋土Ⅲａ層２４．５３０×２５１３３．９７Ｇ－８Ｐ１０
埋土Ⅲ層３１．５４２．５×３０　　１２７．６４Ｄ－６Ｐ１１
埋土Ⅲ層３８．５４５×３５１２７．０６５Ｄ－６Ｐ１２
埋土Ⅲ層４１５０×４０１２６．７９Ｄ－６Ｐ１３
埋土Ⅲ層３７３７．５×３５　　１２６．６５５Ｄ－６Ｐ１４
埋土Ⅲ層６２．５４０×３０１２６．６４５Ｄ－６Ｐ１５
埋土Ⅲ層５２．５３５×３５１２６．６７５Ｄ－６Ｐ１６
埋土Ⅲ層，樹根の可能性あり１３．５３７．５×３５　　１２７．２Ｄ－６Ｐ１７
埋土Ⅲ層，樹根の可能性あり３４３２．５×３０　　１２６．９２５Ｄ－６Ｐ１８
埋土Ⅲ層７５．５４５×３５１２６．８３５Ｄ－６Ｐ１９
埋土Ⅲ層３３　　４０×３７．５１２７．１Ｄ－６Ｐ２０
埋土Ⅲ層，樹根の可能性あり４９．５４２．５×４０　　１２６．９８Ｄ－６Ｐ２１
埋土Ⅲ層６７３２．５×３２．５１２７．０３Ｄ－６Ｐ２２
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　Ⅵ層上面で２２基検出された。土坑同様，諸般の事情で記録がまちまちであるが，出来る限り記載

することにした。個々の規模等に関しては，観察表を参照されたい。なお，用途については不明で

ある。

　Ｅ－１２区では，７基検出されている。Ｐ１～４の埋土はⅣ層であるが，Ｐ５～７は記録がない。

　Ｇ－８区では，３基検出されている。Ｐ８の埋土はの埋土はⅣ層，Ｐ９・１０の埋土はⅢａ層である。

　Ｄ－６区では，１１基検出されている。Ｐ１～１０よりもやや規模が大きい。並んでいるように見え

るものもあるが，用途については，今後の資料の増加を待ちたい。Ｐ１１～２２はいずれも埋土はⅢ層

である。なお，Ｐ１７・１８・２１は樹根の可能性がある。

�����

　Ⅵ層上面で２条検出された。Ⅵ層が溝状になくなりⅦ層が露出した状態であるが，硬化面は確認

されていない。埋土はⅤ層の黒褐色土で，薩摩火山灰のブロックを含む。１条は，台地の縁Ｇ－９

区，標高１３３．８ｍからＣ－１４区，標高１１９．８ｍの約８０ｍにわたって検出された。自然地形を利用した

水場のある谷へ行き来する道であろう。標高差は１４ｍにもなる。もう１条はＤ－１３区，標高１２１ｍ

から分岐してＥ・Ｆ－１３区の境界，標高１２６．２ｍまで，約３０ｍにわたって，標高差６ｍあまりを駆

け上がる。こちらは，自然地形を横切るように検出されているのが注目される。

　遺構内遺物は，道跡と記録のあるものに限って掲載した。実際は流れ込みと思われる遺物が多数

出土している。詳細は，別項，遺物出土状況図等を参照されたい。

　土器は，６点を図化した。いずれも貝殻文系土器である。３１は，Ⅲ類（岩本式）土器，３２～３４は

Ⅷ類（前平式，志風頭タイプ）土器の角筒である。３５・３６は小片で，詳細は不明である。

　石器は，１点を図化した。３７は，砂岩製の石皿である。正面は剥離面のようだが，強い摩滅が認

められる。裏面にも磨面があり，部分的に赤化と剥離が認められる。

　木炭がＦ－９区Ⅴ層で出土している。分析の結果は，年代が９６３０±６０ｙｒＢＰで，樹種は落葉広葉

樹のケヤキに同定された。土器の示す時期を補強する資料と言える。

������

　Ｇ－８区周辺に多量の礫が散乱していた。集石の痕跡と思われる。また，Ｅ・Ｆ－６区に多量の

遺物の集中が見られる。土器捨て場の可能性が指摘されているが，土器の接合関係や共伴する石器

の多様性から考えると，流れ込みの可能性も否定できない。

����

　遺物は土器片と石器及び炭化物等が出土した。出土した層はⅣ・Ⅴ層が大部分であるが，若干Ⅲ

ａ層出土のものも含まれる。取り上げた遺物はパンケースに詰め込んで５０箱あまりであった。

��

　出土した土器片は，小粒で計上できないものを除き総数約７２００点である。接合作業の結果，完形

品１点，底部のみを欠く準完形品（復元品）３点を得，破片を含め３４７点を図化した。

　分類は，これまでに公表された資料を参考に，また比較しやすいようⅠ～Ⅸ類までおこなった。

観点は，第２１図縄文時代早期土器分類模式図のとおりである。なお，特記事項以外の詳細について

は，土器観察表を参照されたい。
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－３８－

模式図胴部内面胴部外面口縁部内面口縁部外面種類

・浅い横，
斜位の貝殻
条痕調整

・丁寧なナデ
調整・木口状
もしくは繊維
状の工具によ
る調整・極細
の貝殻条痕調
整

・口縁部内面
に段を有する

・口縁部上端に貝殻による横位の
連続刺突
・口唇部は貝殻押圧により小波状
・丁寧なナデ調整

Ⅰ
a
類

水
迫
式
土
器

・口縁部上端に貝殻，ヘラ等によ
る縦，斜位の押し引きや連続刺突
・口唇部は小波状
・丁寧なナデ調整

Ⅰ
b
類

・Ⅰ類とⅡ類の特徴を併せ持つもの
・口縁部上端に貝殻，ヘラ等によ
る縦，斜位の連続刺突
・ナデ調整は丁寧なものと粗いもの

Ⅰ
c
類

・口縁部上端に貝殻，ヘラ等によ
る横位の連続刺突(波線1～4条)
・口唇部は小波状
・丁寧なナデ調整

Ⅱ
類

岩
本
式
土
器

・木口状もし
くは繊維状の
工具による調
整・極細の貝
殻条痕調整

・口縁部内面
に浅い段を有
する

・口縁部上端に貝殻，ヘラ等によ
る縦，斜位の連続刺突
・口唇部は小波状
・浅い貝殻条痕調整

Ⅲ
類

・口唇部で
は横位，胴
部では縦位
の貝殻条痕
調整

・横，斜位の
貝殻条痕調整

・口縁部内面
に浅い段，ま
たは段がない

・口唇端部は平坦で，口唇端部と口
縁部上端に，それぞれ貝殻，ヘラ等
による「く」の字または逆「く」の
字状の連続刺突

Ⅳ
類

前
平
式
土
器

・口縁部内面
は段がない

・口唇端部は平坦で，口縁部上端に，
貝殻，ヘラ等による１列の縦，斜位
の連続刺突（斜め上から）

Ⅴ
類

・横，斜位の
太い貝殻条痕
調整

・口唇端部は平坦で，口縁部上端
に，貝殻，ヘラ等による１列の縦，
斜位の連続刺突（ほぼ真横から）

Ⅵ
類

・口唇端部は平坦で，貝殻，ヘラ
等による連続刺突。口縁部上端に，
貝殻，ヘラ等による１列の縦，斜
位の連続刺突

Ⅶ
類

・口唇部で
は横位，胴
部では縦位
の削り痕

・横位の貝殻
条痕調整。
・連点文や貝
殻条痕を重ね
る

・口唇端部は貝殻，ヘラ等による
刻み。口縁部上端に，貝殻による
縦位１列の連続刺突。

Ⅷ
類

志
風
頭
タ
イ
プ

・上記以外の土器（無文・爪形文・吉田式・桑ノ丸式等）
・後期の市来式土器までを含む

Ⅸ
類

そ
の
他

・底部を一括したもの（平底）底
部

��������	
�������
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－４０－

　Ⅰ～Ⅲ類は，口縁内面に明瞭な段を有する貝殻条痕文系円筒土器である。

　Ⅰ類は，３８～７３である。従来の分類では，水迫式土器に該当するが，報告書によっては岩本式土

器に含まれる。この中でⅠａ類は口唇部に貝殻腹縁押圧を施された３８の１点だけである。Ⅰｂ類は，

３９～６１である。４５・５０は，口縁部に粘土を貼り付けた様子が観察できる。５７には，赤色顔料が付着

している。６２～７３は，Ⅰｃ類で，水迫式土器と岩本式土器古段階との中間的な土器である。特に，

６４と６８は，途中で文様構成の変更が行われており，両方の特徴を併せ持つ。

　Ⅱ類は，７４～８８である。従来の分類では，岩本式土器古段階に該当する。８５の内面には，赤色顔

料が付着している。また，８７には補修孔が認められる。９１は，口縁部に粘土を貼り付けた様子が観

察できる。
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－４５－
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　Ⅲ類は，８９～１５８である。従来の分類では，岩本式土器新段階に該当する。ほとんどが円筒土器

であるが，１３１は器形が異なり縦の隆帯が貼り付けられている。１１４・１１６・１１９の内面には，赤色

顔料が付着している。また，１５５は炭化物が多量に付着している。分析の結果は，９６９０±５０ｙｒＢＰ

であった。１２４は底部を欠くが，他は残存率の高い準完形土器である。口縁部文様帯と胴部との境

界が，段ありから面一に変化していく様子が観察できる。なお，１２５は１２４の底部と思われるが接

合はできなかった。補修孔は，回転による円形が１０２・１２２に，すり切りによる縦長が１２３・１５７・

１５８に認められる。



－４６－
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－４７－
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　Ⅳ類は，１５９～１９８である。岩本式土器から前平式土器への移行期に当たる物と考えられている。

口縁内面の段はなくなるか痕跡となり，口縁部外面に「く」の字または逆「く」の字状の刺突を

施す。従来の分類では，前平式土器に該当する。１７５・１７８は他の土器と胎土や焼成が著しく異な

る。補修孔は，すり切りによる縦長が１８０に認められる。

　Ⅴ類は，１９９～２４２である。従来の分類では，前平式土器に該当する。２４１は底部を欠くが，他は

残存率の高い準完形土器で，まとまって出土した。補修孔は，すり切りによる縦長が２１５に認めら

れる。

　Ⅵ類は，２４３～２６６である。従来の分類では，前平式土器に該当する。２４５は底部を欠くが，他は

残存率の高い準完形土器で，まとまって出土した。２５５は完形土器であるが，破片は広範囲に分布

していた。

　Ⅶ類は，２６７～２７３である。従来の分類では，前平式土器に該当する。

　２７４～２７９は，Ⅰ～Ⅶ類いずれかに含まれると思われる土器である。口縁部の刺突や刻みが，正

面から見えないように施されている。

　Ⅷ類は，２８０～３０４である。従来の分類では，前平式土器の志風頭タイプに該当する。Ｄ－１２・

１３区の道跡周辺に，特に多く出土している。補修孔は，すり切りによる縦長が２８０に認められる。



－４８－
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－５１－
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－５２－
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　Ⅸ類は，上記以外の土器を一括した物である。３０５は無文土器，３０６は列点文土器である。これら

は，Ⅰ・Ⅱ類土器との関連が指摘されている。３０９は，爪形文土器である。これらは，いずれも小

片のため，詳細は不明である。３０７・３０８・３１０は，所属不明の土器である。おそらくⅡ類土器と近

縁の土器ではないかと思われる。３１１・３１２は，吉田式土器である。３１３～３１６は，桑ノ丸式土器であ

る。３１７は，条痕文土器である。３１８～３２０は，苦浜式土器である。



－５３－
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　縄文時代前期の土器も若干出土している。３１２は，轟式土器で，３２２・３２３は，曽畑式土器である。

　縄文時代後期の土器は，ややまとまって出土した。３２４～３３４は，市来式土器である。

��

　底部については，明確な分類が難しい物もあるので，一括して掲載した。３３５～３５１は，円筒土器

である。Ⅰ～Ⅲ類に該当する。３５２～３６６も，円筒土器である。Ⅳ～Ⅶ類に該当する。

　縄文時代中期の土器底部も出土している。３６７～３６９は阿高系の土器である。３６７は組織痕，３６８・

３６９は葉脈痕が認められる。
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－６１－

備　考焼
成

胎　　　　　土色　　　　　調調整・文様
部位器種類別層区

注記
番号

番号
挿図
番号

その他角
閃

雲
母

長
石

石
英内　　面外　　面口唇部内　　面外　　面

集石内
普
通

白・赤・灰・黒粒，
砂少ない

○○
１０ＹＲ７�３にぶい黄
橙

１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙

ケズリ，ナデ
ケズリ，ナデ，かす
かに条痕

胴円筒
Ⅱ　
岩本

ⅤH－8
SS1

（29）
２２

１４

集石内良小礫，白粒，砂普通○○２．５Ｙ７�４浅黄２．５Ｙ７�４浅黄
ケズリ，ナデ，一部
条痕

ケズリ，ナデ，かす
かに条痕

胴円筒
岩本
？　

ⅤG－8
SS1

（４）
２３

集石内破
損後被熱
している

良黒粒，砂少ない○○２．５Ｙ３�１黒褐
２．５Ｙ７ �３浅黄～
２．５Ｙ８�２灰色

ケズリ，ナデ
ナデ，条痕
（一部にハケ目状の
条痕）

胴円筒
Ⅱ　
岩本

ⅤH－8
SS1

（６）
２４

集石内
　

良
黒曜石少し，砂やや
少なめ

○○○１０ＹＲ４�２灰黄褐
１０ＹＲ６�４にぶい黄
橙～１０ＹＲ３�２黒褐

ケズリ
ケズリ，条痕，ハケ
目状の条痕（ヨコ）

胴円筒
Ⅱ　
岩本

ⅤH－8
SS1

（14）
２５

集石内
普
通

白・赤・灰粒，砂や
や少なめ

○○１０ＹＲ５�２灰黄褐
５ＹＲ６�６橙～５Ｙ
Ｒ５�２灰褐

ナデナデ，貝殻条痕胴
円筒
？　

ⅤH－8
SS1

（219）
２６

集石内
や
や
脆
い

礫，白・黒・灰粒，
砂普通

○○５ＹＲ６�６橙
７．５ＹＲ６�４にぶい
橙～１０ＹＲ６�４にぶ
い黄橙

ヘラキザミケズリ，ナデケズリ，貝殻条痕口縁円筒
Ⅴ　
前平

ⅤG－8
SS1

（95）
２７

集石内良
白・赤・灰粒，砂普
通

○○
５ＹＲ４�３にぶい赤
褐～５ＹＲ３�２暗赤
褐

５ＹＲ４�３にぶい赤
褐～５ＹＲ３�２暗赤
褐

貝殻キザミケズリ，深い条痕ナデ，条痕口縁円筒
Ⅳ　
前平

ⅤG－8
SS1

（94）
２８

集石内良
礫（白・灰・黒），白
粒，砂やや多め

○○２．５ＹＲ３�１暗赤灰２．５ＹＲ５�６明赤褐ケズリ
ケズリ
貝殻条痕（斜）

胴
角筒
？　

前平ⅤH－8
SS1

（42）
２９

集石内
SS1(42)と
同一個体?

良
礫，白・赤粒，砂や
や多い

○○５ＹＲ５�２灰褐５ＹＲ５�６明赤褐ケズリケズリ，貝殻条痕胴円筒
Ⅴ　
前平

ⅤG－8
SS1

（96）
３０

道跡
普
通

赤・黒・灰粒，小礫
（灰・凝灰岩系）１コ，
砂は少ない

○○
１０ＹＲ８�４浅黄橙，
顔料？（５ＹＲ６�６
橙）

７．５ＹＲ８�４浅黄橙
～６�３にぶい褐

小丸棒押圧
（キザミ）

ケズリ後ナデ
ケズリ（貝殻条痕）
ハガレ，貝殻キザミ

口縁
円筒
？　

Ⅲ　
岩本

ⅤF－10道跡３１

１８

道跡良
火山ガラス透明，白・
灰・赤粒，砂普通

○○１０ＹＲ２�１黒
１０ＹＲ６�４にぶい黄
橙～１０ＹＲ３�１黒褐

平らにナデケズリ（ヨコ）
ケズリ後ナデ波状貝
殻刺突

口縁
角筒
？　

前平
（加栗
山？）

ⅤD－13道跡３２

道跡良
白・赤粒，砂やや多
い

○○
５ＹＲ５�６明赤褐～
２�２黒褐

５ＹＲ６�６橙～５Ｙ
Ｒ３�２暗赤褐

キザミ（か
すか）

ケズリ

ケズリ，ナデ，貝殻
刺突，貝殻条痕（ナ
ナメ）の上に直線交
差と刺突（タテ）

口縁角筒
前平

（志風
頭？）

ⅤD－13道跡３３

道跡良
軽石所々，赤・白粒，
砂普通

○○５ＹＲ５�６明赤褐
５ＹＲ５�３にぶい赤
褐～５ＹＲ４�１褐灰

ナデケズリ後ナデ
ナデ，貝殻刺突，キ
ザミ，貝殻条痕

口縁
角筒
？　

前平
（加栗
山？）

ⅤD－13道跡３４

道跡良黒・赤粒，砂少ない○○５ＹＲ４�１褐灰２．５ＹＲ６�６橙ケズリ後ナデナデ胴円筒岩本ⅤD－13道跡３５

道跡
普
通

白・灰礫少し，黒・
白粒，砂普通

○○不明２．５ＹＲ４�６赤褐不明（ハガレ）
ケズリ？，条痕，貝
殻条痕（ヨコ）

円筒
？　

前平ⅤD－13道跡３６

良黒粒，砂少なめ○○５ＹＲ７�８橙
７．５ＹＲ６�４にぶい
橙～５ＹＲ７�８橙
（一部）

貝殻押圧ケズリ後ナデ
ハケ目状条痕，貝殻
刺突，貝殻刺突によ
る沈線横１条

口縁円筒
Ｉａ　
水迫

ⅤG－9８７６３８

２２

２１と同
一個体

良赤・白粒，砂少なめ○○
１０ＹＲ５�３にぶい黄
褐

５ＹＲ６�６橙
貝殻縁押引
？

ケズリ後ナデ
ナデ，貝殻押引（波
状）

口縁円筒
Ｉｂ　
水迫

ⅤG－9８７９３９

１６と同
一個体

普
通

赤・白・黒粒，白・
赤小礫，砂やや少な
い

○○
５ＹＲ５�３にぶい赤
褐

５ＹＲ６�８橙～４�
２灰褐

貝殻縁押引
？

ナデ
ナデ，貝殻押引（波
状）

口縁円筒
Ｉｂ　
水迫

ⅣE－5３６８８４０

普
通

砂少ない○○○５ＹＲ７�８橙５ＹＲ７�８橙
貝殻縁押引
？

ケズリ後ナデナデ，貝殻押引口縁
円筒
？　

Ｉｂ　
水迫

ⅤE－6６４８３４１

良
白・黒粒，砂は少な
い

○○
７．５ＹＲ７�４にぶい
橙

５ＹＲ６�４にぶい橙
～５�４にぶい赤褐

ヘラ？押圧ナデ，一部貝殻条痕
ナデ，横一部ハケ目
状条痕，貝殻腹縁？
押圧

口縁
円筒
？　

Ｉｂ　
岩本

ⅤD－6一括４２

１８と同
一個体

良
赤・白粒，灰小礫，
砂少ない

○○
５ＹＲ６�６橙～４�
２灰褐

５ＹＲ６�６橙～４�
２灰褐

貝殻押圧
ケズリ後ナデ，一部
貝殻条痕

ケズリ後ナデ，貝殻
押引，貝殻刺突によ
る沈線１条

口縁円筒
Ｉｂ　
水迫

ⅤE－6８４３１４３

１９と同
一個体

普
通

赤・白粒，灰小礫，
砂少ない

○○５ＹＲ４�２灰褐
５ＹＲ６�６橙～４�
２灰褐

貝殻押圧
ケズリ後ナデ，一部
貝殻条痕

ケズリ後ナデ，貝殻
押引，貝殻刺突によ
る沈線１条

口縁円筒
Ｉｂ　
水迫

ⅤE－6７３００４４

良白・黒粒，砂少なめ○○○７．５ＹＲ６�６橙
１０ＹＲ４�４褐～３�
２黒褐

指頭押圧ケズリ後ナデ
ハケ目状条痕，貝殻
刺突（ナナメ），沈線
１条

口縁円筒
Ｉｂ　
水迫

Ⅳ
F6
E6

６１６７
８０８３

４５

や
や
脆
い

白・黒粒，砂普通○○○７．５ＹＲ６�６橙１０ＹＲ７�６明黄褐
何か？の押
圧

？アバタ状のハガレ
が激しい

ナデ，貝殻刺突（ナ
ナメ），貝殻刺突によ
る沈線１条

口縁
円筒
？　

Ｉｂ　
水迫

ⅣE－6４８１９４６

普
通

赤・白粒，砂はやや
少なめ

○○
５ＹＲ５�４にぶい赤
褐

７．５ＹＲ２�２黒褐貝殻縁押圧ケズリ後ナデ

ナデ，一部貝殻条痕
が残る，貝殻押引，
貝殻刺突による沈線
１条

口縁
Ｉｂ　
水迫

ⅤD－6一括４７

良
白小礫，白・黒粒，
砂やや多め

○○７．５ＹＲ７�８黄橙
１０ＹＲ５�４にぶい黄
褐～３�２黒褐

指頭？押圧ナデ（ヨコ）
ナデ（ヨコ），貝殻押
引（ナナメ），貝殻刺
突による沈線１条

口縁
円筒
？　

Ｉｂ　
水迫

ⅣE－6４２８８４８

良
粒（白・黒），砂はや
や少なめ

○○
５ＹＲ５�４にぶい赤
褐

５ＹＲ５�４にぶい赤
褐

指頭押圧，
貝殻キザミ

ケズリ，ハケ目状
ケズリ，ハケ目状，
貝殻刺突による沈線
１条

口縁円筒
Ｉｂ　
水迫

ⅣE－6５５７４４９

��������	
�



－６２－

備　考焼
成

胎　　　　　土色　　　　　調調整・文様
部位器種類別層区

注記
番号

番号
挿図
番号

その他角
閃

雲
母

長
石

石
英内　　面外　　面口唇部内　　面外　　面

普
通

赤・白粒，砂は少な
め

○○
１０ＹＲ６�４にぶい黄
橙～４�２灰黄褐

７．５ＹＲ３�３暗褐～
３�２黒褐

指頭押圧
ケズリ後ナデ，所々
ハケ目状条痕

ナデ，ハケ目状条痕，
貝殻押引，貝殻刺突
による沈線１条

口縁円筒
Ｉｂ　
水迫

ⅤF－6７７３８５０

２２

普
通

黒曜石，白・黒・灰・
赤粒，砂少し多め

○○○
７．５ＹＲ７�６橙～１０
ＹＲ７�６明黄褐

１０ＹＲ５�４にぶい黄
褐～３�１黒褐

指頭？押圧ナデ，ハケ目状条痕

ナデ，ハケ目状条痕，
貝殻押引（ナナメ），
貝殻押引？による沈
線１条

口縁円筒？
Ｉｂ　
水迫

ⅣE－6１２６５１

や
や
脆
い

灰小礫１コ，白・赤
粒，砂は少ない

○○３�２暗赤褐
５ＹＲ４�４にぶい赤
褐～３�２暗赤褐

ヘラ？押圧ケズリ後ナデ
ナデ，貝殻刺突，沈
線１条

口縁円筒
Ｉｂ　
水迫

ⅦE－6７８５３５２

良
赤・白・黒・灰粒，
砂普通

○○
５ＹＲ６�６橙～６�
４にぶい橙

５ＹＲ５�４にぶい赤
褐～２�１黒褐

丸棒？押圧
ケズリ後ナデ，ハケ
目状条痕

ハケ目状条痕（ヨコ），
貝殻押引（ややナナ
メ），貝殻刺突による
沈線１条

口縁円筒
Ｉｂ　
水迫

ⅣF－6１９５２５３

良

白・赤小礫，６�大
（こげ茶・砂岩？）礫
１コ，赤・白・黒粒，
砂普通

○○
２．５ＹＲ６�６橙～１０
ＹＲ６�６明黄褐

５ＹＲ６�６橙～１０Ｙ
Ｒ６�６明黄褐

丸棒？押圧
ケズリ後ナデ，一部
貝殻条痕（所々ハガ
レ）

ナデ，一部貝殻条痕，
貝殻押引，貝殻刺突
による沈線１条

口縁円筒
Ｉｂ　
水迫

ⅣF－3１５８７５４

良
赤・白粒，白礫（凝
灰岩？），礫が目立つ
が砂はやや少なめ

○○２．５ＹＲ６�８橙
７．５ＹＲ６�４にぶい
橙～３�１黒褐

指頭押圧
ケズリ後ナデ，一部
貝殻条痕

ナデ，一部貝殻条痕，
貝殻押引，貝殻刺突
による沈線１条

口縁円筒
Ｉｂ　
水迫

ⅤD－6一括５５

脆
い

赤・白粒，砂は少な
い

○○５ＹＲ７�６橙５ＹＲ４�６赤褐爪？押圧ナデ（部分的に風化）
ナデ，貝殻刺突，貝
殻刺突による沈線１
条

口縁円筒
Ｉｂ　
水迫

ⅤE－6８１４３５６

赤色顔
料付着

良

赤・白・黒・灰粒，
所 々 白・灰（凝 灰
岩？）礫，礫はある
が砂は少なめ

○○７．５ＹＲ７�６橙
１０ＹＲ６�４にぶい黄
橙～４�２灰黄褐

角棒？押圧ケズリ後ナデ

ケズリ，ハケ目状条
痕，貝殻刺突（ナナ
メ・湾曲）とそれに
よる沈線１条

口縁円筒
Ｉｂ　
水迫

Ⅳ下F－6２３３５５７

良
白・黒・灰粒，砂は
少なめ

○○７．５ＹＲ７�６橙７．５ＹＲ４�３褐指頭押圧ナデ
ナデ，貝殻刺突（ナ
ナメ）とそれによる
沈線２条

口縁円筒？
Ｉｂ　
水迫

ⅤF－5２５２４５８

良
赤・黒小礫，赤・白・
黒・灰粒，砂は少な
め

○○○７．５ＹＲ７�６橙７．５ＹＲ７�４橙指頭押圧
ナデ，一部ハケ目状
条痕

ケズリ後ナデ，一部
ハケ目状条痕，貝殻
刺突（ナナメ），貝殻
刺突による沈線２条

口縁円筒
Ｉｂ　
水迫

ⅤE－6５６６６５９

や
や
脆
い

灰（凝灰岩）小礫，赤・
白・黒・灰粒，砂は
普通

○○７．５ＹＲ７�６橙５ＹＲ４�２灰褐何かを押圧
ナデ（風化が進んで
いる）

ナデ，一部ハケ目状
条痕，貝殻刺突（ナ
ナメ）とそれによる
沈線２条

口縁円筒？
Ｉｂ　
水迫

ⅤF－6８００３６０

粉っぽ
い

普
通

白（珊瑚？系）・赤・
灰（泥岩系）粒，砂
は少なめ

○○
５ＹＲ７�６橙～７．５
ＹＲ６�３にぶい褐

２．５ＹＲ４�４にぶい
赤褐

ナデナデ
ナデ，横位の２条貝
殻刺突文その上にさ
らに連続刺突文

口縁円筒？
Ｉｂ　
水迫

ⅤE－6８１６７６１

爪形文
土器と
関連？

良
黒・灰・白・赤粒，
砂は普通

○○○
７．５ＹＲ６�４にぶい
橙～５�２灰褐

７．５ＹＲ７�４にぶい
橙～３�１黒褐

ツメキザミ
（ナナメ）

指押さえとナデ
指押さえとナデ，ツ
メキザミ（ナナメ）

口縁
Ｉｃ　　
岩本？

ⅤD－6一括６２

２３

爪形文
土器と
関連？

や
や
脆
い

灰粒○○○
１０ＹＲ６�４にぶい黄
橙～４�２灰黄褐

１０ＹＲ４�２灰黄褐～
３�１黒褐

ツメキザミ
（ナナメ）

ナデナデ，風化が激しい口縁
Ｉｃ　　
岩本？

ⅤE－6
７８２９
８１１７

６３

水迫と
岩本の
中間？

や
や
脆
い

白・灰・黒粒○○○
７．５ＹＲ６�４にぶい
橙～５�３にぶい褐

１０ＹＲ４�３にぶい黄
褐～２�２黒褐

丸棒押圧ナデ

ナデ，貝殻刺突によ
る沈線４条，途中か
らタテの貝殻刺突と
沈線１条

口縁円筒
Ｉｃ　　
岩本？

ⅣE－6
６０４５
６１１８
６３１６

６４

爪形文
土器と
関連？

普
通

灰・赤粒，砂は少し○○○
７．５ＹＲ５�３にぶい
褐～４�２灰褐

２．５ＹＲ６�６橙～７．５
ＹＲ４�２灰褐

削って平ら
にしている

ケズリ後ナデ
ナデ，ツメキザミ（ナ
ナメ），ツメによる沈
線２条

口縁
Ｉｃ　　
岩本？

ⅤF－6７７０８６５

爪形文
土器と
関連？

や
や
脆
い

赤・灰粒，砂はやや
多い

○○○
７．５ＹＲ７�４にぶい
橙

１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙～３�１黒褐

ツメキザミナデナデ，風化が激しい口縁
Ｉｃ　　
岩本？

Ⅴ
D－6
下

一括６６

や
や
脆
い

赤・白・黒粒，砂は
普通

○○○
１０ＹＲ５�４にぶい黄
褐

１０ＹＲ５�４にぶい黄
褐～３�１黒褐

ナデ

ナデ，所々ハケ目状
条痕，貝殻刺突（タ
テ）とそれによる沈
線１条ただし「すれ
ちがい」

胴円筒
Ｉｃ　
水迫

ⅤE－6６６００６７

水迫と
岩本の
中間？

良
白・灰粒，砂は少な
い

○○
７．５ＹＲ６�４にぶい
橙～５�２灰褐

５ＹＲ６�６橙～７．５
ＹＲ５�３にぶい褐

貝殻（縁辺）
押圧

ケズリ後ナデ（上部
のみ），ケズリ

貝殻とハケ目状条痕，
貝殻刺突（タテ２段，
一部３ユニット分）

口縁円筒
Ｉｃ　　
岩本？

ⅤD－6一括６８

良
白粒，礫少々，砂は
やや少なめ

○○
１０ＹＲ４�４褐～２�
１黒

２．５Ｙ７�２灰褐～４
�１黄灰

貝殻縁辺を
連続して押
圧

ハケ目状条痕，一部
ナデ

ハケ目状条痕，一部
ナデ，口縁は連点状

口縁円筒
Ｉｃ　　
岩本？

ⅤF－6８３１９６９

良
白・黒粒，砂は少な
い

○○○１０ＹＲ４�２灰黄褐
１０ＹＲ６�３にぶい黄
橙

貝殻？押圧ナデ
ナデ，丸棒？の押引
での沈線４条

口縁
Ｉｃ　　
水迫？

ⅤE－6８０８７７０

良
赤・白粒，砂は少な
め

○○７．５ＹＲ７�６橙
１０ＹＲ５�２灰黄褐～
７�４にぶい黄橙

貝殻角頂押
圧

ナデ
条痕後磨き？，（Ｊ）
字状の列点３列

口縁
Ｉｃ　　
水迫？

ⅤD－6一括７１

良赤・黒粒，砂は普通○○○
１０ＹＲ５�３にぶい黄
褐

１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙

ヘラ？押圧ナデ
ナデ，列点３段（丸
棒か？）

口縁
Ｉｃ　　
水迫？

ⅤG－3１６７３７２



－６３－

備　考焼
成

胎　　　　　土色　　　　　調調整・文様
部位器種類別層区

注記
番号

番号
挿図
番号

その他角
閃

雲
母

長
石

石
英内　　面外　　面口唇部内　　面外　　面

良
粒（白・赤），礫（灰
（安山岩）），砂は普
通

○○７．５ＹＲ３�２黒褐７．５ＹＲ４�３褐
丸棒による
浅いキザミ

ナデ
貝殻条痕，ナデ，貝
殻刺突（タテ）

口縁深鉢
Ｉｃ　
水迫

ⅣE－6５６１７７３２３

良
白・赤粒，砂は少な
い

○○７．５ＹＲ６�６橙７．５ＹＲ４�２灰褐指腹？押圧ケズリ後ナデ
ナデ，ツメ？キザミ
（ナナメ）

口縁
円筒
？　

Ⅱ　
岩本

ⅤD－6一括７４

２４

普
通

白・赤・黒粒，砂は
少なめ

○○
１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙

１０ＹＲ３�２黒褐指頭？押圧ナデ

ナデただしほとんど
剥離，ツメ？による
連続（ナナメ）刺突，
貝殻刺突による沈線
１条

口縁
円筒
？　

Ⅱ　
岩本

ⅣE－6４０８８７５

良
赤・灰・黒粒，砂は
少なめ

○○
７．５ＹＲ５�４にぶい
褐

７．５ＹＲ３�１黒褐指腹？押圧ナデ
ナデ（一部ハケ目状
条痕），貝殻刺突によ
る沈線１条

口縁
円筒
？　

Ⅱ　
岩本

ⅤE－6７１２０７６

良
白・黒粒，灰・赤（砂
岩か）小礫，砂はや
や少なめ

○○５ＹＲ５�６明赤褐５ＹＲ６�６橙
貝殻刺突
（ナナメ）

貝殻条痕

ナデ，一部ハケ目状
条痕，貝殻刺突，た
だしつながって「線」
にならない（とびと
び）

口縁
Ⅱ　
岩本

Ⅳ下D－13１３６７７７

良白粒，砂は少ない○○
７．５ＹＲ５�３にぶい
褐～４�２灰褐

７．５ＹＲ３�１黒褐ヘラ？押圧貝殻条痕後ナデ
貝殻条痕後ナデ，ヘ
ラ先？キザミによる
沈線１条

口縁
円筒
？　

Ⅱ　
岩本

ⅣF－3１５８４７８

良
赤・灰・白粒，砂は
少なめ

○○
５ＹＲ５�４にぶい赤
褐～４�２灰褐

５ＹＲ３�１黒褐
貝殻（縁）
押圧

ナデ
ナデ，貝殻刺突によ
る沈線１条

口縁
円筒
？　

Ⅱ　
岩本

ⅤE－6７８０２７９

粉っぽ
い胎土

普
通

黒曜石少し，白・黒・
灰・小礫粒，砂は少
ない

○○
１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙

７．５ＹＲ７�４にぶい
橙

ヘラ？押圧ナデ
ナデ，貝殻刺突によ
る沈線３条

口縁
Ⅱ　
岩本

Ⅲ
Ⅳ

E－6一括８０

粉っぽ
い胎土

や
や
脆
い

砂は少ない○○
１０ＹＲ７�３にぶい黄
橙～４�２灰黄褐

１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙～３�２黒褐

ヘラ？押圧貝殻条痕（ミガキ）
ナデ（ヨコ），貝殻刺
突による沈線３条

口縁
Ⅱ　
岩本

ⅤE－6７８７５８１

や や
粉っぽ
い胎土

普
通黒粒，砂は少ない○○７．５ＹＲ７�６橙

１０ＹＲ６�４にぶい黄
橙～３�１黒褐

ヘラ？によ
る押さえ

ケズリ後ナデ，指押
さえ（やや浅い）

クシ目状条痕（タテ・
ヨコ・ナナメ），貝殻
刺突による沈線３条

口縁円筒
Ⅱ　
岩本

ⅤE－6８１４５８２

粉っぽ
い胎土

や
や
脆
い

黒曜石少し，黒・白
粒，砂は少ない

○○
１０ＹＲ７�５にぶい黄
橙

１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙

ヘラ？押圧
ケズリ，ナデ，指押
さえ

クシ目状条痕（タテ・
ヨコ・ナナメ），貝殻
刺突による沈線３条

口縁円筒
Ⅱ　
岩本

ⅣF－6６０００８３

良
白・黒・赤粒，砂は
少なめ

○○○７．５ＹＲ７�６橙
２．５Ｙ８�４淡黄～５
�２暗灰黄

丸棒？押圧ナデ
ケズリ（ハケ目状），
貝殻刺突による沈線
３条

口縁円筒
Ⅱ　
岩本

Ⅳ
Ⅴ

D－5，
D－6

３８８１
一括

８４

良
白・灰粒，砂は少な
い

○○１０ＹＲ４�２灰黄褐７．５ＹＲ３�１黒褐
ヘ ラ 押 圧
（ナナメ）

ケズリ後ナデ
クシ目状条痕（ヨコ），
貝殻刺突による沈線
４条

口縁
円筒
？　

Ⅱ　
岩本

ⅤF－5３８６８８５

良
白（方解石？粒が１
�大でやや大きい）
・灰粒，砂は普通

○○２．５Ｙ５�２暗灰黄２．５Ｙ６�２灰黄貝殻縁押圧
ケズリ後ナデ，指押
さえ

ケズリ後ナデ，一部
クシ目状条痕，貝殻
刺突による沈線４条

口縁円筒
Ⅱ　
岩本

ⅤF－3１５４１８６

普
通

赤・灰・白・黒粒，
砂は少なめ

○○７．５ＹＲ７�６橙
５ＹＲ４�３にぶい赤
褐～２�１黒褐

丸棒？押圧ナデ
ナデ，貝殻刺突によ
る沈線４条（一番下
はかすかに残る）

口縁
Ⅱ　
岩本

ⅣE－6４３７６８７

良
白・黒・赤粒，砂は
少なめ

○○
５ＹＲ５�６明赤褐～
３�２暗赤褐

７．５ＹＲ４�２灰褐丸棒？押圧ナデ
ケズリ（ハケ目状条
痕），貝殻刺突による
沈線５条

口縁円筒
Ⅱ　
岩本

ⅣE－6５９８７８８

良
白・黒・赤粒，砂は
やや少なめ

○○７．５ＹＲ６�６橙
７．５ＹＲ６�６橙～４
�３褐

指腹押圧貝殻条痕
ケズリ（ハケ目状条
痕），貝殻刺突（押し
引きぎみ）

口縁
Ⅲ　
岩本

ⅤE－10７４６８８９

２５

良黒粒，砂は少なめ○○
７．５ＹＲ６�４にぶい
橙～１０ＹＲ６�４にぶ
い黄橙

７．５ＹＲ６�４にぶい
橙～１０ＹＲ６�４にぶ
い黄橙

貝殻（縁）
押圧

ハケ目状条痕
ハケ目状条痕，貝殻
刺突

口縁円筒
Ⅲ　
岩本

表９０

良
黒曜石，白・赤粒，
砂は少なめ

○○
５ＹＲ６�８橙～４�
２灰褐

７．５ＹＲ５�４にぶい
褐～１０ＹＲ４�２灰黄
褐

貝殻縁キザ
ミ（フラッ
トに近い）

ケズリ，貝殻条痕
ケズリ，貝殻条痕，
貝殻刺突

口縁円筒
Ⅲ　
岩本

ⅤE－6８４３２９１

良
白・灰・赤粒，砂は
少ない

○○
１０ＹＲ６�４にぶい黄
橙

７．５ＹＲ７�６橙貝殻縁押圧ナデ
ケズリ（ハケ目状条
痕），貝殻刺突（ナナ
メ）

口縁円筒
Ⅲ　
岩本

ⅤF－9８３２９２

良
白・黒（黒曜石）粒，
砂は少なめ

○○
１０ＹＲ５�３にぶい黄
褐

１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙

ヘラキザミ
ケズリ，ナデ（かす
かに貝殻条痕）

貝殻条痕，ヘラ刺突口縁
円筒
？　

Ⅲ　
岩本

ⅣE－6４４３５９３

普
通

白・黒（黒曜石）粒，
砂は少なめ

○○
１０ＹＲ６�４にぶい黄
橙

１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙

ヘラキザミケズリ後ナデ
ケズリ（貝殻条痕），
ヘラ刺突

口縁
円筒
？　

Ⅲ　
岩本

ⅢE－6３９７３９４

良
黒曜石，白・赤・黒
粒，砂は普通，小礫
少し

○○５ＹＲ６�６橙７．５ＹＲ６�６橙
貝殻縁キザ
ミ

ケズリ，貝殻条痕
ケズリ，貝殻条痕，
貝殻押引（ナナメ）

口縁
円筒
？　

Ⅲ　
岩本

ⅤD－6一括９５

良
赤・白・黒 粒，（軽
石）小礫１コ，砂は
少なめ

○○○５ＹＲ６�６橙
５ＹＲ７�６橙～７．５
ＹＲ６�３にぶい褐

貝殻縁キザ
ミ

ケズリ後ナデ
ケズリ，貝殻条痕，
貝殻刺突

口縁
円筒
？　

Ⅲ　
岩本

表９６

多孔質良
白・赤・黒粒，砂は
少なめ，小礫３コ

○○
５ＹＲ６�６橙～４�
２灰褐

５ＹＲ６�６橙丸棒押圧ケズリ，貝殻条痕
ケズリ，ナデ（一部
貝殻条痕），貝殻刺突
（ナナメ）

口縁円筒
Ⅲ　
岩本

ⅤF－6２６０４９７

良
黒（黒曜石）・白（大
理石・軽石片）粒，
砂はやや少なめ

○○７．５ＹＲ７�６橙
７．５ＹＲ７�６橙～４
�２灰褐

ヘラキザミ
丁寧なナデ（ミガキ
に近い）

丁寧なナデ（ミガキ
に近い），貝殻押引
（ナナメ）

口縁円筒
Ⅲ　
岩本

Ⅳ下G－9８８２９８



－６４－

備　考焼
成

胎　　　　　土色　　　　　調調整・文様
部位器種類別層区

注記
番号

番号
挿図
番号

その他角
閃

雲
母

長
石

石
英内　　面外　　面口唇部内　　面外　　面

良
黒（黒曜石）・白粒，
砂は少なめ

○○
８�４浅黄橙～７�
４にぶい黄橙

１０ＹＲ８�４浅黄橙～
１．７�１黒

ヘラキザミケズリ後ナデ
ケズリ，貝殻条痕，
貝殻刺突（ナナメ）

口縁円筒
Ⅲ　
岩本

ⅣD－7２９８７９９

２５

良
白・灰粒，小礫１コ
（軽石）

○○７．５ＹＲ７�６橙
１０ＹＲ６�４にぶい黄
橙～４�３にぶい黄
褐

ヘラキザミ
ケズリ，貝殻条痕，
一部ナデ

ケズリ，貝殻条痕，
貝殻刺突（ナナメ）

口縁円筒
Ⅲ　
岩本

ⅤF－6７９０９１００

良
黒粒（上牛鼻？），白
粒（軽石片），砂は少
なめ

○○
１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙

１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙

ヘラキザミケズリ，貝殻条痕
ケズリ，貝殻条痕，
貝殻刺突（ナナメ）

口縁円筒
Ⅲ　
岩本

ⅢE－5６１７９１０１

や や
粉っぽ
い胎土

脆
い

白・灰（凝灰岩系）・
黒（光らない）粒，
砂は少ない

○○
５ＹＲ７�８橙～４�
２灰褐

５ＹＲ７�８橙～７．５
ＹＲ４�２灰褐

ヘラキザミ
ナデ，かなり風化し
ている

ナデ，かなり風化し
ている，貝殻キザミ
（ナナメ）

口縁
円筒
？　

Ⅲ　
岩本

ⅣE－5６１７４１０２

良
黒（黒曜石）・白（軽
石）粒，小軽石２コ，
砂は少なめ

○○
７．５ＹＲ４�２灰褐～
４�１褐灰

１０ＹＲ４�２灰黄褐～
２�２黒褐

ヘラキザミナデ
貝殻条痕，ナデ，貝
殻刺突（ナナメ）

口縁
円筒
？　

Ⅲ　
岩本

ⅤF－6６９７５１０３

良
黒（黒曜石）・白粒，
砂は少なめ

○○
５ＹＲ６�６橙～１０Ｙ
Ｒ７�６明黄褐

７．５ＹＲ４�３褐ヘラキザミケズリ，貝殻条痕
ケズリ，貝殻条痕，
貝殻刺突（ナナメ）

口縁円筒
Ⅲ　
岩本

Ⅳ下F－6７４１４１０４

普
通

黒・灰・白（軽石な
ど）粒，小礫（灰・
白）

○○５ＹＲ６�６橙
７．５ＹＲ５�４にぶい
褐～３�２黒褐

細丸棒押圧
ケズリ後ナデ（一部
貝殻条痕）

ケズリ後ナデ（一部
貝殻条痕），貝殻刺突
（ナナメ）

口縁円筒
Ⅲ　
岩本

Ⅳ下F－6２３３６１０５

普
通

白・赤・黒粒，砂は
少なめ

○○
１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙

７．５ＹＲ７�６橙
細丸棒？押
圧

ケズリ後ナデ
ケズリ後ナデ，ナナ
メ短沈線連続

口縁
円筒
？　

Ⅲ　
岩本

ⅤE－6８３４２１０６

普
通赤粒，砂は少ない○○

５ＹＲ７�６橙～１０Ｙ
Ｒ４�２灰黄褐

５ＹＲ６�６橙～１０Ｙ
Ｒ４�３にぶい黄褐

ヘラキザミナデ

ナデ，一部貝殻条痕
（風化しつつあり），
貝殻キザミ（ナナメ
押し引きぎみ）

口縁
円筒
？　

Ⅲ　
岩本

ⅤF－6７７０９１０７

良
赤・白・灰・黒粒，
角礫（凝灰岩）３コ，
砂は少なめ

○○１０ＹＲ８�４浅黄橙２．５Ｙ７�４浅黄貝殻縁押圧ケズリ，貝殻条痕
ケズリ，貝殻条痕，
貝殻刺突（ナナメ）

口縁円筒
Ⅲ　
岩本

ⅣG－10１９９１０８

や
や
脆
い

黒（黒曜石）・白粒，
砂は少なめ

○○
５ＹＲ７�８橙～１０Ｙ
Ｒ５�３にぶい黄褐

１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙～４�２灰黄褐

細丸棒？キ
ザミ

ケズリ後ナデ（一部
かすかに貝殻条痕）

貝殻条痕，貝殻刺突
（ナナメ）

口縁円筒
Ⅲ　
岩本

ⅤE－6８１７５１０９

良
白（軽石）・黒粒，砂
は少なめ

○○
７．５ＹＲ５�４にぶい
褐

１０ＹＲ５�３にぶい黄
褐

ヘラキザミナデ
ケズリ，貝殻条痕，
貝殻刺突（ナナメ）

口縁
円筒
？　

Ⅲ　
岩本

ⅤE－6８２５８１１０

粉っぽ
い胎土

や
や
脆
い

白粒，砂少ない○○
７．５ＹＲ６�４にぶい
橙～１．７�１黒

１０ＹＲ６�４にぶい黄
橙

ヘラキザミハケ目状条痕
ハケ目状条痕（風化
が進んでいる），貝殻
刺突

口縁
円筒
？　

Ⅲ　
岩本

ⅤE－6６９１２１１１

良
黒（黒曜石）・白粒，
砂は少なめ

○○
７．５ＹＲ６�４にぶい
橙

７．５ＹＲ６�６橙～３
�１黒褐

ヘラキザミナデ
ケズリ，貝殻条痕，
貝殻押引

口縁
円筒
？　

Ⅲ　
岩本

ⅤG－8２８６６１１２

良

赤・白（大理石）・灰
（大理石）・黒（黒曜
石）粒，角礫３コ，
砂は少なめ

○○２．５ＹＲ４�６赤褐
２．５ＹＲ５�６明赤褐
～４�６赤褐

ヘラキザミ
貝殻条痕，上部のみ
ナデ

ケズリ（貝殻条痕），
ヘラキザミ（ほぼ垂
直）

口縁円筒
Ⅲ　
岩本

Ⅳ下G－9３３２１１３

良
白（軽石系）・黒・赤
粒，礫（泥岩か），砂
はやや少なめ

○○○
２．５ＹＲ５�６明赤褐，
顔料（７．５Ｒ４�６赤）

２．５ＹＲ５�６明赤褐
～４�３にぶい赤褐

小丸棒押圧
（キザミ）

ケズリ（貝殻条痕）
ケズリ（貝殻条痕），
貝殻キザミ

口縁
円筒
？　

Ⅲ　
岩本

ⅣD－6３０００１１４

良
赤・白粒，小礫赤，
砂は少なめ

○○○
５ＹＲ４�３にぶい赤
褐

５ＹＲ４�４にぶい赤
褐～３�４暗赤褐

ヘラキザミナデ（一部貝殻条痕）
ケズリ，貝殻条痕，
ヘラキザミ（ほぼ垂
直）

口縁円筒
Ⅲ　
岩本

ⅤE－6３８５５１１５

内面に
赤色顔
料付着

良
白・黒粒，砂はやや
少ない

○○
５ＹＲ５�６明赤褐～
４�４にぶい赤褐，顔
料（１０ＹＲ４�８赤）

７．５ＹＲ５�４にぶい
褐～３�１黒褐

貝殻条痕ケズリ（貝殻条痕）ケズリ（貝殻条痕）
胴

（口縁
近く）

円筒
Ⅲ　
岩本

E－6表１１６

良
赤・白・黒粒，赤化し
た小礫４コ，灰色小礫
１コ，砂は少なめ

○○５ＹＲ５�６明赤褐５ＹＲ６�６橙ツメキザミケズリ，貝殻条痕
ケズリ，貝殻条痕，
貝殻キザミ（やや雑）

口縁円筒
Ⅲ　
岩本

ⅣF－6
１９４５
２１９６

１１７

良
赤・白・灰・黒粒，
砂岩礫１コ，砂は少
なめ

○○
２．５ＹＲ５�８明赤褐
～３�１暗赤灰

２．５ＹＲ５�８明赤褐
～４�４にぶい赤褐

ヘラキザミ
ハケ目状条痕，上部
のみナデ

ケズリ（貝殻条痕），
ヘラキザミ（垂直）

口縁
円筒
？　

Ⅲ　
岩本

ⅣE－6５０５７１１８

口縁内
面に赤
色顔料
付着

良
白（大理石系）・黒粒，
砂は少ない

○○
７．５ＹＲ７�６～６�
６橙，顔料（１０ＹＲ４
�６赤）

７．５ＹＲ７�４にぶい
橙～５�３にぶい褐

ヘラキザミ
ケズリ（貝殻条痕）
後ナデ

ケズリ（貝殻条痕）
後ナデ，ヘラキザミ

口縁円筒
Ⅲ　
岩本

ⅣF－6２０００１１９

ちょっ
と須恵
器っぽ
い胎土

良
赤・白・黒粒，砂少
ない

○○
７．５ＹＲ７�４にぶい
橙～４�２灰褐

７．５ＹＲ７�４にぶい
橙～６�４にぶい橙

貝殻キザミ
ケズリ（貝殻条痕）
後ナデ

ナデ（かすかな貝殻
条痕），貝殻キザミ

口縁
円筒
？　

Ⅲ　
岩本

ⅤD－6一括１２０

２６

良
白・赤粒，白（軽石・
タンパク石？）小礫，
砂少ない

○○５ＹＲ７�６橙
５ＹＲ７�４にぶい橙
～６�３にぶい橙

ヘラキザミ
ケズリ後ナデ（かす
かに条痕）

ナデ，貝殻押引口縁
鉢？
円筒
？　

Ⅲ　
岩本

ⅣE－6３９２２１２１

良

黒曜石，白（軽石系）・
黒（光らない）粒，
小礫（黒・灰・白ー
軽石）３コ，砂はや
や少なめ

○○
５ＹＲ６�６橙～７．５
ＹＲ６�４にぶい橙

７．５ＹＲ６�６橙貝殻キザミナデ
貝殻キザミ（押し引
きぎみ）

口縁
円筒
？　

Ⅲ　
岩本
or

石坂
？　

ⅤE－6８０７３１２２

や
や
脆
い

白（タンパク石系）・
黒（光らない）・赤粒，
砂は普通

○○５ＹＲ６�６橙５ＹＲ５�６明赤褐
貝殻キザミ
（ナナメ）

ケズリ後ナデ
ケズリ後ナデ，貝殻
キザミ（ナナメ）

口縁
円筒
？　

Ⅲ　
岩本

E－6５５５５１２３



－６５－

備　考焼
成

胎　　　　　土色　　　　　調調整・文様
部位器種類別層区

注記
番号

番号
挿図
番号

その他角
閃

雲
母

長
石

石
英内　　面外　　面口唇部内　　面外　　面

準完形
１２５と
同一個
体？

良小礫（白・黒）○○２．５ＹＲ６�６橙
２．５ＹＲ６�６橙～５
ＹＲ３�１黒褐

貝殻キザミケズリ，貝殻条痕
ケズリ，ハケ目状条
痕

口縁
～胴

円筒
Ⅲ　
岩本

Ⅴ
Ⅳ

F－6
E－6
G－5

７６９５
７４０　
２２８１
７９８７
９７６７
４６２５
７７１７
２２５３
２２６７
５５３２
２２５０

１２４

２６

１２４と
同一個
体？

良小礫（白・黒）○○
２．５ＹＲ５�６明黄褐
～２．５ＹＲ赤黒

２．５ＹＲ６�６橙～５
ＹＲ６�４にぶい橙

ケズリ，一部貝殻条
痕

ケズリ，ハケ目状条
痕

底部円筒
Ⅲ　
岩本

Ⅴ
Ⅳ

Ⅳ下

E－6
F－6
F－10
G－9

７１１９
６１４８
６９８８
９８０　

１２５

良白粒，砂は少なめ○○
１０ＹＲ６�４にぶい黄
橙～４�２灰黄褐

１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙

ヘラキザミケズリ後ナデ
ケズリ，貝殻条痕，
貝殻刺突

口縁円筒
Ⅲ　
岩本

Ⅳ下F－6３５８２１２６

良
白・赤・灰・黒粒，
赤・灰（凝灰岩系）
小礫，砂少ない

○○○５ＹＲ６�６橙
２．５ＹＲ６�８橙～５
ＹＲ４�２灰褐

ヘラキザミケズリ後ナデ
ケズリ（貝殻条痕），
貝殻キザミ

口縁円筒
Ⅲ　
岩本

ⅣE－6３２２５１２７

２７

良
黒曜石，白・灰・黒
粒，砂やや少なめ

○○
２．５ＹＲ６�８橙～５
�１赤灰

７．５ＹＲ７�６橙～４
�１褐灰

ヘラキザミケズリ（貝殻条痕）
ケズリ（貝殻条痕），
貝殻キザミ

口縁円筒
Ⅲ　
岩本

Ⅳ下G－9９００１２８

良

白（凝灰岩系・大理
石系）・黒・赤粒，小
礫（凝灰岩）２コ，
砂やや少なめ

○○○７．５ＹＲ７�６橙
１０ＹＲ８�６黄橙～６
�２灰黄褐

ヘラキザミケズリ（貝殻条痕）
ケズリ（貝殻条痕），
貝殻キザミ（ややナ
ナメ）

口縁円筒
Ⅲ　
岩本

ⅣG－10２００１２９

普
通

白（軽石，凝灰岩系）・
黒・赤・灰（凝灰岩
系）粒，礫２コ（砂
岩丸石），砂は普通

○○
７．５ＹＲ７�６橙～２
�２黒褐

７．５ＹＲ７�４にぶい
橙～４�２灰褐

ヘラキザミ
ケズリ後ナデ（かす
かにハケ目）

ケズリ，貝殻条痕（ヨ
コ浅い），貝殻キザミ

口縁
～胴

円筒
Ⅲ　
岩本

Ⅴ
F－6
E－6

７９３８
７６９８
８４０４

１３０

や や
粉っぽ
い胎土

普
通

白・黒粒，砂は少な
い

○○
７．５ＹＲ７�４にぶい
橙

７．５ＹＲ７�４にぶい
橙

小丸棒押圧
（キザミ）

ケズリ後ナデ（一部
貝殻条痕）

ケズリ後ナデ（一部
貝殻条痕），貝殻キザ
ミ（ナナメ）

口縁鉢？
Ⅲ　
岩本

ⅣG－5１７７５１３１

良
白・黒粒，砂はやや
少なめ

○○○
７．５ＹＲ７�６橙～１０
ＹＲ４�２灰黄褐

１０ＹＲにぶい黄橙～
４�２灰黄褐

貝殻キザミ
（逆くの字）

ケズリ（貝殻条痕），
一部ナデ

ケズリ（貝殻条痕），
貝殻キザミ（逆くの
字）

口縁円筒
Ⅲ　
岩本

ⅤE－6６８５４１３２

良白粒，砂少ない○○
１０ＹＲ６�４にぶい黄
橙

１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙～３�２黒褐

貝殻キザミケズリ後ナデケズリ，貝殻キザミ口縁
円筒
？　

Ⅲ　
岩本

ⅣF－3１６４６１３３

良
白・赤・黒粒，赤・
灰小礫，砂少ない

○○
７．５ＹＲ７�６橙～５
�２灰褐

２．５ＹＲ６�８橙～５
ＹＲ４�１褐灰

貝殻キザミケズリ（貝殻条痕）
ケズリ（貝殻条痕），
貝殻キザミ

口縁円筒
Ⅲ　
岩本

ⅣF－5３８６９１３４

良
赤・白・黒粒，砂は
少なめ

○○７．５ＹＲ６�６橙
２．５ＹＲ５�８明赤褐
～７．５ＹＲ５�４にぶ
い褐

ヘラキザミ
ケズリ，貝殻条痕（ナ
ナメ少し粒い）

ケズリ，貝殻条痕（や
やナナメ少し粒い），
ヘラキザミ（ナナメ）

口縁円筒
Ⅲ　
岩本

ⅤE－6６４７７１３５

良
白（大理石系）粒，
砂少なめ

○○
１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙

１０ＹＲ６�３にぶい黄
橙

丸棒押圧
ケズリ（貝殻条痕），
ナデ

ケズリ（貝殻条痕），
ナデ，貝殻刺突（ナ
ナメ）

口縁
円筒
？　

Ⅲ　
岩本

ⅢａD－6一括１３６

良
白・黒粒，砂は少な
め

○○５ＹＲ６�６橙
５ＹＲ５�４にぶい赤
褐

貝殻キザミ
（ナナメ）

ケズリ後ナデ
ケズリ後ナデ（かす
かに貝殻条痕），貝殻
キザミ（ナナメ）

口縁
円筒
？　

Ⅲ　
岩本

ⅣE－6３９１０１３７

良
赤・白（大理石）・灰
（大理石）・黒粒，角
礫３コ，砂は少なめ

○○
７．５ＹＲ６�４にぶい
橙

１０ＹＲ６�４にぶい黄
橙～５�３にぶい黄
褐

ヘラキザミ
ケズリ（貝殻条痕），
やや粘り

ケズリ（貝殻条痕），
やや粘り，ヘラキザ
ミ（ナナメ）

口縁円筒
Ⅲ　
岩本

ⅤG－9１７２１３８

良
金雲母，白（タンパ
ク石）粒，砂少なめ

○○
５ＹＲ５�６明赤褐～
４�２灰褐

５ＹＲ５�４にぶい赤
褐～２�２黒褐

丸棒押圧
ケズリ，貝殻条痕，
ナデ

ケズリ，貝殻条痕，
ナデ，貝殻キザミ（押
し引きぎみ）

口縁円筒
Ⅲ　
岩本

Ⅳ下D－6一括１３９

普
通

白（大理石系）・灰粒，
小礫（砂岩），砂やや
少なめ

○○○
７．５ＹＲ５�４にぶい
褐

７．５ＹＲ５�４黒褐
貝殻刺突，
キザミ

ナデ（貝殻条痕かす
か）

ナデ（貝殻条痕かす
か），貝殻刺突，キザ
ミ

口縁円筒
Ⅲ　
岩本

ⅤD－6一括１４０

良
白（軽石系）・黒（黒
曜石）・赤粒，砂は少
なめ

○○○５ＹＲ６�６橙
７．５ＹＲ５�４にぶい
褐

貝殻キザミ
ナデ（残っている分
だけ）

ケズリのちナデ（か
すかに貝殻条痕），貝
殻キザミ（斜め，レー
ス状）

口縁ⅣⅤG－9８８９１４１

良
赤・黒・白粒，砂は
少ない

○○７．５ＹＲ８�４浅黄橙
１０ＹＲ８�４浅黄橙～
５�１褐灰

貝殻キザミナデ（風化が激しい）
ケズリ（貝殻条痕），
貝殻キザミ（レース
状）

口縁
円筒
？　

Ⅲ　
岩本

ⅣE－6４２１９１４２

や や
粉っぽ
い胎土

普
通

赤・白・黒粒，砂は
少ない

○○○
１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙

１０ＹＲ８�６黄橙～６
�２灰黄褐

貝殻キザミケズリ後ナデ
ケズリ（貝殻条痕），
貝殻キザミ（レース
状）

口縁
円筒
？　

Ⅲ　
岩本

ⅣE－6２９５６１４３

や や
粉っぽ
い

良
黒粒，砂は大変少な
い

○○ハガレで不明
１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙～５�２灰黄褐

貝殻キザミハガレで不明
ケズリ（貝殻条痕），
貝殻キザミ（レース
状）

口縁
円筒
？　

Ⅲ　
岩本

ⅢⅣ
混合

E－6一括１４４

や や
粉っぽ
い胎土

普
通

白（大理石系）・黒粒，
砂やや少なめ

○○○
１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙

１０ＹＲ８�４浅黄橙～
５�２灰黄褐

貝殻キザミ
（ほぼレー
ス状）

ケズリ（貝殻条痕），
上部のみナデ

ケズリ（貝殻条痕），
貝 殻 キ ザ ミ（ほ ぼ
レース状）

口縁円筒
Ⅲ　
岩本

ⅣF－3１６５７１４５

良
黒曜石，白・灰粒，
灰（凝灰岩系）小礫，
砂やや少ない

○○
７．５ＹＲ５�４にぶい
褐～２�２黒褐

７．５ＹＲ４�３褐～２
�２黒褐

貝殻キザミ
（レース状
に近づく）

ケズリ（貝殻条痕）
後ナデ

ケズリ（貝殻条痕），
貝殻キザミ（レース
状に近づく）

口縁円筒
Ⅲ　
岩本

Ⅴ
E－6
F－6

６７４９
６９４６

１４６

良
白粒（大理石系と軽
石等）・灰・黒粒，砂
はやや少なめ

○○
１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙～４�１褐灰

１０ＹＲ５�２～４�２
灰黄褐

貝殻キザミ
ケズリ（貝殻条痕），
ナデあり

ケズリ（貝殻条痕），
貝殻キザミ

口縁
円筒
？　

Ⅲ　
岩本

Ⅴ
E－6
F－6

４１０２
４６０６

１４７２８



－６６－

備　考焼
成

胎　　　　　土色　　　　　調調整・文様
部位器種類別層区

注記
番号

番号
挿図
番号

その他角
閃

雲
母

長
石

石
英内　　面外　　面口唇部内　　面外　　面

良
白・黒粒，砂は少な
め

○○
５ＹＲ６�６橙～４�
１褐灰

７．５ＹＲ６�６橙～５
�３にぶい褐

貝殻キザミ
（逆くの字）

ケズリ（貝殻条痕ヨ
コ・ナナメ）

ケズリ（貝殻条痕ヨ
コ・ナナメ），貝殻キ
ザミ（逆くの字）

口縁円筒
Ⅲ　
岩本

ⅣE－5６１７８１４８

２８

良

白・黒・明灰（凝灰
岩系）粒，（凝灰岩系）
明灰小礫，砂はやや
少なめ

○○○
７．５ＹＲ６�４にぶい
橙～４�２灰褐

５ＹＲ７�６橙～３�
２暗赤褐

貝殻キザミ
（逆くの字）

ケズリのち上部のみ
ナデ（ミガキ？），沈
線？１条

ケズリ（貝殻条痕），
貝殻キザミ（逆くの
字）

口縁円筒
Ⅲ　
岩本

ⅣF－3１５７０１４９

口唇内
側に赤
色顔料

良
赤・白・黒粒，赤（砂
岩系）・白礫，砂は少
なめ

○○○５ＹＲ６�６橙７．５ＹＲ４�２灰褐ヘラキザミ
ケズリ，貝殻条痕（や
や粗っぽい後ナデ）

ナデ，一部貝殻条痕，
ツメキザミ（細かい）

口縁
Ⅲ　
岩本

ⅤG－9８７８１５０

外表面は
ほとんど
ハゲてい
る

良
黒曜石（光る），赤・
白・黒粒，砂は少な
い

○○
２．５ＹＲ５�６明赤褐
～４�４にぶい赤褐

１０ＹＲ４�３にぶい黄
褐～２�２黒褐

ヘラキザミ
ケズリ（貝殻条痕）
後ナデ

ケズリ（貝殻条痕），
貝殻キザミ（逆くの
字に近い）

口縁円筒
Ⅲ　
岩本

ⅤF－6７７７７１５１

良

白・黒（黒 曜 石）・
灰・赤粒，小礫（赤
化砂岩）４～６コ，砂
はやや少なめ

○○
７．５ＹＲ６�３にぶい
褐

７．５ＹＲ３�３暗褐ヘラキザミ
ケズリ後丁寧なナデ

（かすかに条痕）

ケズリ後丁寧なナデ
（かすかに条痕），ツ
メキザミ（やや雑）

口縁円筒
Ⅲ　
岩本

表１５２

普
通

白（凝灰岩系）粒，砂
はやや少なめ

○○７．５ＹＲ４�２灰褐
７．５ＹＲ４�３褐～３
�２黒褐

ヘラキザミ
ケズリ，ハケ目状条
痕，ナデ

ケズリ，ハケ目状条
痕，ナデ，ヘラキザ
ミ（ナナメ）

口縁円筒
Ⅲ　
岩本

ⅤF－6７６８２１５３

普
通

白（大理石系）粒，砂
はやや少なめ

○○５ＹＲ２�２黒褐５ＹＲ２�１黒褐
ヘラキザミ

（逆くの字）
ナデ

ケズリ後ナデ（一部
条痕），ヘラキザミ

（逆くの字）
口縁

円筒
？　

Ⅲ　
岩本

ⅣD－6一括１５４

１４C定９６９０
±５０内外に
炭化物多量
付着

良
黒・白・赤粒，小礫（軽
石）３コ，砂は少なめ

○○
１０ＹＲ８�６黄橙～
１．７�１黒

１０ＹＲ７�６明黄褐～
１．７�１黒

貝殻縁キザ
ミ

ケズリ（貝殻条痕），
上部ナデ

ケズリ（ハケ目と貝
殻状条痕），貝殻キザ
ミ（逆くの字）

口縁
Ⅲ　
岩本

Ⅳ下
E－6
F－3

６３７３
１５７９

１５５

良
白・黒・赤粒，小礫（凝
灰岩・砂岩）３点，
砂は普通

○○１０ＹＲ７�６明黄褐
７．５ＹＲ５�３にぶい
褐

ヘラキザミ
ケズリ，ナデ，貝殻
条痕（ナナメ）

ケズリ，ナデ，貝殻
条痕（ナナメ），ツ
メ？キザミ（逆くの
字）

口縁円筒
Ⅲ　
岩本

ⅤF－6８２１８１５６

良
白（軽石系）粒，砂
はやや少なめ

○○
７．５ＹＲ４�３褐～３
�１黒褐

７．５ＹＲ３�２～３�
１黒褐

ナデ貝殻条痕口縁
Ⅲ　
岩本

ⅤE－6６７２８１５７

良

白（軽石，凝灰岩系）・
赤・黒（光らない）
粒，灰（凝灰岩系）
礫，礫があるが砂は
少なめ

○○１０ＹＲ５�２灰黄褐
７．５ＹＲ７�６橙～５
�３にぶい褐

ケズリ後ナデ（一部
貝殻条痕が残る）

貝殻条痕胴円筒
Ⅲ？
岩本

ⅤH－8一括１５８

普
通

黒曜石（光る），白
（大理石系）・黒（光
らない）・赤粒，砂は
普通

○○
７．５ＹＲ６�４にぶい
橙

１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙～４�１褐灰

貝殻キザミ
（ナナメ）

ケズリ後ナデ
ケズリ（ハケ目状），
貝殻キザミ（ナナメ）

口縁円筒
Ⅲ
Ⅳ

Ⅳ
Ⅴ

E－10
E－11

６５５０
７０５７
７３５７

１５９

２９

良
白（軽石系）・灰粒，
砂はやや少なめ

○○
７．５ＹＲ６�６橙～１０
ＹＲ５�２にぶい灰黄
褐

７．５ＹＲ６�４にぶい
橙～３�１黒褐

ヘラキザミ
ケズリ，上部のみナ
デ

ケズリ，貝殻条痕，
ヘラキザミ

口縁円筒ⅣⅤ
E－6
F－6

８２１０
８４１５

１６０

良
白・赤・灰（凝灰岩
系）粒，砂は普通

○○
７．５ＹＲ６�４にぶい
橙～３�１黒褐

１０ＹＲ６�４にぶい黄
橙～４�２灰黄褐

ヘラキザミ
ケズリ，上部のみ指
押さえ

ケズリ（貝殻条痕），
ヘラキザミ

口縁円筒ⅣⅤF－6７６２５１６１

良
黄銅礦？赤１コ・灰
（凝灰岩系）粒，砂
は普通

○○
５�３にぶい黄褐～
４�２灰黄褐

１０ＹＲ４�３にぶい黄
褐～３�２黒褐

丸棒キザミ
ケズリ（貝殻条痕），
上部のみナデ

ケズリ（貝殻条痕），
貝殻キザミ

口縁
円筒
？　

ⅣⅤD－6一括１６２

良
白・灰（小さく少な
い，大理石系）粒，
砂は少なめ

○○
２．５ＹＲ７�４浅黄～
５�２暗灰黄

２．５ＹＲ６�３にぶい
黄～３�１黒褐

ヘラキザミ
ケズリ後ナデ，かす
かに条痕

ケズリ後ナデ，かす
かに条痕，ヘラキザ
ミ（ナナメ）

口縁円筒ⅣⅤF－6８１１６１６３

表面特に
内面の風
化が進ん
でいる

や
や
脆
い

白（珊瑚？系）・黒粒，
軽石（小礫１コ），
粉っぽい胎土，砂は
普通

○○○５ＹＲ６�６橙
５ＹＲ５�６明赤褐～
３�２明赤褐

ヘラキザミ
（逆 く の 字
風）

ケズリ（風化してい
る）

ケズリ（貝殻条痕，
はっきり），ヘラキザ
ミ（逆くの字風）

口縁
円筒
？　

ⅣⅣE－6４５５８１６４

良
白・黒・灰（凝灰岩
系）粒，小礫１コ，
砂岩，砂は普通

○○○
５ＹＲ６�６橙～５�
４にぶい赤褐

５ＹＲ３�１黒褐
ヘラキザミ

（ナナメ）
ケズリ（貝殻条痕）
後ナデ

ケズリ（貝殻条痕），
ヘラキザミ（ナナメ）

口縁
円筒
？　

ⅣⅣE－6４３７４１６５

普
通

黒曜石，白灰（凝灰
岩系）粒，砂はやや
多い

○○７．５ＹＲ７�６橙
１０ＹＲ４�２にぶい灰
黄褐～３�２黒褐

ヘラキザミかすかに貝殻条痕
ケズリ（貝殻条痕），
ヘラキザミ

口縁円筒ⅣⅤE－6７２５７１６６

や
や
脆
い

黒曜石，白（凝灰岩系）・
赤・灰（凝灰岩系）・黒
（光らないものも多
い）粒，砂はやや多い

○○７．５ＹＲ７�６橙
７．５ＹＲ７�４にぶい
橙～５�２灰褐

ヘラキザミナデ
ナデ（風化が進んで
いる），貝殻キザミ

（タテ長・ナナメ）
口縁円筒ⅣⅢａD－6一括１６７

や や
粉っぽ
い胎土

普
通

赤・白・灰（軽石系）
粒，砂は少ない

○○５ＹＲ４�２灰褐５ＹＲ６�６橙ヘラキザミナデ
ナデ，一部貝殻条痕，
貝殻キザミ

口縁
円筒
？　

ⅣⅤE－6８４４３１６８

粉っぽく，
角がすれ
ていく感
じの胎土

や
や
脆
い

黒曜石，白・赤・灰
粒，灰（凝灰岩系）
礫，砂は普通

○○
７．５ＹＲ７�６橙～６
�４にぶい橙

５ＹＲ４�３にぶい赤
褐

小丸棒キザ
ミ

ケズリ（貝殻条痕）
後ナデ（上部のみ），
小丸棒キザミ（くさ
び状）

ナデ（かすかに貝殻
条痕），小丸棒キザミ

（くさび状）
口縁

円筒
？　

ⅣⅤE－6６８４５１６９

良

黒曜石，白（軽石系）・
灰・黒（光らない）・
赤粒，灰（凝灰岩系）
礫，砂は普通

○○○
７．５ＹＲ６�４にぶい
橙～５�２灰褐

７．５ＹＲ６�４にぶい
橙～４�２灰褐

ヘラキザミ
（ナナメ）

ケズリ後ナデ，かす
かに貝殻条痕

ケズリ，はっきりし
た貝殻条痕，ヘラキ
ザミ（ナナメ）

口縁円筒ⅣⅤD－6一括１７０



－６７－

備　考焼
成

胎　　　　　土色　　　　　調調整・文様
部位器種類別層区

注記
番号

番号
挿図
番号

その他角
閃

雲
母

長
石

石
英内　　面外　　面口唇部内　　面外　　面

普
通
〜
良

黒曜石（光る），白・
灰（砂岩系１コ）粒，
砂はやや少なめ

○○
１０ＹＲ８�４浅黄橙～
３�１黒褐

１０ＹＲ８�４浅黄橙～
３�１黒褐

ヘラキザミ
ナデ（貝殻条痕かす
かに残る）

ヘラキザミ，表はハ
ガレ

口縁円筒ⅣⅤE－6７５６３１７１

２９

１３９・
１４１と
同一個
体？

固
い
が
も
ろ
い

赤・白（大理石系）
粒，白・灰礫，砂は
やや多い

○○
２．５ＹＲ４�６赤褐～
７．５ＹＲ５�４にぶい
褐

２．５ＹＲ４�６赤褐～
３�４暗赤褐

小丸棒キザ
ミ

ケズリ，口縁上部の
みナデ，貝殻キザミ

（ナナメ）

ケズリ，貝殻条痕，
貝殻キザミ（ナナメ），
表面が数ヶ所でハガ
レている

口縁円筒ⅣⅣG－5１８１５１７２

良

白（大理石？珊瑚？
系）・黒（光らない）・
赤・灰（凝灰岩系）
粒，砂は普通

○○
７．５ＹＲ７�３にぶい
橙～２�１黒

７．５ＹＲ７�６橙～４
�１褐灰

貝殻キザミ
ケズリ（貝殻条痕，
上部のみナデ）

ケズリ（貝殻条痕），
貝殻キザミ

口縁円筒ⅣⅣF－3１７７２１７３

良

白（珊瑚？系）・灰（凝
灰岩系）粒，赤小礫
１コ，砂岩，砂は少
なめ

○○
１０ＹＲ６�３にぶい黄
褐～４�２灰黄褐

５ＹＲ６�６橙～４�
１褐灰

ヘラキザミ
ケズリ（貝殻条痕）
後ナデ

ケズリ（貝殻条痕），
ヘラキザミ

口縁
円筒
？　

ⅣⅤD－12１０２４１７４

１４０・
１４１と
同一個
体？

固
い
が
脆
い

赤・白（軽石系）粒，
小礫（灰），砂はやや
多い

○○
２．５ＹＲ３�６暗赤褐
～５ＹＲ４�４にぶい
赤褐

２．５ＹＲ４�６赤褐～
２�１赤黒

小丸棒キザ
ミ

ケズリ，口縁上部の
みナデ，貝殻キザミ
（ナナメ）

ケズリ，はっきりし
た貝殻条痕，貝殻キ
ザミ（ナナメ），表面
が数ヶ所でハガレて
いる

口縁円筒ⅣⅣG－5１８１４１７５

良
白（珊瑚？系）・黒
（光らない）粒，砂
は普通

○○５ＹＲ６�６橙
５ＹＲ７�８橙～４�
３にぶい赤褐

ヘラキザミケズリ後ナデ
ケズリ後ナデ（一部
貝殻条痕），ヘラキザ
ミ

口縁
円筒
？　

ⅣⅤE－6６４４４１７６

や
や
脆
い

黒曜石，砂は多め○○
１０ＹＲ６�２灰黄褐～
３�１黒褐

１０ＹＲ３�１黒褐～２
�１黒

貝殻キザミ
ケズリ後ナデ（かす
かに条痕）

ケズリ後ナデ（かす
かに条痕），貝殻キザ
ミ

口縁
円筒
？　

ⅣⅤF－6７１９１１７７

１３９・
１４０と
同一個
体？

固
い
が
脆
い

赤・白（大理石系）
粒，灰（凝灰岩系）
礫，砂はやや多い

○○１０Ｒ３�４暗赤
１０Ｒ４�６赤～２�２
極暗赤褐

ナデ
ケズリ，目の細かい
条痕

底部
円筒
平底

ⅣⅣE－6４４１１１７８

良

白（大理石系）・黒・
赤・灰（凝灰岩系）
粒，小礫，砂はやや
少なめ

○○
７．５ＹＲ６�４にぶい
橙～３�２黒褐

１０ＹＲ６�２灰黄褐～
２�１黒

ヘラキザミ
ケズリ後ナデ（所々
貝殻条痕，上部のみ
ナデ）

ケズリ後ナデ（所々
貝殻条痕），ヘラキザ
ミ

口縁円筒ⅣⅤF－6４６２０１７９

良

白（大理石系）・黒
（黒曜石）・赤粒，小
礫 所 々 白（凝 灰 岩
系）・赤，砂は普通か
やや多め

○○
５ＹＲ６�６橙～２�
２黒褐

７．５ＹＲ５�４にぶい
褐～２�２黒褐

貝殻キザミ
ケズリ，貝殻条痕，
上部のみ後ナデ

ケズリ，貝殻条痕，
貝殻キザミ

口縁円筒ⅣⅤE－6７１６６１８０

良
白（大理石系）粒，
礫１コ，砂岩，砂は
やや多め

○○
７．５ＹＲ７�４にぶい
橙～１０ＹＲ７�３にぶ
い黄橙

５ＹＲ６�６橙～７．５
ＹＲ３�２黒褐

貝殻キザミ
ケズリ後ナデ（かす
かに条痕）

ケズリ後ナデ（かす
かに条痕），貝殻キザ
ミ

口縁円筒ⅣⅤE－6８４０９１８１

普
通

白・黒・灰粒，砂は
少なめ

○○２．５Ｙ８�４淡黄２．５Ｙ８�３淡黄貝殻キザミ
ケズリ後ナデ（かす
かに貝殻条痕）

ケズリ後ナデ（かす
かに条痕），貝殻キザ
ミ（ナナメそろえて
いる，逆くの字，レー
ス状）

口縁ⅣⅣ下D－6一括１８２

普
通

白・灰粒，白礫１コ
（凝灰岩系），砂は普
通

○○
７．５ＹＲ７�３にぶい
橙～６�３にぶい褐

７．５ＹＲ６�４にぶい
橙～５�３にぶい褐

ヘラキザミ
ケズリ後ナデ（かす
かに条痕）

ケズリ後ナデ（かす
かに条痕），ヘラキザ
ミ（そろえている，
逆くの字）

口縁円筒ⅣⅤF－6８２３５１８３

１６３に
似てい
る　　

良
白・黒（光らない）
粒，赤小礫１コ，砂
はやや少なめ

○○○
２．５ＹＲ５�６明赤褐
～５�４にぶい赤褐

２．５ＹＲ４�２灰赤～
４�３にぶい赤褐

ヘラキザミケズリ後ナデ
ケズリ（貝殻条痕），
ヘラキザミ（そろっ
ている，逆くの字）

口縁
円筒
？　

ⅣⅣG－9１５０１８４

３０

１６４に
似てい
る

良
白・黒粒，砂はやや
少なめ

○○○２．５ＹＲ６�６橙
５ＹＲ６�６橙～５�
３にぶい赤褐

ヘラキザミケズリ後ナデ
ケズリ（貝殻条痕），
ヘラキザミ（途中で
変わる，逆くの字）

口縁
円筒
？　

ⅣⅤG－9８８８１８５

普
通

白・灰（軽石，凝灰
岩系）・黒粒，砂はや
や少なめ

○○○
２．５ＹＲ６�６橙～５
�６明赤褐

５ＹＲ６�６橙～５�
６明赤褐

ヘラキザミケズリ後ナデ
ナデ，ヘラキザミ（そ
ろっていない，逆く
の字）

口縁
円筒
？　

ⅣⅣD－5３８９２１８６

良
白・赤粒，砂はやや
少なめ

○○
７．５ＹＲ５�３にぶい
褐～４�１褐灰

２．５ＹＲ６�６橙～７．５
ＹＲ６�４にぶい橙～
２�１黒

ヘラキザミケズリ後ナデ
ケズリ（貝殻条痕），
貝殻キザミ（細かい，
逆くの字）

口縁
円筒
？　

ⅣⅤF－6８２７４１８７

良
白（凝灰岩系）粒，
砂はやや少なめ

○○
１０ＹＲ５�３にぶい黄
褐～１．７�１黒

７．５ＹＲ６�４にぶい
橙～２�２黒褐

ヘラキザミケズリ，貝殻条痕
ケズリ，貝殻条痕，
ヘラキザミ（そろっ
ている，逆くの字）

口縁
円筒
？　

ⅣⅤE－6７１４８１８８

良
白（軽石系）粒，砂
はやや少なめ

○○
７．５ＹＲ７�６橙～４
�２灰褐

１０ＹＲ４�２灰黄褐～
３�１黒褐

ヘラキザミ
ケズリ（貝殻条痕，
上部のみ後ナデ）

ケズリ（浅く細かい
貝殻条痕），ヘラキザ
ミ（そろっている，
逆くの字）

口縁円筒ⅣⅤD－6一括１８９

１６９と
同一個
体？

普
通

白・黒粒，白（凝灰
岩系）・灰（砂岩系）小
礫，砂は普通

○○
７．５ＹＲ７�６橙～７
�４にぶい橙

１０ＹＲ８�４浅黄橙～
５�２灰黄褐

ヘラキザミ
ケズリ（貝殻条痕，
上部のみ後ナデ）

ケズリ（貝殻条痕），
ヘラキザミ（そろっ
ている）

口縁
円筒
？　

ⅣⅣG－5１８５２１９０

１６８と
同一個
体？　
　

普
通

白（凝灰岩系）・黒
（光らない）粒，小
礫（白）所々にあり，
砂はやや多い

○○
５ＹＲ６�６橙～７．５
ＹＲ６�４にぶい橙

７．５ＹＲ８�４浅黄橙
～５�２灰褐

ヘラキザミ
（》》そろっ
ている，逆
くの字）

ケズリ（貝殻条痕）
後ナデ

ケズリ（貝殻条痕），
ヘラキザミ（》》そ
ろっている，逆くの
字）

口縁
円筒
？　

ⅣⅤF－6７６４３１９１

内外と
も風化
が進ん
でいる

普
通

白・赤・黒（光らな
い）粒，小礫（白（凝
灰岩系）・赤・黒），
砂は普通

○○７．５ＹＲ７�６橙
７．５ＹＲ７�６橙～７
�４にぶい橙

貝殻キザミナデ
かすかに条痕，貝殻
キザミ

口縁Ⅳ
Ⅲ
Ⅳ
混

E－6一括１９２

良
白・灰（凝灰岩系，
やや粒が大きい）粒，
砂は少ない

○○
１０ＹＲ６�４にぶい黄
橙～５�３にぶい黄
褐

７．５ＹＲ５�４にぶい
褐～３�２黒褐

くさび形文
字みたい，
逆くの字に
近い

ケズリ（貝殻条痕）
後さらっとナデ

ケズリ（貝殻条痕），
ヘラキザミ（くさび
形文字みたい，逆く
の字に近い）

口縁
円筒
？　

ⅣⅢE－6一括１９３



－６８－

備　考焼
成

胎　　　　　土色　　　　　調調整・文様
部位器種類別層区

注記
番号

番号
挿図
番号

その他角
閃

雲
母

長
石

石
英内　　面外　　面口唇部内　　面外　　面

良
白（軽石系）粒，赤（１
コ）小礫，砂はやや
少なめ

○○
５ＹＲ６�６橙～１０Ｙ
Ｒ４�２灰黄褐

５ＹＲ７�８橙～２�
２黒褐

ヘラキザミ
（》》そろっ
ている，逆
くの字）

ケズリ（貝殻条痕）
はっきりしている

ケズリ（貝殻条痕），
ヘラキザミ（》》そ
ろっている，逆くの
字）

口縁円筒ⅣⅤE－6６４５５１９４

３０

や
や
脆
い

黒（黒曜石，あまり
光らない）・赤・白
（凝灰岩系）粒，砂
は普通

○○
２．５ＹＲ５�８明赤褐
～７．５ＹＲ７�６橙

７．５ＹＲ７�６橙～５
�３にぶい褐

ヘラキザミ
ケズリ（粗い，上部
のみ後ナデ）

貝殻条痕（極浅い），
ヘラキザミ

口縁
円筒
？　

ⅣⅣF－6６１２３１９５

や や
粉っぽ
い胎土

普
通
〜
や
や
良

白（珊瑚？系）・赤・
黒粒，小礫（黒），砂
はやや少なめ

○○○５ＹＲ６�６橙
５ＹＲ７�８橙～６�
６橙

ヘラキザミ
ケズリ（貝殻条痕，
割とはっきりした）
上部のみ後ナデ

ケズリ（貝殻条痕，
割とはっきりした），
ヘラキザミ

口縁円筒ⅣⅤD－12１０７７１９６

良

白・赤・黒（光るも
の光らないものあ
り）粒，小礫白（凝
灰岩系），砂はやや少
なめ

○○
７．５ＹＲ７�６橙～５
�３にぶい褐

７．５ＹＲ７�６橙ヘラキザミ
ケズリ（はっきりし
た深い貝殻条痕）

ケズリ（はっきりし
た深い貝殻条痕），ヘ
ラキザミ

口縁
円筒
？　

ⅣⅣ下D－7一括１９７

普
通

白・赤・黒粒，小礫（凝
灰岩系），砂は普通

○○○
１０ＹＲ６�４にぶい黄
橙

１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙

先の丸いヘ
ラ？キザミ

ナデ
ナ デ，先 の 丸 い ヘ
ラ？キザミ

口縁ⅣⅣE－6５２３４１９８

良
白（凝灰岩系）・赤・
黒（光る）粒，小礫
（白），砂は普通

○○
２．５ＹＲ６�８橙～４
�４にぶい赤褐

２．５ＹＲ４�４にぶい
赤褐～３�１暗赤灰

真上から貝
殻刺突（連
続 ～ キ ザ
ミ）

ケズリ後ナデ
ナデ一部貝殻条痕
（深くはっきりして
いる）

口縁円筒ⅤⅤE－6６６７６１９９

３１

普
通

白・灰粒，砂は少な
い

○○１０ＹＲ４�２灰黄褐
１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙～４�２灰黄褐

ツメ？キザ
ミ

一部貝殻条痕，ほと
んどカケている

ナデ，一部貝殻条痕口縁ⅤⅣ下D－6一括２００

普
通

黒曜石，白灰（凝灰
岩系）・黒（光らない）
粒，砂はやや少なめ

○○
１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙～４�３にぶい黄
褐

７．５ＹＲ５�４にぶい
褐～２�２黒褐

ヘラキザミケズリ後ナデ貝殻条痕口縁円筒Ⅴ
Ⅳ
Ⅴ

D－6
３９２８
３９４６
６８２５

２０１

土抗埋
土

良
黒曜石，白（大理石
系，凝灰岩系）・黒粒，
砂は普通

○○
５ＹＲ４�６赤褐～３
�３暗赤褐

５ＹＲ４�６赤褐～４
�２灰褐

ツメ？キザ
ミ（ナナメ）

ケ ズ リ，貝 殻 条 痕
（くっきり深い），上
部のみ後ナデ

ケ ズ リ，貝 殻 条 痕
（くっきり深い）

口縁円筒ⅤⅣG－4１７５０２０２

外面に
炭化物
少し付
着　　
９

良
白（軽石，凝灰岩系）
粒，砂は普通

○○
７．５ＹＲ４�４褐～３
�１黒褐

７．５ＹＲ５�３にぶい
褐～２�１黒

先の丸い？
ヘラキザミ

（ツ メ の 可
能性あり）

ケズリ，貝殻条痕，
上端？のみナデ

ケ ズ リ，貝 殻 条 痕
（くっきり深い）

口縁円筒ⅤⅣ下F－9８４８２０３

良
白（珊瑚？系）・黒（黒
曜石）粒，砂はやや
少なめ

○○
５ＹＲ６�６橙～６�
４にぶい橙

１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙～４�１褐灰

ツメキザミ
ケズリ，貝殻条痕（深
く，くっきり）上部
のみ後ナデ

ケズリ，貝殻条痕（深
く，くっきり）

口縁？
Ⅴ　
前平

ⅣF－4１７０４２０４

外面に炭化
物付着，ま
るで瓦なみ
の厚さ

良
白（凝灰岩系）・赤粒，
砂は普通

○○
２．５ＹＲ７�２灰黄～
２�１黒

７．５ＹＲ４�２灰褐～
１．７�１黒

貝殻刺突
（大きく）

ケズリ，貝殻条痕（浅
い），上部のみ後ナデ

ケズリ，貝殻条痕（浅
い）

口縁円筒ⅤⅣ下H－8１２０５２０５

表面があ
ちこちハ
ジけてい
る

良

白（大理石系と凝灰
岩系）・赤粒，小礫白
（大理石系），砂はや
や少なめ

○○
７．５ＹＲ７�６橙～６
�４にぶい橙

１０ＹＲ６�３にぶい黄
橙～４�１褐灰

貝殻刺突
（大きく）

ケズリ後貝殻条痕に
よるミガキ？，口縁
部のみナデ

貝 殻 条 痕（浅 い が
はっきり）

口縁円筒ⅤⅣ下G－9３２６２０６

良
白（大理石系と珊瑚
系）・黒粒，砂は普通

○○○
２．５ＹＲ６�８橙～７．５
ＹＲ７�６橙

５ＹＲ４�２灰褐～２
�１黒褐

貝殻刺突　
（キザミ）

ケズリ上部のみ後ナ
デ

ケズリ（はっきりし
た深い貝殻条痕）

口縁ⅤⅣE－6４０５１２０７

普
通

白（軽石系，凝灰岩
系）・赤粒，砂はやや
少なめ

○○
７．５ＹＲ４�２灰褐～
２�１黒

７．５ＹＲ４�２灰褐～
２�１黒

ヘ ラ 押 圧
（ほ ぼ ま っ
すぐ）

ケズリ後ナデ（かす
かに貝殻条痕）

貝殻条痕（少し浅い）口縁？
Ⅴ　
前平

Ⅳ下G－9３３１２０８

良
黒曜石，白（軽石系・
凝灰岩系）粒，砂は
普通

○○
５ＹＲ５�４にぶい赤
褐

５ＹＲ４�３にぶい赤
褐～３�１黒褐

ツメキザミ
（右下がり）

ケズリ，貝殻条痕（深
い），上までケズリの
まま

ケズリ，貝殻条痕（深
い）

口縁
円筒
？　

Ⅴ　
前平

ⅤD－6一括２０９

普
通
〜
良

黒曜石，白（凝灰岩
系）粒，礫（白（凝
灰岩系））３コ，砂は
やや少なめ

○○
７．５ＹＲ７�４にぶい
橙～１０ＹＲ６�３にぶ
い黄橙

５ＹＲ７�６橙～７．５
ＹＲ７�６橙

貝殻キザミ
（ほぼまっ
すぐ）

ケズリ（貝殻条痕），
上部のみ後ナデ

ケズリ（貝殻条痕）口縁？
Ⅴ　
前平

ⅣG－3１５１４２１０

良
白（大理石系）・赤・
黒（光らない）粒，
砂はやや少なめ

○○
７．５ＹＲ８�４浅黄橙
～７�４にぶい橙

７．５ＹＲ７�６橙～７
�４にぶい橙

貝殻キザミ
ケズリ（貝殻条痕），
上端のみナデ

ケズリ，貝殻条痕口縁？
Ⅴ　
前平

表２１１

普
通
〜
や
や
良

白（大理石系）・黒
（光る）粒，砂はや
や少なめ

○○
５ＹＲ７�６橙～１０Ｙ
Ｒ７�４にぶい黄橙

７．５ＹＲ７�４にぶい
橙～３�１黒褐

貝殻キザミ
ケズリ後ナデ（一部
貝殻条痕）

ケズリ，貝殻条痕口縁？
Ⅴ　
前平

ⅤE－12４００２１２

普
通

白（軽石？）・赤粒，
赤小礫１コ，砂は少
なめ

○○不明５ＹＲ６�６橙貝殻刺突ハガレの為不明
ケズリ，貝殻条痕（荒
い）

口縁？ⅤⅤG－9６９７２１３

１１良
白（大理石系）・赤・
黒（少し）粒，砂は
やや少なめ

○○
７．５ＹＲ６�６橙～５
�２灰褐

７．５ＹＲ７�６橙
ヘラ？キザ
ミ

ケ ズ リ，一 部 条 痕
（くっきり）

ケ ズ リ，貝 殻 条 痕
（はっきり）

口縁円筒ⅤⅤF－6７９３？２１４

補修孔
（タテ
長）

良
白（大理石系，軽石
系）・黒粒，砂はやや
少なめ

○○
７．５ＹＲ７�４にぶい
橙

２．５ＹＲ６�６橙～７．５
ＹＲ７�６橙

ヘ ラ 刺 突
（キザミ，や
やナナメ，
右上がり）

ケズリ（貝殻条痕），
上部のみ後ナデ

ケ ズ リ，貝 殻 条 痕
（はっきり）

口縁円筒ⅤⅣF－10２１５

良
白（凝灰岩・軽石系）・
赤粒，砂は普通

○○
２．５ＹＲ５�６明赤褐
～４�６赤褐

７．５ＹＲ３�１黒褐～
２�１黒

貝殻刺突
（ナナメ，右
下がり）

貝殻条痕（はっきり
している），上部のみ
ナデ

貝殻条痕（はっきり
している）

口縁円筒？ⅤⅣE－6６１００２１６



－６９－

備　考焼
成

胎　　　　　土色　　　　　調調整・文様
部位器種類別層区

注記
番号

番号
挿図
番号

その他角
閃

雲
母

長
石

石
英内　　面外　　面口唇部内　　面外　　面

良
白（珊瑚？系）・灰粒，
砂はやや少なめ

○○
７．５ＹＲ５�２灰褐～
２�１褐

７．５ＹＲ５�３にぶい
褐～２�１黒

貝殻刺突
（キザミ，
やや斜め，
右上がり）

ケズリ，貝殻条痕，
上部のみナデ

ケ ズ リ，貝 殻 条 痕
（くっきり深い）

口縁円筒ⅤⅤF－6８２７５２１７

３１

良
白（軽石）・黒（光ら
ない）粒，小礫１コ，
砂は普通

○○
２．５ＹＲ５�６明赤褐
～５ＹＲ４�３にぶい
赤褐

５ＹＲ６�６橙～７．５
ＹＲ５�３にぶい褐

貝殻条痕　
（ナナメ，
右下がり）

貝殻条痕（幅広，くっ
きり），上部のみナデ
（ていねい）

貝殻条痕（幅広，くっ
きり）

口縁？
Ⅴ　
前平

ⅣE－6３９０８２１８

普
通
〜
良

白（軽石系）・黒（光
る 黒 曜 石）粒，礫
（白（軽石系）・赤）３
～４コ，砂は普通

○○２．５ＹＲ５�６明赤褐
２．５ＹＲ５�６明赤褐
～７．５ＹＲ５�２灰褐

ヘラキザミケズリ後ナデケズリ（貝殻条痕）口縁？
Ⅴ　
前平

Ⅳ下D－6一括２１９

１０普
通

白（凝灰岩系）・赤・
灰（凝灰岩系）粒，
小礫（白・灰），砂は
普通

○○
１０ＹＲ７�４～６�３
にぶい黄橙

１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙～４�１褐灰

ヘラキザミ
ケズリ，上部端のみ
後ナデ

貝殻条痕（上部ナデ）口縁？
Ⅴ　
前平

Ⅳ下G－8３２５２２０

普
通

白（大理石系）・赤・
黒粒，砂は普通

○○
５ＹＲ５�６明赤褐～
７．５ＹＲ６�６橙

５ＹＲ５�４にぶい赤
褐

ヘラキザミケズリ後ナデケズリ（貝殻条痕）口縁？
Ⅴ　
前平

ⅣD－6一括２２１

２１４と
同一個
体

普
通
〜
良

白（大理石系，軽石）・
赤粒，砂は普通

○○
７．５ＹＲ６�６橙～１０
ＹＲ７�４にぶい黄橙

１０ＹＲ５�２灰黄褐～
３�１黒褐

ヘラキザミ
ケ ズ リ，貝 殻 条 痕
（はっきり），上部の
み後ナデ

ケ ズ リ，貝 殻 条 痕
（はっきり）

口縁円筒Ⅴ
Ｖ

Ⅳ下
G－9
F－9

８８５
４４０
８３９

２２２

良

白（凝灰岩系）・灰・
赤粒，小礫（灰（凝
灰岩系））１コ，砂は
普通

○○
２．５ＹＲ４�４にぶい
赤褐～７．５ＹＲ４�２
灰褐

７．５ＹＲ３�１黒褐～
２�１黒

角 の す り
へった角材
押圧

ケズリ（少々粗い）
後ナデ

貝殻条痕（深く，くっ
きり）　

口縁？
Ⅴ　
前平

ⅤE－6７２５６２２３

普
通

黒曜石（光る），白・
赤粒，白（軽石）小
礫１コ，砂はやや多
め

○○
５ＹＲ６�６橙～３�
１黒褐

７．５ＹＲ６�４にぶい
橙～４�２灰褐

ツメキザミ
ケズリ，上端のみ後
ナデ

ケズリ，貝殻条痕口縁
円筒
？　

ⅤⅣE－6６０８９２２４

２１３と
同一個
体

普
通
〜
良

白（大理石系，軽石）・
赤粒，砂は普通

○○
７．５ＹＲ６�６橙～１０
ＹＲ７�４にぶい黄橙

１０ＹＲ５�２灰黄褐～
３�１黒褐

ヘラキザミ
ケ ズ リ，貝 殻 条 痕
（はっきり），上部の
み後ナデ

ケ ズ リ，貝 殻 条 痕
（はっきり）

口縁円筒ⅤⅤD－14７９６５２２５

良
白（凝灰岩系），赤粒，
小礫１コ（長石），砂
は普通

○○
５ＹＲ５�４にぶい赤
褐～３�１黒褐

５ＹＲ５�４にぶい赤
褐～２�１黒褐

ツメキザミ
ケ ズ リ，貝 殻 条 痕
（くっきり），上端の
み後ナデ

ケズリ，貝殻条痕口縁
円筒
？　

ⅤⅣ下D－6一括２２６

３２

良
白（凝灰岩系，大理
石系）・赤粒，砂はや
や少なめ

○○
７．５ＹＲ５�３にぶい
褐～１０ＹＲ４�２灰黄
褐

７．５ＹＲ７�４にぶい
橙～１．７�１黒

ヘラキザミ
ケ ズ リ，貝 殻 条 痕
（くっきり），上部の
み後ナデ

ケ ズ リ，貝 殻 条 痕
（くっきり）

口縁
円筒？
レモ
ン？

ⅤⅣF－3１５６７２２７

良
白（軽石）・赤粒，礫
１コ（赤），砂は普通

○○
５�４にぶい黄褐～
４�４褐

１０ＹＲ６�４にぶい黄
橙～２�２黒褐

ツメキザミ
（ほぼ垂直）

ケズリ（貝殻条痕），
口縁近くのみ後ナデ

ケズリ（貝殻条痕，
はっきりしている）

口縁円筒
Ⅴ　
前平

ⅤE－6８１３９２２８

普
通

白（大理石系）・黒
（黒曜石）粒，砂は
やや多い

○○
７．５ＹＲ６�４にぶい
橙

１０ＹＲ６�３にぶい黄
橙～３�１黒褐

貝殻キザミ
ケズリ（貝殻条痕），
上部のみ後ナデ

ケズリ，貝殻条痕口縁円筒
Ⅴ　
前平

ⅤF－6８０００２２９

２１６と
同一個
体

普
通
〜
良

白（軽石）・灰（凝灰
岩系）・黒粒，白（軽
石）・灰（凝灰岩）礫，
砂はやや多め

○○○
１０ＹＲ７�４～６�３
にぶい黄橙

１０ＹＲ８�４浅黄橙～
３�１黒褐

貝殻キザミ
ケ ズ リ，貝 殻 条 痕
（くっきり），上部の
み後ナデ

ケ ズ リ，貝 殻 条 痕
（くっきり）

口縁円筒ⅤⅤE－6
６７２３
７２３８

２３０

良
黒（黒曜石）・白（軽
石）・灰粒，砂は普通

○○
５ＹＲ６�６橙～７．５
ＹＲ４�２灰褐

５ＹＲ５�６明赤褐～
２�１黒褐

ヘラキザミ
ケズリ（粗い）後ナ
デ

ケズリ（一部かすか
に条痕，ハガレあり）

口縁円筒Ⅴ
Ⅴ

Ⅳ下
G－8
G－9

９５０
８６０

２３１

２１５と
同一個
体

良
白・灰（凝灰岩系）
粒，白（軽石）礫，
砂はやや多め

○○
１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙

１０ＹＲ５�３にぶい黄
褐～３�２黒褐

貝殻キザミ
ケ ズ リ，貝 殻 条 痕
（くっきり），上部の
み後ナデ

ケ ズ リ，貝 殻 条 痕
（くっきり）

口縁
円筒
？　

ⅤⅤE－6７８０９２３２

良
黒曜石，白（軽石系）・
黒粒，小礫１コ（白），
砂は普通

○○
１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙～５�２灰黄褐

５ＹＲ６�８橙～３�
３黒褐

丸棒？押圧
（ナナメ，
右下がり）

ケズリ後ナデ
貝殻条痕（深く，くっ
きり）

口縁？
Ⅴ　
前平

ⅣE－6５１２２２３３

良
白（大理石系）・赤粒，
白小礫（凝灰岩系），
砂は普通

○○
５ＹＲ６�６橙～７．５
ＹＲ３�１黒褐

７．５ＹＲ６�６橙～３
�１黒褐

貝殻？刺突

ケズリ，貝殻条痕（深
く，くっきり），上部
の み 後 ナ デ，や や
荒っぽい

ケズリ，貝殻条痕（深
く，くっきり）

口縁円筒
Ⅴ　
前平

ⅤE－11７５２３２３４

良
白（軽石）・赤・黒

（光らない）粒，礫，
砂は普通

○○
５ＹＲ４�８赤褐～３
�２暗赤褐

５ＹＲ５�６明赤褐～
２�１黒褐

指頭押圧
ケズリ後ナデ（所々
に条痕）

貝殻条痕（深くはっ
きり）

口縁円筒
Ⅴ　
前平

ⅣF－6４６２６２３５

良
黒曜石，白（軽石）・
赤粒，小礫（白），砂
はやや少なめ

○○
５ＹＲ６�８橙～１０Ｙ
Ｒ６�４にぶい黄橙

２．５ＹＲ５�６明赤褐
～７．５ＹＲ５�２灰褐

丸棒押圧
（ナナメ）

ケズリ後ナデ貝殻条痕（くっきり）口縁円筒
Ⅴ　
前平

ⅣF－6３６４５２３６

良
白（大理石系，軽石
系）・黒・灰（凝灰岩
系）粒，砂は普通

○○
５ＹＲ４�３にぶい赤
褐

５ＹＲ４�３にぶい赤
褐～２�１黒褐

貝殻刺突
（ナナメ，
浅い）

ケズリ後ナデ（てい
ねい）

貝殻条痕（はっきり）口縁？
Ⅴ　
前平

Ⅳ下F－9４７３２３７

良
白（軽石系）・黒（光
らない）粒，小礫（黒），
砂はやや少ない

○○
５ＹＲ４�２灰褐～３
�１黒褐

５ＹＲ４�１褐灰～２
�１黒褐

ヘラキザミ
（ほぼ垂直）

ケズリ（貝殻条痕，
くっきり深い），上端
のみナデ

ケズリ（貝殻条痕，
くっきり深い）

口縁ⅤⅤ
G－9

（1T）
４６３２３８

良

白（珊瑚系？）・灰（凝
灰岩系）・黒（黒曜石）
粒，小礫（灰），砂は
普通

○○
５ＹＲ５�４にぶい赤
褐

５ＹＲ５�６明赤褐～
４�１褐灰

ヘラキザミ
（やや粗っ
ぽい）

ナデ
貝殻条痕（深くはっ
きり）

口縁ⅤⅣ下G－9３２９２３９

良

白（大理石系）・灰（凝
灰岩系）粒，白・灰
礫（凝灰岩），砂は普
通

○○
１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙

１０ＹＲ６�４にぶい黄
橙～３�１黒褐

一見ヘラに
見えるが実
は貝殻によ
るキザミ

ケズリ後ナデ
ケズリ，貝殻条痕（目
が細かくナナメ）

口縁円筒ⅤⅤF－6８２２２２４０



－７０－

備　考焼
成

胎　　　　　土色　　　　　調調整・文様
部位器種類別層区

注記
番号

番号
挿図
番号

その他角
閃

雲
母

長
石

石
英内　　面外　　面口唇部内　　面外　　面

準完形
　

良粒（白・黒・赤）○○
５ＹＲ６�６橙～５Ｙ
Ｒ３�１黒褐

５ＹＲ６�６橙～７．５
ＹＲ３�１黒褐

指頭押圧ケズリ
貝殻条痕，ケズリ（ナ
ナメ）

準完形円筒
Ⅴ　
前平

Ⅳ
Ⅳ下
Ⅴ

E－10
F－9
G－9

（1T）

４６８
５００
８０２
７３３４

２４１

３２

良
白（凝灰岩系）粒，
礫（白（凝灰岩系））１
コ

○○
７．５ＹＲ５�３にぶい
褐～３�１黒褐

１０ＹＲ４�２灰黄褐～
２�１黒

？（ハガレ
のため）

ケズリ，上部のみ後
ナデ

貝殻条痕（くっきり）口縁円筒
Ⅴ　
前平

Ｖ
か
Ⅵ

F－6８０２０２４２

良
白（凝灰岩系）・赤・
黒（黒曜石，光る）
粒，砂はやや多め

○○
７．５ＹＲ６�４にぶい
橙～５�４にぶい褐

２．５ＹＲ６�６橙～７．５
ＹＲ３�１黒褐

貝殻角頂押
圧

ケズリ後ナデ
ケズリと荒いナデ
（一部条痕）

口縁円筒
Ⅵ　
前平

Ⅳ
Ⅳ下
Ｖ

Ⅳ下

D－7
E－7
E－6
E－7

２９８４
３２１５
７２５４
３２１６

２４３

３３

２２１と
同一個
体？

良

白・赤・黒（１コ）
粒，白礫（軽石，凝
灰岩系），砂は普通か
らやや多め

○○
２．５ＹＲ５�６明赤褐
～７．５ＹＲ４�２灰褐

２．５ＹＲ５�６明赤褐
～７．５ＹＲ２�１黒

貝殻腹押圧
ケズリ，上部のみ後
ナデ

ケズリ，貝殻条痕（深
く，くっきり）

口縁円筒
Ⅵ　
前平

ⅤE－6２８８７２４４

２２２と
同一個
体？

良
白（大理石系，軽石）
粒，白礫（軽石），砂
は普通

○○○２．５ＹＲ５�６明赤褐
７．５ＹＲ４�３褐～２
�１黒

貝殻腹押圧
ケズリ，上部のみ後
ナデ

ケズリ，貝殻条痕（深
く，くっきり）

口縁円筒
Ⅵ　
前平

Ⅳ
E－6
E－7

４３５５
５２１１
３９５３

２４５

良

白（凝灰岩系，軽石）・
灰（凝灰岩系，軽石）・
赤粒，（白・赤１コず
つ）礫，砂は普通

○○○７．５ＹＲ７�６橙
７．５ＹＲ５�４にぶい
褐～３�１黒褐

ヘラキザミ
（少々荒っ
ぽい）

ケズリ，貝殻条痕

ケズリ（ミガキに近
い），貝殻条痕（元々
深い物が繰り返し施
される為ミガキに近
くなる）

口縁円筒
Ⅵ　
前平

ⅣE－6５８５４２４６

良

白（凝灰岩系）・黒（黒
曜石）粒，白（凝灰
岩系）小礫，砂は普
通からやや多め

○○
７．５ＹＲ７�４にぶい
橙～３�１黒褐

７．５ＹＲ７�４にぶい
橙～３�１黒褐

貝殻腹押圧
ケズリ後ナデ（一部
条痕わずか）

ケズリ，貝殻条痕（深
く，くっきり）

口縁円筒
Ⅵ　
前平

Ⅵ下
Ⅳ

D－6
E－7

一括
２８８０

２４７

良

白（凝灰岩系，大理
石系）・赤・黒（黒曜
石）粒，（白・赤）小
礫，砂は普通からや
や多め

○○
５ＹＲ６�６橙～７．５
ＹＲ５�４にぶい褐

１０ＹＲ５�４にぶい黄
褐～２�１黒

丸棒？ヘラ
？押圧

ケズリ
ケズリ，貝殻条痕（深
く，くっきり）

口縁円筒
Ⅳ　
前平

ⅤE－6７２５０２４８

良

白（凝灰岩系，大理
石系）・赤粒，白（大
理石系，凝灰岩系）
礫，砂は普通

○○
５ＹＲ６�６橙～４�
２灰褐

７．５ＹＲ７�６橙～２
�１黒

丸棒？押圧
ケズリ，頂部のみナ
デ

ケズリ，貝殻条痕（深
く，くっきり）

口縁円筒
Ⅵ　
前平

ⅤF－10１０００２４９

普
通
〜
良

白（凝灰岩系，大理石
系，軽石）・黒（少ない）・
赤・灰（凝灰岩系）粒，
礫１個（泥岩），砂はや
や多め

○○
７．５ＹＲ４�２灰褐～
３�１黒褐

７．５ＹＲ４�３褐～３
�１黒褐

片刃ナイフ
状のヘラキ
ザミと言う
より押圧

ケズリ上部一部ナデ
と言うかヘラミガキ

ケズリ，貝殻条痕（深
く，くっきり）

口縁円筒
Ⅵ　
前平

Ⅳ
表

D－7
F－6

２９８８２５０

道跡良

白（凝灰岩系，大理
石系）・黒（光らな
い）・赤・灰（凝灰岩
系）粒，砂はやや多
め

○○
２．５ＹＲ５�６明赤褐
～５ＹＲ６�６橙

２．５ＹＲ６�６橙～５
ＹＲ３�１黒褐

片刃ナイフ
状のヘラキ
ザミ

ケズリ，貝殻条痕（深
く，くっきり，右下が
りのナナメ，特に荒
い，但し方向はほぼ
一定，上端のみナデ）

ケズリ，貝殻条痕（深
く，くっきり）

口縁円筒
Ⅵ　
前平

Ⅳ下
G－9
道跡

３３４
一括

２５１

良
白（凝灰岩系，軽石）・
黒粒，砂は普通

○○
１０ＹＲ５�２灰黄褐～
３�１黒褐

７．５ＹＲ５�３にぶい
褐～３�１黒褐

一見丸棒状
だがナイフ
（片刃）状
のキザミ

ヘラ？ケズリ後ナデ
と言うより上部ミガ
キ

ケズリ，貝殻条痕（深
く，くっきり）

口縁円筒
Ⅵ　
前平

ⅣF－6３６１４２５２

普
通
〜
良

白（凝灰岩系，大理
石系）・黒・灰（凝灰
岩系）粒，灰（凝灰
岩系）小礫３コ，砂
はやや多め

○○
７．５ＹＲ４�２灰褐～
３�１黒褐

５ＹＲ６�３にぶい橙
～２�１黒褐

片刃ナイフ
状のヘラキ
ザミ

ヘラ？ケズリ，上端
のみ後ナデ

ケズリ，貝殻条痕（深
く，くっきり）

口縁円筒
Ⅵ　
前平

Ⅴ
Ⅳ

Ⅳ下

E－6
D－6
F－6

５３９９
５１７３
８３５９
一括

２５３

準完形良
粒（白・黒・赤・軽
石）

○○
２．５ＹＲ５�８明赤褐
～２．５ＹＲ３�２暗赤
褐

２．５ＹＲ５�８明赤褐
～２．５ＹＲ２�１赤黒

ヘラキザミ
ケズリ後ナデ，一部
貝殻条痕

ケズリ（ナナメ），貝
殻条痕

準完形円筒
Ⅵ　
前平

ⅣG－6２０５０２５４

３４ 完形　良粒（白・黒・赤）○○
５ＹＲ６�４にぶい橙
～５ＹＲ３�１黒褐

５ＹＲ６�６橙～７．５
ＹＲ３�１黒褐

ヘラキザミケズリ
ケズリ（ナナメ），貝
殻条痕

完形円筒
Ⅵ　
前平

Ⅳ
Ⅳ下
Ⅳ上
Ⅴ

Ⅲａ下

E－11
F－19
F－10
G － 9
D－12

５９５０
７３１０
７４９５
６５１６
９１７
８２３
８２０
４７０
１７６
４９０
８１９
３６？

２５５

良
粒（白・黒・赤），礫
（赤），砂はやや少な
め

○○
７．５ＹＲ６�４にぶい
橙～７．５ＹＲ２�１黒

７．５ＹＲ６�４にぶい
橙～７．５ＹＲ３�２黒
褐

貝殻キザミケズリ後ナデ
貝殻条痕（横ナナメ），
貝殻キザミ

口縁深鉢
Ⅵ　
前平

Ⅰ表２５６

良

黒曜石，白（凝灰岩
系，大理石）・黒・赤
粒，赤小礫１コ，砂
はやや少なめ

○○７．５ＹＲ６�６橙
７．５ＹＲ７�６橙～３
�１黒褐

貝殻キザミヘラ？ケズリ後ナデ

ケ ズ リ，貝 殻 条 痕
（元々は深くくっき
りだが何回も繰り返
してる為浅くなって
いる所が多い）

口縁円筒
Ⅵ　
前平

Ⅴ
Ⅳ

Ⅲ混

E－5
E－6

１１７
８１３６
一括

２５７

３５
良

黒曜石，白（凝灰岩
系，大理石）・黒・赤・
灰粒，灰小礫３コ，
砂は普通

○○
７．５ＹＲ６�４にぶい
橙～３�１黒褐

５ＹＲ４�１褐灰～
２．５Ｙ３�１黒褐

貝殻キザミ
ケズリ，上部のみ後
ナデ

ケズリ，貝殻条痕（深
く，くっきり）

口縁？
Ⅵ　
前平

ⅣE－6５８５３２５８

良

白（軽石）・赤（多く
目立つ）・黒（光らな
い）粒，礫（所々赤），
砂はやや多い

○○
５ＹＲ７�６橙～７．５
ＹＲ７�６橙

７．５ＹＲ８�６浅黄橙
～３�３暗褐

貝殻キザミケズリ
ケズリ，貝殻条痕（幅
広，深く，くっきり）

口縁円筒
Ⅵ　
前平

Ⅴ
Ⅳ下

E－6
E－10
D－7

６８７９
６５３９

２５９



－７１－

備　考焼
成

胎　　　　　土色　　　　　調調整・文様
部位器種類別層区

注記
番号

番号
挿図
番号

その他角
閃

雲
母

長
石

石
英内　　面外　　面口唇部内　　面外　　面

１２良

白（凝灰岩系，軽石）・
黒（黒曜石）・赤・灰
（凝灰岩系，軽石）
粒，白（軽石，凝灰
岩系）・灰（軽石，凝
灰岩系）小礫，砂は
普通

○○
５ＹＲ６�６橙～７．５
ＹＲ４�２灰褐

７．５ＹＲ７�６橙～４
�１褐灰

貝殻キザミ
（押し引き
ぎみ）

ケズリ
ケズリ，貝殻条痕（幅
広い，くっきり）

口縁
円筒
？　

Ⅵ　
前平

ⅣE－6５２８２２６０

３５

良

白（少し，軽石）・赤
（少し）・黒（黒曜石，
光るものと光らない
ものがある）粒，砂
は普通

○○
５ＹＲ６�６橙～４�
１褐灰

５ＹＲ６�６橙～４�
２灰褐

貝殻刺突
（キザミ）

ケズリ後ナデ
ケズリ，貝殻条痕（深
く，くっきり）

口縁？
Ⅵ　
前平

ⅤD－12？２６１

良

白（軽石，凝灰岩系）・
赤（多く目立つ）・黒
（黒曜石，光らない）
粒，砂はやや多い

○○○
２．５ＹＲ４�６赤褐～
４�４にぶい赤褐

２．５ＹＲ５�６明赤褐
～７．５ＹＲ２�１黒

貝殻刺突
（キザミ，
押し引きぎ
み）

ケズリ，上部のみ後
ナデ

ケズリ，貝殻条痕（深
く，くっきり）

口縁円筒
Ⅵ　
前平

Ⅴ
横Ⅴ

F－10
７４０１
８９８９

２６２

やや粉
っぽい

普
通

白（大理石系，凝灰
岩系）・赤・黒（黒曜
石，光るものと光ら
ないものとがある）
粒，砂は普通

○○７．５ＹＲ８�６浅黄橙
７．５ＹＲ８�６浅黄橙
～１０ＹＲ８�４浅黄橙

貝殻腹縁押
圧

ケズリ（荒い），上部
のみ後ナデ

ケ ズ リ，貝 殻 条 痕
（くっきり）

口縁円筒
Ⅵ　
前平

ⅣG－6２０２７２６３

良

白（凝灰岩系，軽石）・
赤・灰（砂岩，泥岩）
粒，礫（目立つ），砂
はやや多め

○○
２．５ＹＲ５�６明赤褐
～４�４にぶい赤褐

１０ＹＲ５�８赤～２．５
ＹＲ５�６明赤褐

貝殻押引，
ナナメ

ヘラ？ケズリ後ナデ

ケズリ，貝殻条痕（幅
の広い，深い，荒々
しい物「鬼の様な印
象」）

口縁円筒
Ⅵ　
前平

ⅢD－7一括２６４

良
白（凝灰岩，軽石系）・
黒・赤粒，砂は普通

○○
１０ＹＲ６�２灰黄褐～
４�１褐灰

７．５ＹＲ７�４にぶい
橙～１０ＹＲ７�４にぶ
い黄橙

貝殻刺突
（浅く不揃
い）

ナデナデ口縁？ⅥⅤE－6８３２５２６５

良
白（軽石系）・赤・黒
曜石（光る）粒，砂
は普通

○○
５ＹＲ６�６橙～３�
１黒褐

５ＹＲ６�６橙
貝殻刺突
（浅い）

ケズリ後ナデ（粗い）
ケズリ，貝殻条痕（浅
く粗い）

口縁？
Ⅵ　
前平

ⅤD－6一括２６６

普
通

白（凝灰岩系）・黒
（光らない）・赤粒，
白小礫（パラパラ入
る），砂はやや多め

○○１０ＹＲ７�６明黄褐
１０ＹＲ８�６黄橙～２
�１黒

貝殻キザミ
ケズリ，上部のみ後
ナデ

ケズリ，貝殻条痕口縁？
Ⅵ　
前平

ⅣE－6５８９１２６７

１３良

白（凝灰岩系）・灰
（凝灰岩系）・黒（黒
曜石）粒，砂はやや
少なめ

○○
１０ＹＲ７�６明黄褐～
４�２灰黄褐

５ＹＲ６�６橙～７．５
ＹＲ７�６橙

貝殻刺突ナデ，ケズリ貝殻条痕，ヘラ刺突口縁？
Ⅶ　
前平

ⅣF－6２１２９２６８

普
通
〜
良

白（凝灰岩系）・赤・
黒（黒曜石）粒，砂
はやや少なめ

○○１０ＹＲ４�２灰黄褐
７．５ＹＲ５�４にぶい
褐

貝殻刺突
（キザミ）

ケズリ後ナデ
ケズリ，貝殻条痕（ヨ
コ），ヘラ刺突（キザ
ミ・タテ）

口縁？
Ⅶ　
前平

ⅣE－6５５５４２６９

良
灰・黒（黒 曜 石）・
赤・白（軽石系）粒，
砂はやや少なめ

○○
５ＹＲ６�４にぶい橙
～１０ＹＲ６�４にぶい
黄橙

１０ＹＲ６�４にぶい黄
橙～３�１黒褐

貝殻連続刺
突（キザミ）

ケズリ後ナデケズリ，貝殻条痕口縁？
Ⅶ　
前平

ⅤE－6７１７１２７０

良

白（軽石系）・赤・黒
（光らない）・灰（凝
灰岩系）粒，小礫白
（軽石系）・赤，砂は
少なめ

○○
１０ＹＲ７�６明黄褐～
２�２黒褐

２．５ＹＲ６�６橙～１０
ＹＲ７�４にぶい黄橙

ヘラ？連続
刺突

ケズリ，上部のみ後
ナデ

ケズリ，貝殻条痕口縁円筒
Ⅶ　
前平

Ⅲ
G－4

（7T）
３３０
４２８

２７１

良
白（大理石系）・赤粒，
砂は普通

○○５ＹＲ６�４にぶい橙
５ＹＲ７�６橙～７．５
ＹＲ５�２灰褐

ヘラ？連続
刺突（キザ
ミ）

ケズリ後ナデ（一部
条痕）

ケズリ，貝殻条痕口縁？
Ⅶ　
前平

ⅣF－10５７５３２７２

普
通

白（凝灰岩系）・赤
（えび茶色）・黒曜石
（光る）粒，砂はや
や少なめ

○○
７．５ＹＲ４�２灰褐～
４�１褐灰

７．５ＹＲ６�４にぶい
橙

貝殻キザミナデ
ナデ，貝殻刺突（タ
テ）いずれも浅い

口縁？Ⅶ？ⅣG－7２１１６２７３

普
通
〜
や
や
良

白（大理石系，凝灰
岩系，軽石）・赤・黒
（黒曜石，光る）粒，
礫（灰・赤），砂はや
や多い

○○○
５ＹＲ６�６橙～３�
１黒褐

７．５ＹＲ７�６橙～３
�１黒褐

条痕ケズリ貝殻条痕（左下がり）
口縁～

胴
円筒

Ⅴ？
前平

Ⅴ
Ⅳ下
？

D－6一括２７４

３６

普
通

白（凝灰岩系）・赤・
黒（黒曜石？光る）
粒，礫１コ（赤），砂
はやや多い

○○○
１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙～５�３にぶい黄
褐

５ＹＲ６�６橙～１．７
�１黒

ケズリ貝殻条痕（左下がり）胴円筒
Ⅴ？
前平

ⅣD－6３８７５２７５

良

白（軽石）・赤・黒（黒
曜石，光る）粒，礫
１コ（砂岩），砂は普
通

○○
１０ＹＲ６�４にぶい黄
橙～１．７�１黒

７．５Ｙ５�２灰オリー
ブ～３�１オリーブ
黒

ケズリ，ナデ
貝殻条痕（右下がり，
タテ，左下がり）

胴？前平表２７６

や
や
良

白（軽石，凝灰岩系）・
赤・黒（光らない）
粒，砂は普通

○○
１０ＹＲ４�２灰黄褐～
３�２黒褐

１０ＹＲ６�３にぶい黄
橙～４�１褐灰

ナデ
貝殻条痕（胴部は斜
位，底部近くは横位，
浅いタイプ）

胴円筒
前平？
岩本

ⅣE－6３８４２２７７

や や
粉っぽ
い胎土

普
通

白（大理石系，凝灰
岩系）・黒（光らな
い）・灰（凝灰岩系，
小礫少し）粒，砂は
やや少なめ

○○
７．５ＹＲ５�２灰褐～
２�１黒

７．５ＹＲ７�６橙ケズリ貝殻条痕胴
レモン
形？　

前平ⅤE－6８０７７２７８

普
通

白（凝灰岩系）・黒
（黒曜石，光らない
ものと光るもの）・赤
粒，砂はやや少なめ

○○
５ＹＲ５�４にぶい赤
褐～３�１黒褐

７．５ＹＲ６�４にぶい
橙

ナデケズリ胴角筒
前平？
岩本

ⅣG－3１５０８２７９



－７２－

備　考焼
成

胎　　　　　土色　　　　　調調整・文様
部位器種類別層区

注記
番号

番号
挿図
番号

その他角
閃

雲
母

長
石

石
英内　　面外　　面口唇部内　　面外　　面

良

白（大理石）・黒（に
ぶく光る）・黄（パミ
ス）・赤粒，砂はやや
少なめ

○○○
７．５ＹＲ６�４にぶい
橙～４�２灰褐

７．５ＹＲ４�３褐～２
�２黒褐

キザミケズリ

貝殻条痕（ヨコ），縦
位の刺突文，その下
は横位の条痕文，口
縁文様帯と胴部の境
に沈線１条（刺突）

口縁円筒
Ⅷ　　
志風頭

ⅣE－12４１１２８０

３７

や
や
良

黒（黒曜石光る，粘
板 岩？），白（大 理
石）・赤・黄土（凝灰
岩系，パミス）粒，
黒（粘板岩）・赤・灰
（パミス）小礫目立
つ，砂は普通

○○
５ＹＲ５�４にぶい赤
褐

７．５ＹＲ６�６橙～５
�４にぶい褐

ケズリ後ナデ

貝殻条痕（ヨコ，一
部右下がり），貝殻連
続刺突（キザミ，タ
テ）

口縁？
Ⅷ　
前平

ⅢａD－13１２２５２８１

良
白（大理石系）・黒
（黒曜石）・赤粒，砂
はやや多め

○○
７．５ＹＲ６�４にぶい
橙

２．５ＹＲ６�６橙
浅いキザミ
か？

ケズリ

貝殻条痕文，縦位の
短い貝殻刺突文の下
に２条に横位の刺突
文，胴は横位の条痕
文の上に斜位に刺突
文，上から下に横位
の貝殻連続刺突

口縁？
Ⅷ　
前平

ⅣE－7３９５５２８２

普
通

白（軽石系）・赤・黒
（黒曜石）粒，砂は
普通

○○
５ＹＲ７�６橙～１０Ｙ
Ｒ７�３にぶい黄橙

５ＹＲ６�６橙～６�
４にぶい橙

ヘラあて（簡
単にざっと
すませた感
じ）

ナデ
ナデ，貝殻連続刺突
（タテ，やや押し引
きぎみ）

口縁角筒ⅧⅢD－12４３４５２８３

普
通

白（凝灰岩系）・灰
（凝灰岩系）・赤粒，
砂はやや少なめ

○○
５ＹＲ５�４にぶい赤
褐～３�１黒褐

５ＹＲ４�３にぶい赤
褐～３�１黒褐

ナデ（残りが少なく
分かりにくい）

ナデ（残りが少なく
分かりにくい），貝殻
連続刺突（タテ）

口縁角筒ⅧⅤD－13７９４８２８４

普
通

白（軽石）・黒（黒曜
石，光る）粒，黒（安
山岩系）礫３コ，砂
は普通だが礫が目立
つ

○○
１０ＹＲ７�４にぶい浅
黄橙～５�２灰黄褐

７．５ＹＲ８�４浅黄橙ケズリ

貝殻条痕文，縦位の
刺突文，１条貝殻刺突
文（線），胴部は横位
の条痕文

口縁角筒
Ⅷ　
前平

ⅢａD－13１２５４２８５

良

白（凝灰岩系，大理
石）・赤・灰・黒（大
理石）粒，白（大理
石）・灰礫，砂はやや
多め

○○
２．５Ｙ浅黄～１０ＹＲ３
�２黒褐

７．５ＹＲ７�４にぶい
橙～１０ＹＲ４�２灰黄
褐

ケズリ

貝殻条痕（右下がり），
条痕地に波状沈線
（途中で終わる物有
り）

胴円筒ⅧⅣ下D－12７９２２８６

良

黒曜石（よく光る），
白（大理石，凝灰岩
系）・赤・灰（凝灰岩
系）粒，砂はやや多
め

○○
５ＹＲ６�６橙～５�
３にぶい赤褐

２．５ＹＲ６�６橙～５
ＹＲ７�６橙

ケズリ
貝殻条痕（右下がり
ぎみ），条痕地に波状
沈線と貝殻連続刺突

胴円筒Ⅷ
Ⅳ

Ⅳ下
D－13

１３１７
１３４０

２８７

１４良
黒曜石（黒），白（軽
石）・赤粒，赤礫１コ，
砂はやや多め

○○
５ＹＲ６�６橙～４�
２灰褐

５ＹＲ７�６橙～３�
２暗赤褐

ケズリ

貝殻条痕（右下がり，
浅い），条痕地にタテ
の波二重沈線と貝殻
連続刺突（ナナメ）

口縁円筒ⅧⅤ
E－6
表

７１５５２８８

や や
粉っぽ
い胎土

普
通
〜
良

白（凝灰岩系）・赤・
黒（黒曜石）粒，砂
は普通

○○
７．５ＹＲ６�４にぶい
橙～４�２灰褐

２．５ＹＲ６�８橙～７．５
ＹＲ６�４にぶい橙

ケズリ
貝殻条痕（浅い，や
や右下がり），条痕地
に波状沈線（タテ）

胴？ⅧⅣ下D－12７２９２８９

良

白（凝灰岩系，大理
石）・赤・灰・黒（光
らない）粒，泥岩円
礫・大理石（マーブ
ル）礫２コ，砂はや
や多め

○○
１０ＹＲ６�４にぶい黄
橙～２�２黒褐

７．５ＹＲ４�３褐～２．５
Ｙ６�４にぶい黄

平坦でキザ
ミ目有り

ケズリ

貝殻条痕（やや右下が
り），縦方向の刺突文，
口縁文様帯と胴部の境
に横方向の刺突文（１
条の沈線），胴部は斜位
の貝殻条痕文の上に斜
位及び縦位の刺突文

口縁～
胴

円筒
Ⅷ　　
志風頭

Ⅴ
Ⅳ下

D－12
D－13

７８４
７８０
７５９
１３１０

２９０

良

白（凝灰岩系，大理
石）・赤・黒（にぶく
光る）粒，泥岩（円
礫）礫２コ，砂はや
や多め

○○
２．５ＹＲ７�３浅黄～
１０ＹＲ３�２黒褐

２．５ＹＲ６�４にぶい
黄～３�１黒褐

キザミケズリ

貝殻条痕（横，下に行くに
つれてだんだん右下がり），
縦位の刺突文，口縁文様帯
と胴部の境に横方向の刺突
文（１条の沈線），胴部は斜
位の条痕文の上から斜位及
び縦位の刺突文

口縁～
胴

円筒
Ⅷ　　
志風頭

Ⅳ下D－12

１０２０
７５２
７３２
７６４

２９１

普
通
〜
や
や
良

白（凝灰岩系）・赤・
黒（黒曜石，泥岩系）
粒，礫１コ，砂はや
や少なめ

○○
１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙～４�２灰黄褐

１０ＹＲ５�３にぶい黄
橙～３�２黒褐

ケズリ，ナデ
貝殻条痕（右下がり
と底回りはタテ），条
痕地にタテ沈線

底部円筒
前平
ｏｒ

志風頭

Ⅴ
Ⅳ下

D－12
D－14

７９５３

粉っぽ
い胎土

普
通

白（凝灰岩系）・黒
（黒曜石）・赤粒，砂
は少なめ

○○
５ＹＲ６�６橙～１０Ｙ
Ｒ５�２灰黄褐

２．５ＹＲ７�６橙～１０
ＹＲ３�３暗褐

ナデ
貝殻条痕（右下がり
と底回りは荒っぽ
い）

底部円筒
Ⅴ
Ⅳ

Ⅳ下

D－11
D－13

７３７９
１３４５
７９６９
１３４１

２９２

普
通
〜
良

白（凝灰岩系）・赤・
黒（黒曜石）粒，白（１
コ）・赤（３コ）礫，
砂はやや多い

○○
７．５ＹＲ６�４にぶい
橙～１０ＹＲ５�２灰黄
褐

７．５ＹＲ５�４にぶい
褐～３�２黒褐

ナデケズリ

貝殻条痕（ヨコ），貝
殻連続刺突（タテ，
わん曲する物），胴
「Ｘ」状に交差する
二重沈線と鋸歯状の
二重波線（タテ）

口縁角筒
Ⅷ　
前平

ⅤD－14７９５２２９３

３８ 良

白（凝灰岩系）・赤・
灰（安山岩系）粒，
黒（光らない）・黄（凝
灰岩系）・こげ茶・灰
（安山岩系）礫，砂
はやや多め

○○
２．５ＹＲ５�８明赤褐
～７．５ＹＲ７�６橙

２．５ＹＲ４�６赤褐～
２．５ＹＲ３�１黒褐

ケズリ

貝殻条痕（ヨコ），条
痕地に二本沈線（Ｘ
状）と角に貝殻連続
刺突（ナナメ）

胴角筒
Ⅷ　
前平

D－14
表

７９６０２９４

や
や
良

白（凝灰岩系）・黒
（黒曜石，にぶく光
る）・赤粒，礫（白・
黒），砂は普通だが礫
が目立つ

○○
１０ＹＲ５�３にぶい黄
褐

７．５ＹＲ２�２黒褐～
２�１黒

ケズリ
貝殻条痕（ヨコ），条
痕地に三～二本の沈
線と貝殻連続刺突

胴角筒
Ⅷ　
前平

ⅤD－11１４４２２９５



－７３－

備　考焼
成

胎　　　　　土色　　　　　調調整・文様
部位器種類別層区

注記
番号

番号
挿図
番号

その他角
閃

雲
母

長
石

石
英内　　面外　　面口唇部内　　面外　　面

普
通
〜
良

白（凝灰岩系）・赤・
黒（泥 岩 系）粒，黒
（泥岩系）・赤礫，砂
はやや多め

○○
７．５ＹＲ６�６橙～１０
ＹＲ６�３にぶい黄橙

７．５ＹＲ４�２灰褐～
３�１黒褐

ケズリ

貝殻条痕（やや右下
がりぎみ，ハガレ有
り），条痕地に沈線
（Ｘ状）と角に貝殻
連続刺突（ナナメ）

胴

角筒も
しくは
レモン
形　　

ⅧⅤD－13７９４９２９６

３８

良

白�大理石系，凝灰岩系�・赤・
灰�凝灰岩系�粒-，白�凝灰
岩系�・灰�凝灰岩系�・こげ茶
�泥岩系�礫，砂はやや多め

○○７．５ＹＲ６�６橙
２．５ＹＲ４�６赤褐～
５�６明赤褐

ケズリ

貝殻条痕（ヨコ），条
痕地に二～三本沈線
（Ｘ状）と角に連続
刺突文（ナナメ）

胴角筒Ⅷ
Ⅲａ
Ⅲ下
Ⅴ

表
D－13
D－14

１２７３
１３７６
７９６２

２９７

１５普
通

黒�黒曜石光る�・白�凝
灰岩系�・赤粒，礫�白・
赤�目立つ，砂は普通だ
が礫が多く目立つ

○○
１０ＹＲ６�４にぶい黄
橙～５�３にぶい黄
褐

５ＹＲ６�６橙～１０Ｙ
Ｒ７�４にぶい黄橙

ケズリ
貝殻条痕（右下がり），
条痕地に一～三本沈
線，貝殻連続刺突

胴角筒ⅧⅣD－13１３０６２９８

良

黒曜石�光る�，白�大理石
系，凝 灰 岩 系�・赤 粒，灰
�泥岩系�・白�凝灰岩系�・
黒�黒曜石�礫，砂はやや多め

○○７．５ＹＲ６�６橙
２．５ＹＲ４�６赤褐～
５ＹＲ５�６明赤褐

ケズリ

貝殻条痕（ヨコ），条
痕地に二本沈線（Ｘ
状），角に貝殻連続刺
突（ナナメ）

胴

角筒も
しくは
レモン
形　　

ⅧⅤD－12１０１５２９９

普
通
〜
良

白（凝灰岩系）・赤・
灰（凝灰岩系）粒，礫
多数，砂はやや多め

○○
７．５ＹＲ５�３にぶい
褐～４�２灰褐

７．５ＹＲ６�４にぶい
橙～４�２灰褐

ケズリ

貝殻条痕（右下がり），
条痕地に二本沈線
（Ｘ状），ゆるやかな
角に貝殻連続刺突
（ナナメ）

胴
レモン
形？　

Ⅷ　
前平

ⅤD－13７９４７３００

良

白�大理石系，軽石�・赤・
黒�黒曜石にぶく光る��
黄土色�パミス�粒と礫，
砂は普通，礫は底辺のみ

○○５ＹＲ６�６橙
１０ＹＲ５�８赤～２．５
ＹＲ５�４にぶい赤褐

ナデ
貝殻条痕（タテ，目
の細かい貝殻？一部
ナデ？）

底部
角筒
？　

岩本ⅤD－14７９５８３０１

良
白（軽石系）・赤・灰（長
石系）粒，うす黄（凝
灰岩系）礫，砂は普通

○○
２．５ＹＲ５�４にぶい
赤褐～７．５ＹＲ３�１
黒褐

２．５ＹＲ５�６明赤褐
～７．５ＹＲ３�２黒褐

ケズリ

貝殻条痕（右下がり），
条痕の上に波状と直
線「Ｘ」の貝殻沈線，
上から下へ二つの点
が連続して並ぶ

胴
円筒
？　

ⅧⅤD－13７９５５３０２

良

白�凝灰岩系，大理石�・
灰・黒粒，白�大理石，
凝灰岩系�・赤礫，砂は
やや多め

○○○５ＹＲ５�６明赤褐
１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙～３�１黒褐

ケズリ

貝殻条痕（ヨコ），条
痕地に二本沈線（Ｘ
状）と貝殻押引（タ
テ）

胴角筒Ⅷ
Ⅳ下
Ⅲａ

D－13
D－12

１３６４
７６６
３８

３０３

良

黒（黒曜石），白（凝
灰 岩 系）・赤 粒，灰
（凝灰岩系）・黄（パ
ミス）礫，砂は普通

○○５ＹＲ６／６橙
２．５ＹＲ５�６明赤褐
～７．５ＹＲ４�２灰褐

ケズリ
貝殻条痕文，横位の
条痕文の上に豆粒状
の文様

胴円筒
Ⅷ　
前平

ⅤD－13７９３９３０４

良白・灰・赤粒，砂は普通○○○
５ＹＲ５�４にぶい赤
褐

５ＹＲ６�４にぶい橙
～４�２灰褐

ナデ（一部貝殻条痕）ナデ（風化？）口縁不明
ⅠorⅡ
岩本？

ⅣF－6４６７７３０５

３９

列点？良
白・赤粒，小礫あり，
砂はやや少なめ

○○
７．５ＹＲ５�３にぶい
褐

７．５ＹＲ７�４にぶい
橙

ナデ
ナデ，丸棒？による
列点（ランダムに見
える）

口縁不明Ｉ？ⅤE－6６９１９３０６

良
白・灰・赤粒，小礫所々
砂はやや少なめ

○○
７．５ＹＲ６�３にぶい
褐

７．５ＹＲ２�２黒褐～
３�２黒褐　

ツメキザミナデナデ口縁
円筒
？　

ⅠorⅡ
岩本？

ⅤG－9７１２３０７

良白粒，砂はやや少なめ○○○
１０ＹＲ４�３にぶい黄
褐～３�２黒褐

２．５Ｙ４�２暗灰黄～
２�１黒

ツメキザミナデナデ口縁
ⅠorⅡ
岩本？

ⅤE－6６６５９３０８

良
粒（白・赤・黒），礫（灰）
１コ，砂は普通

○○
７．５ＹＲ５�３にぶい
褐

７．５ＹＲ５�４にぶい
褐

ナデナデ，ツメ形文口縁不明
ツメ形

文
Ⅰ表３０９

良
白・灰・赤粒，小礫所々，
砂はやや少なめ

○○
７．５ＹＲ７�６橙～２．５
Ｙ６�２灰黄

２．５Ｙ６�２灰黄ツメキザミナデナデ口縁
ⅠorⅡ
岩本？

ⅤD－6一括３１０

良
白（凝灰岩）・黒（泥
岩）粒，砂は普通

○○
７．５ＹＲ６�４にぶい
橙

７．５ＹＲ６�４にぶい
橙～４�２灰褐

ナデ（丁寧）
ナデ，施文，クサビ，
貝殻刺突（タテ），貝
殻押引（ヨコ）

口縁
近く

円筒
？　

吉田Ⅳ下G－3一括３１１

や
や
良

白（凝灰岩）・赤・黒（光
らない）粒，砂はやや
少なめ

○○
７．５ＹＲ５�４にぶい
褐～４�１褐灰

７．５ＹＲ６�４にぶい
橙

ナデ貝殻押引と刺突胴
円筒
？　

吉田
？　

Ⅳ下G－4一括３１２

良

白（凝灰岩系）・赤・
黒（光らない物とにぶ
く光る物がある）・黄
土（パミス）粒，砂は
やや多い

○○
１０ＹＲ６�３にぶい黄
橙～３�２黒褐

１０ＹＲ６�３にぶい黄
橙～２�２黒褐

ケズリ，ナデ
ナデ，施文，竹管？
連点２条，胴は貝殻
条痕（綾杉）

口縁円筒
桑ノ丸
？　　

Ⅳ
G－6
G－7

２２１０
２２２０
２５０９
２５１１
２５１５

３１３

良
白・赤・黒・黄土粒，
礫（安山岩），砂はや
や少ない

○○
１０ＹＲ６�４にぶい黄
橙～５�３にぶい黄
褐

１０ＹＲ６�４にぶい黄
橙～４�２灰黄褐

ケズリ
ナデ，施文，連結２
条，胴は貝殻条痕（綾
杉）

口縁円筒
桑ノ丸
？　　

ⅣG－7２１３０３１４

３１６と
同一個
体

良
粒（白・黒），礫（軽
石），砂はやや多い

○○７．５ＹＲ４�３褐
５ＹＲ６�６橙～７．５
ＹＲ６�４にぶい橙

連点以上ケズリ貝殻条痕（綾杉）
口縁
～胴

円筒
深鉢

桑ノ丸Ⅳ
G－6
G－7

２０２７
２２９９
２５０８
２５１２

３１５

３１５と
同一個
体

良
粒（白・黒），礫（軽
石），砂はやや多い

○○７．５ＹＲ４�３褐
５ＹＲ６�６橙～７．５
ＹＲ６�４にぶい橙

連点以上ケズリ貝殻条痕（綾杉）
口縁
～胴

円筒
深鉢

桑ノ丸ⅣG－7２１２６３１６

良
粒（白・黒），礫（軽石・
赤），砂は普通

○○○
７．５ＹＲ５�３にぶい
褐

７．５ＹＲ６�４にぶい
橙

丁寧なナデナデ，貝殻押引
口縁近
くの胴

深鉢条痕文ⅣG－8７２３１７

良
粒（白・赤・黒），礫（砂
岩（大，赤）・灰・赤），
砂は普通

○○７．５ＹＲ４�２灰褐
７．５ＹＲ５�３にぶい
褐

丸棒のナナ
メキザミ

ナデ
ナデ，貝殻条痕（波
状）

口縁深鉢苦浜式ⅤF－6８２２５３１８

良
粒（黒・白・赤），小
礫（赤・黒），砂は多い

○○５ＹＲ２�１黒褐５ＹＲ６�６橙ケズリ，ナデ
ナデ，貝殻条痕，突
帯１条

頸部深鉢苦浜式ⅤE－13１２１４３１９



－７４－

備　考焼
成

胎　　　　　土色　　　　　調調整・文様
部位器種類別層区

注記
番号

番号
挿図
番号

その他角
閃

雲
母

長
石

石
英内　　面外　　面口唇部内　　面外　　面

普
通
〜
や
や
良

黒曜石，白�軽石�・赤・黄
�１コ�粒，灰�泥岩系�・
白�軽石�・うす茶�泥岩
系�礫目立つ，砂は普通

○○
７．５ＹＲ７�４にぶい
橙～４�２灰褐

７．５ＹＲ７�６橙～５
�３にぶい褐

ケズリ後ナデ
ナデ，所々横位の貝
殻条痕但し一番上は
波状

口縁深鉢苦浜式ⅤE－13２１５３２０

３９
良

粒（白・黒・赤），礫
（灰），砂は多い

○○７．５ＹＲ４�１褐灰
７．５ＹＲ６�４にぶい
橙

ケズリ，貝殻条痕
ケズリ，ナデ，貝殻
条痕，ミミズ腫れ突
帯

口縁
近く

不明轟ⅣG－4１７００３２１

良
粒（黒・白・赤），小
礫（灰），砂は少なめ

○○
１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙

７．５ＹＲ７�４にぶい
橙～７．５ＹＲ６�３に
ぶい褐

ナデナデ，幾何学沈線文胴深鉢曽畑ⅣG－9１３２３２２

良
粒（黒・白・赤），礫
（灰），砂は普通

○○
７．５ＹＲ６�４にぶい
橙

７．５ＹＲ４�２灰褐ナデナデ，幾何学沈線文胴深鉢曽畑ⅢａD－6一括３２３

良
粒（黒・白・赤），礫
（赤・白・軽石），砂
は少なめ

○○
５ＹＲ５�６明赤褐～
５ＹＲ４�４にぶい赤
褐

５ＹＲ６�６橙～５Ｙ
Ｒ１．７�１黒

ケズリ，ナデナデ，突帯口縁深鉢市来ⅢａD－6一括３２４

４０

良
粒（白・黒），砂は少
なめ

○○○
２．５ＹＲ６�８橙～７．５
ＹＲ７�６橙

５ＹＲ５�６明赤褐ナデナデ，ヘラキザミ口縁深鉢市来ⅢａD－6一括３２５

３２７と
同一個
体

良
黒曜石，粒（黒・白），
小礫（軽石），砂はや
や少なめ

○○
２．５ＹＲ５�６明赤褐
～５ＹＲ６�６橙

２．５ＹＲ５�６明赤褐
～５ＹＲ６�６橙

ナデ，ケズリ
ナデ，ヘラキザミ（角
の部分二の字）

口縁深鉢市来
Ⅲ
Ⅲａ

D－6一括３２６

３２６と
同一個
体

良
黒曜石，粒（黒・白），
小礫（軽石），砂はや
や少なめ

○○
２．５ＹＲ５�６明赤褐
～５ＹＲ６�６橙

２．５ＹＲ５明赤褐�６
～５ＹＲ６�６橙

ナデ，ケズリ
ナデ，ヘラキザミ（角
の部分二の字）

口縁深鉢市来Ⅲ
D－6

（4T）
４００３２７

３２９と
同一個
体

良
黒曜石，粒（黒・白），
礫（灰１コ），砂は普
通

○○
２．５ＹＲ６ �８ 橙 ～
２．５ＹＲ４�２灰赤

２．５ＹＲ５�６明赤褐ケズリ後ナデ
ナデ，貝殻キザミ（角
の部分に三の字）

口縁深鉢市来ⅢａD－6一括３２８

３２８と
同一個
体

良
黒曜石，粒（黒・白），
礫（灰１コ），砂は普
通

○○
２．５ＹＲ６�８橙～２．５
ＹＲ４�２灰赤

２．５ＹＲ５�６明赤褐ケズリ後ナデ
ナデ，貝殻キザミ（角
の部分に三の字）

口縁深鉢市来ⅢD－6一括３２９

３３１と
同一個
体

良
粒（白・黒・黒曜石），
礫（黒），砂はやや少
なめ

○○
２．５ＹＲ５�６明赤褐
～５ＹＲ５�４にぶい
赤褐

２．５ＹＲ５�６明赤褐
５ＹＲ５�４にぶい赤
褐

ケズリ，ナデ，角に
沈線３条

ケズリ，ナデ，ヘラ
キザミ（２条），沈線
（２条）

口縁深鉢市来ⅢａD－6一括３３０

３３０と
同一個
体

良
粒（白・黒・黒曜石），
礫（黒），砂はやや少
なめ

○○
２．５ＹＲ５�６明赤褐
～５ＹＲ５�４にぶい
赤褐

２．５ＹＲ５�６明赤褐
～５ＹＲ５�４にぶい
赤褐

ケズリ，ナデ，角に
沈線３条

ケズリ，ナデ，ヘラ
キザミ（２条），沈線
（２条）

口縁深鉢市来ⅢａD－6一括３３１

３３３と
同一個体

普
通

粒（白・黒・灰），砂
は少なめ

○○１０ＹＲ７�６明黄褐１０ＹＲ７�６明黄褐ナデ
ナデ，ヘラキザミ，
沈線１条

口縁深鉢市来ⅢａE－6３０３２３３２

３３２と
同一個体

普
通

粒（白・黒・灰），砂
は少なめ

○○１０ＹＲ７�６明黄褐１０ＹＲ７�６明黄褐ナデ
ナデ，ヘラキザミ，
沈線１条

口縁深鉢市来表３３３

良
粒（白・黒），礫（白・
軽石），砂は普通

○○○
２．５ＹＲ６�８橙～７．５
ＹＲ６�４にぶい橙

２．５ＹＲ６�８橙ナデケズリ，貝殻条痕

ケズリ，貝殻条痕（一
部），ナデ，ヘラキザ
ミ，部分的にタテに
キザミ（四本）

口縁深鉢市来
Ⅲ
Ⅲａ

D－6
E－7

一括３３４

普
通

白（凝灰岩系）・赤・
黒（黒曜石）粒，砂
は少なめ

△△
７．５ＹＲ６�４にぶい
橙

５ＹＲ７�６橙ナデナデ底部円筒
Ⅱ　
岩本

ⅣG－6２３７７３３５

４１

や や
粉っぽ
い胎土

普
通

白（凝灰岩系・大理
石系）・赤・黒（光ら
ない）粒，砂は普通

○○
７．５ＹＲ７�６橙～３
�１黒褐

１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙～４�２灰黄褐

ナデ（一部ケズリ？）
貝殻条痕（かすかに
ヨコ），底ナデ

底部円筒
Ⅱ？
岩本

ⅣG－6１９９９３３６

粉っぽ
い胎土

普
通

白�軽石，凝灰岩系，大
理 石，パ ミ ス�・赤・黒
�光る物，光らない物が
ある�粒，砂は普通

○○
７．５ＹＲ６�４にぶい
橙

７．５ＹＲ７�６橙ナデナデ底部円筒
Ⅱ　
岩本

ⅤD－6一括３３７

や や
粉っぽ
い胎土

普
通

白�大理石系�方解石�，パ
ミス，凝灰岩系�・黄�パミ
ス，凝灰岩系�・黒粒，小礫
�白凝灰岩系�，砂は普通

○○
１０ＹＲ８�４浅黄橙～
５�２灰黄褐

７．５ＹＲ７�６橙～７
�３にぶい橙

ナデ
貝殻条痕（ヨコ），底
部はナデ，一部条痕

底部円筒
Ⅱ？
岩本

ⅣG－5１８２７３３８

普
通

白（凝灰岩系，大理
石系）・黒粒，砂は普
通

○○○１０ＹＲ８�６黄橙
７．５ＹＲ７�４にぶい
橙～８�６黄橙

ナデ
ナデ，底は剥がれて
いる

底部円筒
Ⅱ？
岩本

ⅣF－10７４０９３３９

粉っぽ
い胎土

普
通

白（凝灰岩系）・黒
（黒曜石，にぶく光
る）粒，砂は少なめ

○○１０ＹＲ４�２灰黄褐
５ＹＲ７�６橙～１０Ｙ
Ｒ７�４にぶい橙

ナデ
ナデ，一部貝殻条痕
が残る

底部
レモン
？また
は円筒

Ⅱ　
岩本

Ⅲ
Ⅳ

E－6３４０

粉っぽ
い胎土

普
通

白（軽石）・灰（凝灰
岩系）粒，砂はやや
少なめ

○○
１０ＹＲ７�２にぶい黄
橙～２�１赤黒

７．５ＹＲ７�６橙ナデ（一部貝殻条痕）
貝殻条痕（浅く細か
い，右下がり），底部
はナデ

底部円筒岩本ⅤE－6
６７２２
６８３４

３４１

や や
粉っぽ
い胎土

普
通

白（凝灰岩・軽石）・
黒・赤粒，砂はやや
少なめ

○○○１０ＹＲ８�３浅黄橙
１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙～４�１褐灰

ケズリ後ナデ
ケズリ後ナデ一部貝
殻条痕，底も同じ

底部円筒
ⅡｏｒⅢ
岩本

ⅤE－6７７７０３４２

粉っぽ
い胎土

普
通

白・黄土（凝灰岩系）・
黒粒，黄土（凝灰岩
系）礫１コ，砂はや
や少なめ

○○
７．５ＹＲ４�２灰褐～
２�１黒

７．５ＹＲ７�６橙ナデ（一部条痕）
貝殻条痕（浅く細か
い，右下がり），底部
周辺のみ横

底部円筒岩本ⅤE－6６７２６３４３

良

白（凝灰岩系）・灰
（凝灰岩系）・赤・黒
（黒曜石，光る）粒，
砂はやや少なめ

○○
５ＹＲ６�６橙～７．５
ＹＲ５�３灰褐

５ＹＲ４�４にぶい赤
褐～７．５ＹＲ５�４に
ぶい褐

ケズリ

貝殻条痕（ヨコ，ナ
ナメ），胴部は斜位の
条痕文，底部近くは
横位の条痕文，ナデ

底部円筒
Ⅱ　
岩本

ⅤD－6一括３４４



－７５－

備　考焼
成

胎　　　　　土色　　　　　調調整・文様
部位器種類別層区

注記
番号

番号
挿図
番号

その他角
閃

雲
母

長
石

石
英内　　面外　　面口唇部内　　面外　　面

良

白（軽石）・黒（光ら
ない）・灰（凝灰岩）・
赤粒，円礫（１�大
凝灰岩），砂はやや少
なめ

○○
７．５ＹＲ６�３にぶい
褐～５�３にぶい褐

７．５ＹＲ７�４にぶい
橙～５�３にぶい褐

ケズリ，一部貝殻条
痕（放射状）後ナデ

ナデ，底はケズリ・
貝殻条痕

底部円筒
ⅡｏｒⅢ
岩本

Ⅴ
Ⅳ下

G－9
６９０
８９８

３４５

４１

良

白�軽石�・赤・黒�黒
曜石�・灰�凝灰岩，
安山岩�粒，礫�赤・
灰�砂は少なめ礫が不
均一に入っている

○○
２．５ＹＲ５�６明赤褐
～２�２赤黒

２．５ＹＲ５�６明赤褐
～２�１赤黒

ケズリ，貝殻条痕
ケズリ，荒い条痕（ナ
ナメ）底も同じ

底部円筒
Ⅳ～Ⅴ
前平

ⅤF－6８１９１３４６

良

白（凝灰岩系）・黒（黒
曜石）・赤粒，礫（黄
（凝灰岩系）・黒（黒
曜石）），砂は普通

○○○
７．５ＹＲ７�４にぶい
橙～２�１黒

７．５ＹＲ７�４にぶい
橙～４�１褐灰

ケズリ後ナデ
貝殻条痕（浅いヨコ
ただしハガレが激し
い），底は貝殻条痕

底部円筒
Ⅱ？
岩本

Ⅳ下F－3
１５２４
１５２５

３４７

粉っぽ
い胎土

普
通

白（凝灰岩系）・黒（黒
曜石にぶく光る）・赤
粒，砂はやや少なめ

○○
５ＹＲ７�６橙～７．５
ＹＲ４�２灰褐

５ＹＲ６�６橙～５Ｙ
Ｒ５�６明赤褐

ナデ，底部継ぎ目の
みケズリ，貝殻によ
る

ハケ目状条痕（横），
底部はケズリ後ナデ

底部円筒
Ⅱ　
岩本

ⅤD－6一括３４８

普
通

白（大理石系）・黄
（凝灰岩系）・黒（光
る物と光らない物が
ある）粒，礫（凝灰
岩系），砂は普通

○○○
７．５ＹＲ６�４橙～２
�１黒

７．５ＹＲ７�６橙～６
�４にぶい橙

ナデ，胴と底の境目
にケズリ（貝殻条痕，
放射状）

貝殻条痕（ヨコ，一
部右下がりからヨコ
へ）

底部円筒
前平
？　

ⅣF－6２５８０３４９

や や
粉っぽ
い胎土

普
通

黒曜石（にぶく光る），
白（軽石・凝灰岩）・
灰（軽石・凝灰岩）・
黒粒，砂はやや少な
め

○○
１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙

７．５ＹＲ７�４橙ケズリ，ナデ
ケズリ，貝殻条痕（ヨ
コ）

底部円筒
ⅡｏｒⅢ
岩本

ⅣE－6５２８３３５０

粉っぽ
い胎土

普
通

黒曜石・白�凝灰岩系�・黒
�光る物，光らない物があ
る�・赤粒，白�凝灰岩系�・
黒�光る物，光らない物があ
る�小礫，砂はやや少なめ

○○
７．５ＹＲ６�４にぶい
橙～４�１褐灰

５ＹＲ７�６橙～７．５
ＹＲ７�４にぶい橙

ケズリ（貝殻条痕，
放射状）

貝殻条痕（一見タタ
ミ目に見える，ヨコ
一部ナナメ），底部は
ナデ

底部円筒
Ⅱ　
岩本

ⅤE－6６３８９３５１

普
通

白（凝灰岩系）・赤・
黒粒，砂は普通

○○○７．５ＹＲ８�４浅黄橙
１０ＹＲ８�４浅黄橙～
４�２灰黄褐

貝殻押圧（放射状）
貝殻条痕（ヨコ），底
はナデ

底部円筒
前平
？　

Ⅳ
Ⅴ

F－10
７０２４
７３９９

３５２

４２

良

白（凝灰岩系，大理
石系）・黒（黒曜石）・
赤粒，礫２コ（大理
石系），砂は普通

○○○
７．５ＹＲ６�６橙～３
�１黒褐

７．５ＹＲ６�６橙～１０
ＹＲ４�２灰黄褐

ナデ後刺突，押圧
貝殻条痕（ヨコ），底
部はナデ

底部円筒前平Ⅳ
G－8
G－9

６１
２０４

３５３

良

白�凝灰岩系，大理石
系�・黒・灰�安山岩系�・
黄�パミス�・赤粒，礫
２コ灰�安山岩系・凝
灰岩系�，砂は普通

○○○
５ＹＲ６�６橙～２�
１黒褐

７．５ＹＲ６�４にぶい
橙～２�１黒褐

ナデ後押圧（放射状）
貝殻条痕（ヨコ），底
は貝殻条痕

底部円筒前平ⅣF－4１７１６３５４

良

白（軽石，凝灰岩系）・
赤・黒（光らない）・
黄（パミス）粒，砂
は普通

○○
７．５ＹＲ７�６橙～２
�１黒

２．５ＹＲ６�８橙～７．５
ＹＲ７�６橙

放射状の貝殻条痕，
指押さえ，ナデ

貝殻条痕（横），底部
はナデ

底部円筒
前平
？　

ⅣE－6
５０００
４３１７

３５５

普
通

黒曜石・白�凝灰岩系，
大理石系�・黄�凝灰岩
系�・黒�黒 曜 石�・赤
粒，大２コ�凝灰岩系�
礫，砂は普通

○○
２．５ＹＲ５�６明赤褐
～５ＹＲ１．７�１黒

５ＹＲ５�４にぶい赤
褐～７．５ＹＲ７�６橙

ナデ

貝殻条痕（一部貝殻
条痕と圧痕），横位の
貝殻条痕文，底部は
ナデ

底部円筒前平ⅣF－2１６４１３５６

良

白（大理石系，凝灰
岩系）・黒（光る物と
光らない物がある）・
赤粒，小礫（白・赤），
砂は普通

○○
１０ＹＲ８�６浅黄橙～
７�４にぶい橙

１０ＹＲ８�４浅黄橙～
６�４にぶい黄橙

条痕（同心円状）
かすかな条痕（ヨコ），
底はナデ

底部円筒
ⅡｏｒⅢ
岩本

Ⅳ下F－6７７００３５７

良
白（大理石，凝灰岩
系）・赤・黒（光る）粒，
砂はやや少なめ

○○○
１０ＹＲ７�６明黄褐～
２�２黒褐

７．５ＹＲ６�６橙～１０
ＹＲ４�１褐灰

ナデ，一部条痕

貝殻条痕（横），底部
は中心から放射状の
貝殻条痕，周辺部は
文角状に面取りする
様にミガキ？

底部円筒
岩本
？　

ⅤE－6７５３５３５８

但し破
片から
はぱら
ぱらと
落ちる

良

黄（パミス）・黒（に
ぶく光る）粒，粘板
岩系礫１コ，砂は普
通

○○
１０Ｒ４�６赤～２�１
赤黒

２．５ＹＲ４�６赤褐～
５ＹＲ３�２暗赤褐，
５Ｙ８�２灰白～８�
１灰白

押さえ，ナデ
ケズリとナデ，圧痕
（鮫骨？）と付着物

底部円筒？ⅣE－7２９７２３５９

や
や
良

白（軽石）・黒（光ら
ない）・赤・灰（安山
岩）粒，礫（明灰），
砂は多い

○○
７．５ＹＲ６�２灰褐～
４�１褐灰

５ＹＲ７�６橙～７．５
ＹＲ７�６橙

ケズリ後ナデ，指跡
ケズリ，荒い貝殻条
痕（ヨコ，底部にタ
テが加わる）

底部円筒
Ⅴ～Ⅵ
前平　

ⅣG－5３６０

４３

良

黒（黒曜石，光る）・
白（凝灰岩）・赤・灰
（凝灰岩，安山岩）
粒，礫（灰（安山岩）），
砂はやや多い

○○
５ＹＲ４�４にぶい赤
褐～２�１黒褐

２．５ＹＲ６�８橙～５
ＹＲ５�６明赤褐

ケズリ，ナデ
ケズリ，荒い貝殻条
痕（ナナメ・底側は
ヨコ），底はナデ

底部円筒
Ⅳ～Ⅵ
前平　

ⅤE－6６７１６３６１

良

白（軽石，凝灰岩）・
灰（凝灰岩）・茶・黒
（黒曜石）粒，砂は
普通

○○
５ＹＲにぶい赤褐～
２�１黒褐

２．５ＹＲ６�６橙～５
ＹＲ５�４にぶい赤褐

ケズリ，ナデ
ケズリ，深い貝殻条
痕（ナナメ・底側は
ヨコ），底はナデ

底部円筒
Ⅳ～Ⅵ
前平　

ⅣF－9４６５３６２

良
黒曜石，白（凝灰岩
系）・赤・黒粒，砂は
普通

○○○
７．５ＹＲ６�４にぶい
橙～４�３褐

５ＹＲ６�６橙～７．５
ＹＲ６�４にぶい橙

ナデ
条痕文（ヨコ），底は
ナデ一部条痕

底部円筒
ⅣorⅤ
前平　

ⅣG－5１７７８３６３



－７６－

備　考焼
成

胎　　　　　土色　　　　　調調整・文様
部位器種類別層区

注記
番号

番号
挿図
番号

その他角
閃

雲
母

長
石

石
英内　　面外　　面口唇部内　　面外　　面

中身は
ぼろぼ
ろ

良

黄土（パミス）・白
（凝灰岩系）・赤粒，
黄（パミス）・黒（泥
岩）礫，砂はやや少
なめ

○○
２．５ＹＲ４�４にぶい
赤褐～５ＹＲ１．７�１
黒

２．５ＹＲ５�８明赤褐
～５ＹＲ６�６橙

ナデ

貝殻条痕（幅広，右
下がり，底部周辺は
横），底部はケズリ，
貝殻条痕

底部円筒
ⅣorⅤ
前平

ⅣE－6４００６３６４

４３

良

白（凝灰岩系，大理
石）・赤・黒（にぶい
光）粒，黒（粘板岩）
礫１コ，砂はやや多
め

○○
２．５ＹＲ３�２暗赤褐
～３�３暗赤褐

２．５ＹＲ５�８明赤褐
～３�３暗赤褐

ナデ貝殻条痕（縦）底部

円筒・
角筒の
可能性
あり

前平表３６５

や や
粉っぽ
い胎土

普
通

白・黒・赤粒，礫（白
（軽石）・赤・灰（安
山岩，凝灰岩）），.砂
はやや少なめ

○○○
７．５ＹＲ７�８黄橙～
７�４にぶい橙

７．５ＹＲ７�４にぶい
橙～６�３にぶい黄
橙

ナデ，指跡
ケズリ，ナデ，一部
貝殻条痕

底部円筒
ⅡorⅢ
岩本　

Ⅳ下
Ⅲ

D－6
E－6

一括３６６

や や
粉っぽ
い胎土

普
通

白（凝灰岩系）・黒
（黒曜石光る）粒，
砂は普通

○○
７．５ＹＲ６�１褐灰～
３�１黒褐

７．５ＹＲ７�６橙～５
�２灰褐

ナデナデ（ツメあと）底部円筒ⅠorⅡⅤE－6
８３８０
８４１９

３６７

粉っぽい
胎土（角
がとれて
い く 感
じ）

普
通

白（大理石，軽石，凝
灰 岩 系）・赤（目 立
つ）・灰・黒粒，灰（凝
灰岩系）礫１コ，砂は
普通

○○○
５ＹＲ７�６橙～７．５
ＹＲ５�２灰褐

５ＹＲ７�６橙～７．５
ＹＲ５�２灰褐

ケズリとナデ木の葉，圧痕底部深鉢阿高系ⅣE－6５０６５３６８

粉っぽ
い胎土

や
や
脆
い
〜
普
通

白（大理石，凝灰岩
系）・赤（目立つ）・
灰・黒粒，砂は普通

○○○７．５ＹＲ２�２黒褐
７．５ＹＲ７�６橙～４
�２灰褐

ナデ木の葉，圧痕底部深鉢阿高系ⅤE－6７０９７３６９
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　本遺跡では，縄文時代早期の遺物包含層であるⅣ・Ⅴ層と，その前後の層から約１５００点の石器類

が出土した。自然石が５１５点，剥片・チップ類では黒曜石が６２２点・安山岩１６２点・ホルンフェルス

５点・タンパク石１６点・チャート３１点・玉髄５点などである。本報告書では，その中から選択して

９８点を図化した。ここでは，特徴のある石器を主に説明するが，個々の詳細については，石器観察

表を参照されたい。

����

　３７０～３９６は，打製石鏃である。石鏃は，破片を含め２９点が出土したが，２７点を図化した。おおむ

ね小形の正三角形でえぐりのない物から大型の二等辺三角形に近いえぐりの深い物の順に並べた。

石材は，黒曜石・チャート・頁岩・ホルンフェルス・安山岩・タンパク石を使用している。

����

　３９９は調整剥片であるが，石鏃未製品の可能性があるため，ここに掲載した。

��

　３９７・３９８は，石匙である。３９７は，剥片の上部をえぐって摘みを作り出している。３９８は，断片で

あるが，刃部を作り出している。

����（ピエスエスキーユ）

　４００・４０１は，楔形石器である。４００は，彫器の可能性がある。

��

　４０２～４０４は，石槍である。４０２・４０４は偏平な剥片の測辺部分に剥離を施している。

������

　４０５～４１４は，スクレイパーである。１１点出土し，１０点を図化した。それぞれの石材の特徴を生か

して整形し，刃部を作り出している。

�����

　４１５～４２１は，使用痕剥片である。４１９・４２０は一部がかなり摩耗している。

��

　４２２～４２７は，剥片である。３８点出土し，６点を図化した。４２４～４２６は，不純物が少なく質のよい

黒曜石製である。周囲を切断されているが，全体に摩耗し，角が磨れている状態である。

��

　４２８～４３３は，打製石斧である１２点出土し，６点を図化した。４３４～４３５は，磨製石斧である。ほと

んどが破損しており，過酷な使用の状況が推察される。

��

　４３６は，石鎌であるが，石槍の可能性もある。偏平な剥片の測辺部分に剥離を施している。

��

　４３７は，礫器である。主に下面の右・下部側面を打撃して形を整えている。

�����

　４３８～４４５は，磨石である。２７点出土し，８点を図化した。４３８・４３９は１側面のみが煩雑に使用さ

れている。４４４と４４５は凹石で表裏とも凹みがある。
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��（パンチ）

　４４６～４５２は，敲石である。１５点出土し，７点を図化した。４４６は，赤色顔料が付着しているが，

意図的なものではないようだ。４５２は，４５３の石皿とセットで出土した。

��

　４５３～４６５は，石皿である。３４点出土し，１３点を図化した。

　４５５は砂岩製で，正面のほぼ全体が摩滅しているが，裏面中央部には敲打痕が認められる。４５６も

砂岩製で，正面のほぼ全体が摩滅しているが，茶色の変色が認められる。また，正面から見て，左

右を欠損しているが，右の縁辺は表裏ともに弱い摩滅と小剥離が認められ，左にはそれがないため，

右欠損部が左欠損部に比べ，時間的に古い物と推測される。４５７も砂岩製だが，表裏面ともに認め

られる凹みは，明瞭な使用痕とは言い難い。欠損部の割れ口の特徴や全体の色調が赤化しているこ

とから被熱資料と考えられる。４５８は，小片であるが，正面に赤色顔料が付着している。４５９は，表

裏面ともに摩滅しているが，裏面はごく一部に限られる。４６０は，花崗岩の剥片を利用している。

４６１は，砂岩製である。４６２～４６５は，大きさに比べて厚みの薄い，パレット状の物である。４６２は剥

片を利用しており，表裏面ともに部分的に偏った位置が摩滅している。４６３と４６５は扁平な自然石を

利用しているが，顕著な摩滅は認められない。

��

　３点出土した。４６４は上下が破断しているが，白色泥岩製の表裏面ともに擦痕が認められる。Ⅳ

層出土だが樹根等の落ち込みかも知れず，弥生時代以降の物である可能性がある。

�����

　４６６はヘラ状の石器で，幅広の先端部や裏面に磨面や擦痕が認められる。扁平な自然石を利用し

ているが，同じような物は諏訪前遺跡（旧金峰町）でも出土しており，匙のように使用されたのか

もしれない。

������

　ペットストーンや原石などが出土している。図化しなかったが，石器観察表と写真図版３８に掲載

したので参照されたい。ペットストーンは，球形や小判型の自然石で，ごく小さな物である。また，

原石で最大の物は，ほぼ立方体の砂岩で，重量は２０．６�もある。表面に加工の痕跡が認められない

が，何らかの意図を持って持ち込まれた物であろう。その他，軽石も出土しているが，非常に脆く，

遺物取り上げの時点で崩れてしまったため，実測できなかった。
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備　考重量（ｇ）厚さ（㎝）幅（㎝）高さ（㎝）石材器種遺物番号層出土区番号挿図
道跡内，一部赤化１２８０．００５．１０１１．１０１５．７０砂岩石皿一括道跡３７１８
一部欠損０．２４０．３０１．１０１．２０チャート（灰色）打製石鏃２８６２ⅦＧ－８３７０

４５

一部欠損，えぐりなし０．４００．３０１．２０１．４０チャート（灰色）打製石鏃２６８１ⅣＧ－６３７１
えぐりなし０．４７０．４０１．３０１．４０チャート（灰色）打製石鏃３１４９ⅣＦ－６３７２
一部欠損０．３１０．３５１．１０１．３０三船系黒曜石打製石鏃４８３９ⅣＥ－６３７３
一部自然面，えぐりなし０．８３０．４０１．４０１．７５チャート（灰色）打製石鏃３１９７ⅣＥ－６３７４
一部欠損，浅いえぐり０．４００．４０１．５０１．２０珪質頁岩打製石鏃２６７７ⅣＧ－４３７５
先端欠損，浅いえぐり０．２３０．２０１．３００．９０上牛鼻系黒曜石打製石鏃６００Ⅳ下Ｇ－８３７６
先端欠損，浅いえぐり０．３００．４０１．４０１．１０珪質頁岩打製石鏃４０４４ⅣＥ－６３７７
欠損，先端のみ０．１５０．３００．９００．９５針尾系黒曜石打製石鏃１１４１ⅢａＤ－１３３７８
浅いえぐり０．９００．４５１．６０１．９０チャート（灰色）打製石鏃４０１５ⅣＦ－６３７９
えぐりあり１．０１０．４０１．５０１．９０上牛鼻系黒曜石打製石鏃５００ⅣＧ－８３８０
えぐりあり１．５３０．４０１．６０１．９０腰岳系黒曜石打製石鏃３６０Ⅲａ下Ｄ－１２３８１
先端再生，えぐりあり０．３７０．３０１．４５１．３０上牛鼻系黒曜石打製石鏃４８ⅣＥ－１２３８２
一部欠損，角あり，Ｖ字状えぐり０．４２０．３０１．５０２．００三船系黒曜石打製石鏃１８１２ⅣＧ－５３８３
鋸歯状，えぐりあり０．６９０．４０１．３０２．０５針尾系黒曜石打製石鏃３７００ⅣＥ－６３８４
一部鋸歯状，深いＶ字状えぐり０．３６０．３０１．１０１．６０黒色安山岩打製石鏃６１５ⅤＧ－８３８５
深いＶ字状えぐり０．５５０．４０１．５０１．８０チャート（褐色）打製石鏃１４００ⅣＤ－１３３８６
先端・脚部欠損，深いＵ字状えぐり１．１００．３５１．６０２．２０上牛鼻系黒曜石打製石鏃５７０Ⅳ下Ｇ－８３８７
脚部欠損，深いＵ字状えぐり０．８５０．５０１．５０１．９０上牛鼻系黒曜石打製石鏃４２３Ⅳ上Ｆ－９３８８
深いＵ字状えぐり１．３３０．６０１．８０２．４０珪質頁岩打製石鏃１２３８ⅣＤ－１３３８９
深いＵ字状えぐり１．１３０．４０２．００２．２０針尾系黒曜石打製石鏃６４００ⅤＥ－６３９０
深いＶ字状えぐり１．６２０．５０１．８０３．４０頁岩打製石鏃６３００ⅣＥ－１１３９１

４６

脚部欠損，えぐりあり１．３２０．５０１．５０３．００頁岩打製石鏃６５４５ⅣＥ－１０３９２
木の葉状，Ｖ字状えぐり１．６５０．４０１．６０３．５０タンパク石打製石鏃４０００ⅣＥ－６３９３
木の葉状，浅いえぐり０．７９０．３０１．２０２．３０珪質頁岩打製石鏃７３５Ⅳ下Ｄ－１２３９４
木の葉状，浅いえぐり２．０２０．５０１．７０２．６０珪質頁岩打製石鏃３２００ⅣＥ－６３９５
未完成品２．０７０．７０１．９０１．８０上牛鼻系黒曜石打製石鏃６２６７ⅣＥ－１０３９６
横型５．４９１．００３．９０２．７０珪質頁岩石匙５７３６ⅢＦ－１０３９７
欠損，先端のみ４．３０６．００３．００２．５０硬質頁岩石匙３１１１ⅢａＥ－６３９８
石鏃未製品？１．７７０．６０２．１５２．１０チャート（灰色）調整剥片４２８３ⅣＥ－６３９９
彫器の可能性あり２．８３０．８０２．３０１．９０上牛鼻系黒曜石ピエスエスキーユ１７０１ⅣＧ－４４００

１．４２０．７０１．７０１．８０上牛鼻系黒曜石ピエスエスキーユ２４００ⅣＦ－５４０１
８９．６３２．１０４．６０１０．７０ホルンフェルス石槍１８００ⅣＧ－５４０２

４７
１１６．４４２．３０６．００７．５０砂岩石槍５８１ⅤＨ－８４０３

一部自然面３４．８７１．００４．３０８．５０頁岩石槍１８６０ⅣＧ－５４０４
１８．３３１．３０６．２０５．７０オパールスクレイパー１３３３ⅢａＤ－１３４０５

一部摂理面５０．５２１．２０７．３８６．１８頁岩スクレイパー６８４３ⅤＥ－６４０６
１１０．３９１．６０６．８０８．５０硬質頁岩スクレイパー７０ⅣＨ－８４０７

４８
一部自然面５５．３６１．４０４．８０７．５０頁岩スクレイパー１６０２Ⅳ下Ｇ－３４０８
一部自然面１０．２５０．６０３．９０５．１０タンパク石スクレイパー６５００Ⅳ下Ｅ－６４０９
一部自然面４０．６１２．１０５．４０５．９０黒色安山岩スクレイパー１０２６５Ⅳ１Ｔ・Ｇ－９４１０

８９．５５２．２０６．２０７．００頁岩スクレイパー２２８５ⅤＦ－６４１１

４９
６０．７１１．６０５．３０６．６０頁岩スクレイパー７４０２ⅤＦ－１０４１２

一部自然面８０．４２１．４０５．６０９．８０頁岩スクレイパー７９３５ⅤＦ－６４１３
８．９５１．１０２．５０３．５０チャート（黒色）スクレイパー一括ⅣＤ－６４１４

一部摩耗あり４．６９０．７０２．７０２．６０玉髄使用痕剥片５０８９ⅣＥ－６４１５

５０

一部自然面２３．９４１．５０５．００３．５０玉髄（瑪瑙）使用痕剥片一括Ⅳ下Ｄ－６４１６
一部自然面２６．４６２．００５．１０４．１０上牛鼻系黒曜石使用痕剥片２３００ⅣＦ－６４１７
ナイフ状，一部自然面３２．８３１．１０１０．２０３．２０ホルンフェルス使用痕剥片５９６８ⅣＦ－１１４１８
台形状，一部摩耗あり４．８８０．９０２．００２．７０タンパク石使用痕剥片４１００ⅣＥ－６４１９
一部摩耗あり８．００１．３０３．２０２．６０タンパク石使用痕剥片４５３６ⅣＥ－６４２０
表面摩耗，折れ２か所１．１１０．３０１．４０２．００桑ノ木水流系黒曜石使用痕剥片６７５１ⅤＥ－６４２１
表面摩耗，全周折れ２．６５０．７０１．７０２．１０三船系黒曜石使用痕剥片８００９ⅤＦ－６４２２
表面摩耗，折れ２か所３．５６１．００２．３０１．８０上牛鼻系黒曜石使用痕剥片８３５７ⅤＦ－６４２３
ナイフ状２１．７４０．７０４．１０６．４０チャート（黒色）使用痕剥片８０２７ⅤＦ－６４２４
ナイフ状，一部自然面１．２８０．４０１．４０２．８０凝灰岩剥片５３５３ⅣＥ－６４２５
コア再生剥片，被熱４．８００．８０２．８０２．１０三船系黒曜石剥片４０７８ⅣＥ－６４２６
折れあり，一部２次加工３．５４０．８０３．１０２．２０鉄石英剥片６０７ⅣＧ－８４２７

��������	
����



－９６－－９６－

備　考重量（ｇ）厚さ（㎝）幅（㎝）高さ（㎝）石材器種遺物番号層出土区番号挿図
破損，先端のみ３７０．００４．１０９．１０（８．７０）頁岩打製石斧２９６４ⅢＥ－６４２８

５１

石斧未製品１１６．０３１．９０４．９０９．００ホルンフェルス打製石斧１５００Ⅳ下Ｇ－３４２９
破損，石斧未製品１５７．４５２．９０４．３０９．５０ホルンフェルス打製石斧１８６９ⅣＧ－５４３０
先端一部破損１１５．５３１．９０４．５０９．７０頁岩局部磨製石斧６８５０ⅤＥ－６４３１
先端破損５１．０７０．９０４．４０８．５０頁岩局部磨製石斧８３１６ⅤＦ－６４３２
破損，先端のみ３３．６９１．７０４．２０（４．８０）頁岩局部磨製石斧７３０１ⅤＥ－６４３３
破損，先端のみ３３．８４１．２０４．８０６．６０泥岩磨製石斧７９１１ⅤＥ－６４３４

５２
破損，先端のみ１０．３１（０．７０）（３．９０）（３．１０）泥岩磨製石斧６３０６ⅣＥ－１１４３５

３０．６１０．９０３．７０８．１０頁岩石鎌７６０９ⅤＦ－６４３６
一部自然面１０８．６６２．９０６．１０７．３０ホルンフェルス礫器６４６１ⅤＥ－６４３７
半月状１１８５．００６．７０１０．５０１１．６０安山岩磨石一括ⅤＤ－６４３８

５３

半月状７６０．００５．８０７．９０１１．２０砂岩磨石一括ⅤＤ－６４３９
５０８．００４．７５７．７０９．１０安山岩磨石４１０ⅣＥ－１２４４０
１６７．５０３．７０６．６０７．３０安山岩磨石４６６７ⅤＦ－６４４１

石鹸状８３０．００４．００１０．２０１２．３０安山斑岩磨石・敲石４３４Ⅳ下Ｆ－９４４２
石鹸状３６５．００３．３０７．７０１０．３０安山岩磨石１７０２ⅣＨ－４４４３

５７５．００４．６０９．９０１０．６０凝灰岩凹石・敲石２０８２ⅣＧ－７４４４

５４

６２５．００５．１０７．７０１０．６０砂岩凹石・敲石６４３０ⅤＥ－６４４５
赤色顔料，スス付着３４７．００３．１０３．１０４．１０砂岩敲石（パンチ）４３２３ⅣＥ－６４４６

６３．３０２．９０４．００５．１０砂岩敲石（パンチ）１７２４ⅣＦ－４４４７
２２９．０２４．４０５．５０６．５０安山岩敲石（パンチ）１８２０ⅣＧ－５４４８
３３７．４０５．５０５．８０７．７０安山岩敲石（パンチ）８３０５ⅤＦ－６４４９

茶褐色の付着物６７０．００６．４０７．８０１１．１０砂岩敲石（パンチ）７９９４ⅤＦ－６４５０
２８０．００５．４５５．２５６．９０安山岩敲石（パンチ）７８０６ⅤＥ－６４５１

４５３とセットで出土５０２０．００４．５０３９．００２６．７０砂岩磨石・敲石１４７５Ⅳ下Ｄ－１１４５２
５５

４５２とセットで出土４７５．００５．９０７．００８．９０花崗岩石皿１４７４Ⅳ下Ｄ－１１４５３
２９９０．００５．１０１６．８０３２．１０砂岩石皿１５７４ⅣＦ－３４５４

５６
２７４０．００５．００２０．６０１６．６０砂岩石皿６１９２ⅣＤ－５４５５
３２８０．００７．５０１０．６０２７．９０安山斑岩石皿７４９６ⅤＥ－１１４５６

５７
被熱によるはじけ多数３４５０．００６．４０１７．３５２１．１０安山斑岩石皿６７３１Ⅳ下Ｆ－６４５７
赤色顔料付着３８．９７２．２５３．４６４．３７安山斑岩石皿５３０８ⅣＥ－６４５８

５８
３４５．００２．１０１３．７０１０．４０安山斑岩石皿１０４７０Ⅴ１Ｔ・Ｇ－９４５９

１４８０．００３．８０１５．００１９．８０花崗岩石皿一括Ⅴ４６０
１８５０．００３．９５１３．２０２１．８０砂岩石皿７４２８ⅣＦ－１０４６１
９２０．００１．９０２０．００１７．９０安山斑岩石皿（パレット状）７７３Ⅳ下Ｄ－１２４６２

５９
１８８．７０１．８０８．８０８．００安山斑岩石皿（パレット状）６９０２ⅤＥ－６４６３
２７３．７８１．９０１３．２０９．２０安山斑岩石皿（パレット状）８２９４ⅤＥ－６４６４
２１７．４０３．４０６．８０８．７５凝灰岩（白色）砥石１６７７ⅣＦ－４４６５

一部摩耗あり２４．３０１．４０２．６０７．３０砂岩へら状石器６７４ⅣＧ－９４６６
摩耗や敲打痕はない２０６００．００１５．００３１．００３３．５０砂岩原石（大）一括ⅤＤ－６ア

図
版　
３８

結晶粒が大きい石２５２０．００９．００１４．００１８．００花崗岩原石（小）表表採イ
粉っぽい肌色の平小石２１．６９１．４０４．５０５．８０安山岩ペットストーン一括ⅤＤ－６ウ
丸い球状の小石１３．９９２．３０２．１０２．３０砂岩ペットストーン１０３６６Ⅳ１Ｔ・Ｇ－９エ
赤褐色の紡錘状の小石５．５８１．３０１．２０２．３０砂岩ペットストーン５５９０ⅣＥ－６オ
黄褐色の平小石１３．４７０．９０２．５０３．９０砂岩ペットストーン４７２７ⅣＥ－６カ
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　弥生時代と古墳時代の遺物包含層は，Ⅱ層であるが，下位の層に落ち込みで出土した物もある。

遺構は近世の物も含めて，土器集中遺構１基・土坑８基・溝状遺構４条・ピット３基が確認された。

　遺物は，縄文時代に比べて出土量が少なく１４９点にすぎない。確認調査と取り付け道路建設の際

出土した物が大半で，台地上の縁辺部で出土している。取り付け道路での出土量が多いため，この

時期の遺跡の主体も，台地上の未発掘区域にあるものと考えられる。土器は，弥生時代の山ノ口式

土器数点と古墳時代の成川式土器が出土している。また，古代の土師器２点も出土している。なお，

石器については，確実に時代を特定できる物は出土していない。

����

���������	
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　表土直下のⅢａ層中に暗黄褐色の落ち込みがあり，そこに成川式の土器片が集中していた。この

落ち込みは土坑の可能性があるが，Ｆ－８区一帯が削平を受けているため残存率がわずかで，詳細

は不明である。土器に共伴する木炭の分析結果は，２１８０±４０ｙｒＢＰであった。約５００年もの隔たり

があることから，この遺構は，土器とは別の時代に成立した可能性が高い。

　４６７～４６９は，成川式の甕形土器である。胎土や焼成等の状況から同一個体と思われる。外面には

炭化物が付着している。

�����

　Ⅲａ層上面で７基，横転内で１基検出された。埋土がⅠ層とⅡ層に分かれるが，記録がまちまち

であるため，一括して掲載した。個々の規模等については，観察表を参照されたい。

����（Ｄ－１３区）

　Ⅲａ層上面で検出された。埋土はⅡ層である。平面形や断面形も長方形に近い。遺構内遺物は，

甕形土器の底部４７０が出土している。このことから，時期は古墳時代初頭と考えられる。

����（Ｄ－１３区）

　埋土はⅠ層で，平面形は片方のすぼまった楕円形をしている。深さも一定でなく，底は北西方向

に入り込んでいる。

����（Ｄ－１３区）

　埋土はⅡ層で，平面形はやや崩れた長楕円形をしている。深さも一定でなく，南側が一段低い。

����（Ｄ－１３区）

　埋土はⅡ層で，平面形は円形である。断面形はバケツ状である。

����（Ｅ－１０・１１区）

　埋土はⅡ層で，平面形は楕円形をしている。断面形は皿状である。

����（Ｅ－１０区）

　埋土はⅡ層で，平面形は東側がややすぼまった楕円形をしている。断面形は皿状である。

����（Ｆ－９・１０区）

　埋土は記録がないが，平面形はやや崩れた長方形をしている。

����（Ｇ－６区）

　埋土は記録がないが，平面形はやや崩れた長方形をしている。
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号

挿
図

番
号

埋
土

Ⅱ
層

（
成

川
式

土
器
４７

０
）

９９
２１

７
×
７２

１２
３
．９
４

Ｄ
－
１３

１

６２
埋

土
Ⅰ

層
４０

７５
×
５２

．５
Ｄ

－
１３

２
埋

土
Ⅱ

層
８１

３３
５
×
１３

５
１２

５
．０
７

Ｄ
－
１３

３
埋

土
Ⅱ

層
２７

９５
×
８７

．５
１２

５
．０
７

Ｄ
－
１３

４
埋

土
Ⅱ

層
３８

１２
５
×
６８

１２
９
．８
７５

Ｅ
－
１１

５
埋

土
Ⅱ

層
２７

．５
１３

５
×
７７

１３
１
．０
６５

Ｅ
－
１０

６
６３

３８
１０

５
×
３５

１３
１
．８

Ｆ
－
９・

１０
７

６２
１０

０
×
６０

Ｇ
－
６

８
５７

．５
３０

×
２８

１３
４
．４
９５

Ｇ
－
６

Ｐ
１

４０
２８

×
２２

１３
４
．４
７５

Ｇ
－
６

Ｐ
２

４８
．５

２６
×
２６

１３
４
．３
９５

Ｇ
－
６

Ｐ
３
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－１０２－

������（Ｇ－６区）

　Ｐ１～３は，Ⅳ層上面で検出された。埋土の記録がなく時期が不明なため，ここに掲載する。

個々の規模等については，観察表を参照されたい。並んでいるように見えるが，目的は不明である。

�������

　Ⅲ層上面で４条検出された。埋土がⅠ層とⅡ層に分かれるが，記録がまちまちであるため，一括

して掲載した。

������（Ｅ－１０区，Ｅ・Ｆ－１１区）

　埋土はⅡ層で，調査前の地形に沿って形成されている。２号より時期が古いものと思われる。

������（Ｅ・Ｆ－１０区）

　埋土はⅠ層で，調査前の地形に沿って形成されている。１号より時期が新しいものと思われる。

������（Ｄ－５・６区）

　埋土はⅡ層である。調査時の記録では，Ｄ－５・６区の境界付近で不連続になっているが，あえ

て修正はしていない。実際は，つながっていたと思われるが，土地の境界か排水に関係する施設で

はないかと考えられる。

������（Ｆ・Ｇ－６区，Ｆ－７区）

　埋土はⅠ層で，調査前の地表の状況から，近世の耕作地造成の際に形成されたことは確実である。

段の下に沿って作られていることから，土地の境界か排水に関係する施設ではないかと思われる。

�����

　遺物は土器片と炭化物等が出土した。出土した層はⅡ層が大部分であるが，若干Ⅲａ層出土のも

のも含まれる。時代は弥生時代から奈良時代までにまたがるが，数が少ないため一括して掲載する。

なお，詳細は，土器観察表を参照されたい。
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��

　弥生時代の土器は，４７１～４７３の３点を図化した。いずれも２条の三角突帯を持つ。山ノ口式土器

に分類される。

　古墳時代の土器は，４７４～４９４の２１点を図化した。成川式土器に分類される。ほとんどが甕形土器

であるが，４８１は壺形土器の胴部，４８９・４９０は高坏の脚部である。４９１～４９３は刻目突帯が施される。

４９４は手捏ねの小形土器で，底部を上にした形で出土した。

　飛鳥時代の土師器４９５が出土している。埋設土器の可能性があるが，掘り込みは確認できなかっ

た。元は壺であった物が，破損後，底部を鍋に転用したようである。破断面が摩耗しており，外面

には炭化物が多量に付着している。その分析結果は，１３６０±３８ｙｒＢＰであった。

　奈良時代の土師器４９６が出土している。高台付の坏で，やや大型の物である。記録では，Ⅷ層出

土となっているが，樹根による落ち込みであろう。

その他の遺物

　表採品の一部を，図版４３に掲載したので参照されたい。青磁や黒薩摩・１０銭銅貨などが出土して

いる。これらは，遺跡本来の包含層から流出した物の他に，農作業等によって，外部から持ち込ま

れた物の可能性もある。

備　考焼
成

胎　　　　　土色　　　　　調調整・文様
部位器種類別層区

注記
番号

番号
挿図
番号

その他角
閃

雲
母

長
石

石
英内　　面外　　面口唇部内　　面外　　面

良

白（凝灰岩）・赤粒，
礫（白 ５ � 大），砂
（粒２�大位のもの
もある）は少なめだが
礫が所々入る，ハガレ
は樹根によるもの

○○
１０ＹＲ５�８赤～２．５
ＹＲ１．７�１黒

２．５ＹＲ６�８橙～５
ＹＲ１．７�１黒

ヘラ＆指ナデ，指跡ヘラナデ
口縁～

胴
深鉢

成川系
（中津
野？）

Ⅲａ
土器集
中　　
F－8

土器
集中

４６７

６１ ４６９と
同一個
体

良
礫（灰・赤），砂は少
なめ

○○２．５ＹＲ５�８明赤褐
２．５ＹＲ４�６赤褐～
２．５ＹＲ２�１赤黒

ヘラケズリ，ナデケズリ，ナデ頸～胴深鉢成川Ⅲａ
土器集
中　　
F－8

土器
集中

８，１８
４６８

４６８と
同一個
体

良
礫（灰・赤），砂は少
なめ

○○２．５ＹＲ５�８明赤褐
２．５ＹＲ４�６赤褐～
２．５ＹＲ２�１赤黒

ヘラケズリ，ナデケズリ，ナデ頸～胴深鉢成川Ⅲａ
土器集
中　　
F－8

土器
集中
９

４６９

１号土
坑内

良
粒（白・黒・灰），礫
（黒・白・灰），砂は
多い

○○５ＹＲ６�４にぶい橙
７．５ＹＲ６�４にぶい
橙

ケズリ，ナデ
ヘラケズリ，ナデ，
ハケ目状

底部深鉢成川
土抗
１

D－13４７０６２

普
通

粒（白・黒・赤），礫
（赤・黒），砂は普通

○○○
１０ＹＲ７�３にぶい黄
橙

１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙

ナデ
ナデ，キザミ目突帯
２条

胴壺山ノ口ⅢａD－13１１８１４７１

６５

良
粒（白・黒・赤），小
礫（赤・白），砂はや
や少なめ

○○２．５ＹＲ６�８橙
５ＹＲ７�６橙～５Ｙ
Ｒ４�２灰褐

ナデナデ，突帯２条胴深鉢山ノ口ⅣG－6２２３５４７２

良

白（凝灰岩系）・黄土
８（凝灰岩系）・赤・
黒（黒曜石）粒，砂
は普通

○○○
５ＹＲ７�８橙～５�
３にぶい赤褐

５ＹＲ７�６橙～７．５
ＹＲ４�２灰褐

指ナデ
ヘラ＆指ナデ横位突
帯２（三角断面）

胴
深鉢
？　

山ノ口
式？　

Ⅲ
D－6

（4T）
２８０４７３

や や
粉っぽ
い胎土

普
通

赤・灰（凝灰岩系）・
白（凝灰岩系）粒，
礫（赤・灰），砂は少
なめ

○○
７．５ＹＲ５�２灰褐～
２�１黒

１０ＹＲ７�４にぶい黄
橙～３�１黒褐

ケズリ，ヘラミガキ，
口縁部内ナデ

ナデ，ヘラミガキ
口縁
～胴

深鉢
（カメ）

成川系
（中津
野？）

Ⅱ
取付
道路

４７４

良
粒（白・黒），礫（砂
岩少し），砂は普通

○○
７．５ＹＲ８�６浅黄橙
～７．５ＹＲ５�２灰褐

２．５ＹＲ５�６明赤褐
～７．５ＹＲ７�６橙

ヘラケズリ，ナデヘラケズリ，ナデ
口縁
～胴

深鉢成川
Ⅲ
Ⅲａ

D－13

１０７４
１０７６
１０９４
１１０７
１１８６
１１３９

４７５

普
通

粒（白・黒），砂は少
ない

○７．５ＹＲ７�６橙７．５ＹＲ７�６橙ケズリ，ナデ
ヘラケズリ，ナデ，
ハケ目状

口縁
～胴

深鉢成川樹根G－7２１４８４７６

普
通

粒（白・黒），砂は少
なめ

○○７．５ＹＲ７�６橙７．５ＹＲ７�６橙ヘラケズリ，ナデヘラケズリ，ナデ口縁深鉢成川ⅢａD－13１２２２４７７

��������	
������
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備　考焼
成

胎　　　　　土色　　　　　調調整・文様
部位器種類別層区

注記
番号

番号
挿図
番号

その他角
閃

雲
母

長
石

石
英内　　面外　　面口唇部内　　面外　　面

良
粒（白・黒），礫（灰
１コ），砂はやや少な
め

○○
７．５ＹＲ７�４にぶい
橙～７．５ＹＲ６�４に
ぶい橙

５ＹＲ７�６橙ヘラケズリ，ナデヘラケズリ，ナデ口縁深鉢成川ⅡE－13１４６９４７８６５

良
粒（黒・赤・白（少
し）），砂は普通

○○
１０ＹＲ６�４にぶい黄
橙～１０ＹＲ２�１黒

５ＹＲ５�６明赤褐～
５ＹＲ６�３にぶい橙

ケズリ，ナデケズリ後ナデ胴深鉢成川Ⅱ
取付
道路

４７９

６６

良

赤・黒（光らない）・
白（砂岩）粒，礫（５
�大）・白（砂岩），
砂は少なめ

○○
１０ＹＲ５�８赤～７．５
ＹＲ３�１黒褐

１０ＹＲ５�８赤～７．５
ＹＲ４�１褐灰

ケズリ後ヘラミガキ
ケズリ，ヘラミガキ
（ハケ目状），ナデ

胴カメ？成川
Ⅲ
Ⅲａ

D－6
（4T）

表

一括
２７５
２７０
２７２
２７１
２６９

４８０

やや粉っ
ぽい胎土

良
白�凝 灰 岩 系�・黒
�にぶく光る�・赤粒，
礫�赤�，砂は少ない

○○
２．５ＹＲ７�８橙～３
�１暗赤灰

５ＹＲ７�６橙～４�
２灰褐

ケズリ，ヘラミガキ，
ナデ

ナデ，ヘラミガキ（ハ
ケ目状）

頸～胴壺成川
Ⅲ 
Ⅲａ

４８１

良
黒曜石，粒（白・黒・
赤），砂は多い

○○
７．５ＹＲ５�４にぶい
褐～７．５ＹＲ２�１黒

７．５ＹＲ７�６橙～７．５
ＹＲ７�４にぶい橙

ヘラケズリ，ナデ
ヘラケズリ，ハケ目，
ナデ

胴～底深鉢成川ⅢａD－13

１０４３
１１７０
１０４１
１１９８
１１７１
１０４１

４８２

良
粒（黒・白・赤・灰），
礫（灰・赤），砂は普通

○○
７．５ＹＲ６�４にぶい
橙～７．５ＹＲ３�１黒
褐

７．５ＹＲ６�４にぶい
橙～７．５ＹＲ３�１黒
褐

ケズリ，ナデ
ヘラケズリ，ナデ，
ハケ目

底部深鉢成川Ⅰ表４８３

６７

良
粒（白・赤・黒），砂
は普通

○○５ＹＲ３�２暗赤褐
５ＹＲ６�６橙～５Ｙ
Ｒ５�２灰褐

ナデナデ脚部深鉢成川Ⅱ
取付
道路

４８４

良
粒（白・赤・黒），礫
（白・赤・黒曜石・
軽石），砂は普通

○○２．５ＹＲ７�８橙５ＹＲ７�６橙ナデヘラケズリ底部深鉢成川ⅡE－10５９５０４８５

良粒（白・黒），砂は普通○○
７．５ＹＲ６�４にぶい
橙

７．５ＹＲ７�６橙ナデ，ケズリ後ナデヘラケズリ脚部深鉢成川ⅢａD－13一括４８６

良
粒（白・黒・赤・灰），
砂はやや少ない

○○５ＹＲ６�６橙
２．５ＹＲ５�６明赤褐
～７．５ＹＲ７�６橙

ヘラケズリ，ハケ目
状

ヘラケズリ，ハケ目
状

胴～脚深鉢成川Ⅱ
取付
道路

４８７

良
粒（白・黒・赤），砂
は普通

○○２．５ＹＲ３�２暗赤褐２．５ＹＲ５�６明赤褐ケズリ，ナデヘラケズリ，ナデ胴～脚深鉢成川Ⅱ
取付
道路

４８８

良
粒（白・赤），礫（赤・
白（粗い））

○○２．５ＹＲ６�８橙２．５ＹＲ６�８橙
ケズリ，ナデ，ハケ
目状

ケズリ，ナデ，ハケ
目状

脚高坏成川Ⅱ
取付
道路

４８９

６８

良
粒（白・赤），礫（赤・
白）礫の大きいもの
がある

○○２．５ＹＲ６�８橙２．５ＹＲ６�８橙
ケズリ，ナデ，ハケ
目状

ケズリ，ナデ，ハケ
目状

脚高坏成川Ⅱ
取付
道路

４９０

良
粒（赤・白・黒），礫
（白・赤）

○○５ＹＲ４�２灰褐５ＹＲ７�８橙ケズリ後ナデ
ケズリ後ナデ，キザ
ミ目突帯

胴壺成川Ⅲａ
D－13
D－12

１１２０
３７９

４９１

良
粒（赤・白・黒），礫
（軽石・赤），砂は少
ない

○○７．５ＹＲ７�６橙
７．５ＹＲ５�２灰褐～
７．５ＹＲ３�１黒褐

ケズリ，ナデ
ヘラケズリ，ナデ，
キザミ目突帯

胴壺成川ⅠG－9１３７４９２

良
粒（白・黒（少々））
砂は少ない

○○
７．５ＹＲ６�３にぶい
橙

７．５ＹＲ７�４にぶい
橙～７．５ＹＲ４�１褐
灰

ナデナデ胴壺成川Ⅰ表４９３

良
粒（白・赤・黒），砂
は普通

○○５ＹＲ６�６橙
５ＹＲ６�６橙～７．５
ＹＲ７�４にぶい橙

指押さえ，ナデ指押さえ，ナデ完形
小型手
づくね
土器　

成川Ⅱ
取付
道路

４９４

１４Ｃ 測
定１３６０
±４０　
飛鳥時
代，ナ
ベに転
用か？，
外面に
多量の
炭化物

普
通

粒（黒・白）砂は少
ない，精製された土

○○
７．５ＹＲ８�６浅黄橙
～７．５ＹＲ５�３にぶ
い橙

７．５ＹＲ７�６橙～７．５
ＹＲ６�４にぶい橙

破断面が摩
耗している

ケズリ後ナデ
ケズリ後ナデ，ロク
ロの跡あり（横方向）

底部
鉢？壺
の底部

土師器Ⅲ
G－4

（7T）
３３３４９５

奈良時
代

良
粒（白・赤・黒），精
製された土

○
５ＹＲ７�６橙～５Ｙ
Ｒ６�６橙

５ＹＲ７�６橙～５Ｙ
Ｒ６�６橙

ロクロ，ケズリ，ナ
デ

ロクロ，ケズリ，ナ
デ

完形高台坏土師器ⅧG－3
１４８４
１４８２

４９６

高台高（�）底径（�）器高（�）口径（�）部位器種類別層区注記番号番号挿図番号

１１（１０．５）（２５）底部鉢？土師器ⅢＧ－４（７Ｔ）１０３３３４９５
６８

０．３１１．３４．８１６．８完形高台：坏土師器ⅧＧ－３１４８２・１４８４４９６
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（株）加速器分析研究所　

　

�　上山路山遺跡の位置

　上山路山遺跡は，鹿児島県日置市伊集院町大田字上山路山（北緯３１°３７′０３″，東経１３０°２２′

５４″）に所在する。

�　遺跡の立地

　遺跡は標高１３０ｍのシラス台地上に位置し，舌状台地の端部にあたり，その平坦面から続く緩斜

面と谷を含んだ斜面から成る。旧石器時代，縄文時代早期・後期，古墳時代の複合遺跡である。

�　測定の意義

　縄文時代早期の道跡の年代，縄文時代草創期から早期にかけての岩本式土器の年代，古墳時代の

土器集中遺構の年代，年代不明の土器の年代を明らかにし，それらの性格を把握する基礎資料とす

る。

�　測定対象試料

　測定対象となる試料は，Ｆ９区Ⅴ層の道跡から出土した木炭（ＩＡＡＡ－６０４８８），Ｆ８区の古墳時

代の土器集中遺構から出土した木炭（ＩＡＡＡ－６０４８９），Ｆ３区のⅣ層下部から出土した岩本式土器

の胴部内面に付着した炭化物（ＩＡＡＡ－６０４９０），Ｇ３区７ＴⅢ層から出土した埋設土器の可能性の

ある土器の外面に付着した炭化物（ＩＡＡＡ－６０４９１）各１点の合計４点である。試料は採取後，洗

浄，乾燥され，フィルムケースあるいはプラスチックケースに保管されたものである。

�　化学処理工程

　１）メス・ピンセットを使い，根・土等の表面的な不純物を取り除く。

　２）ＡＡＡ（Ａｃｉｄ　Ａｌｋａｌｉ　Ａｃｉｄ）処理。酸処理，アルカリ処理，酸処理により内面的な不純物

を取り除く。最初の酸処理では１Ｎの塩酸（８０℃）を用いて数時間処理する。その後，超純水で

中性になるまで希釈する。アルカリ処理では０．００１～１Ｎの水酸化ナトリウム水溶液（８０℃）を

用いて数時間処理する。その後，超純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理では１Ｎの塩

酸（８０℃）を用いて数時間処理する。その後，超純水で中性になるまで希釈する。その後，９０℃

で乾燥する。

　３）試料を酸化銅１ｇと共に石英管に詰め，真空下で封じ切り，５００℃で３０分，８５０℃で２時間加
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熱する。

　４）液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利用し，真空ラインで二酸化炭素（ＣＯ２）を

精製する。

　５）精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出（還元）し，グラファイトを作製す

る。

　６）グラファイトを内径１�のカソードにハンドプレス機で詰め，それをホイールにはめ込み，

加速器に装着し測定する。

�　測定方法

　測定機器は，３ＭｅＶタンデム加速器をベースとした１４Ｃ－ＡＭＳ専用装置（ＮＥＣ　Ｐｅｌｌｅｔｒｏｎ　９Ｓ

ＤＨ－２）を使用する。１３４個の試料が装填できる。測定では，米国国立標準局（ＮＩＳＴ）から提供

されたシュウ酸（ＨＯｘⅡ）を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同

時に実施する。また，加速器により１３Ｃ／１２Ｃの測定も同時に行う。

�　算出方法

　１）年代値の算出には，Ｌｉｂｂｙの半減期５５６８年を使用した。

　２）ＢＰ年代値は，過去において大気中の炭素１４濃度が一定であったと仮定して測定された，

１９５０年を基準年として遡る放射性炭素年代である。

　３）付記した誤差は，次のように算出した。

　　複数回の測定値について，χ２検定を行い測定値が１つの母集団とみなせる場合には測定値の

統計誤差から求めた値を用い，みなせない場合には標準誤差を用いる。

　４）δ１３Ｃの値は，通常は質量分析計を用いて測定するが，ＡＭＳ測定の場合に同時に測定される

δ１３Ｃの値を用いることもある。

　　δ１３Ｃ補正をしない場合の同位体比および年代値も参考に掲載する。

　　同位体比は，いずれも基準値からのずれを千分偏差（‰；パーミル）で表した。

　　　δ１４Ｃ＝［（１４ＡＳ　－　１４ＡＲ）／　１４ＡＲ］×　１０００　　　　　　�

　　　δ１３Ｃ＝［（１３ＡＳ　－　１３ＡＰＤＢ）／　１３ＡＰＤＢ］×　１０００　　　　�

　　　　　ここで，　１４ＡＳ：試料炭素の１４Ｃ濃度：（１４Ｃ／１２Ｃ）Ｓ　または（１４Ｃ／１３Ｃ）Ｓ

　　　　　　　　　　１４ＡＲ：標準現代炭素の１４Ｃ濃度：（１４Ｃ／１２Ｃ）Ｒまたは（１４Ｃ／１３Ｃ）Ｒ

　δ１３Ｃは，質量分析計を用いて試料炭素の１３Ｃ濃度（１３ＡＳ＝１３Ｃ／１２Ｃ）を測定し，ＰＤＢ（白亜紀のベ

レムナイト（矢石）類の化石）の値を基準として，それからのずれを計算した。但し，加速器によ

り測定中に同時に１３Ｃ／１２Ｃを測定し，標準試料の測定値との比較から算出したδ１３Ｃを用いることも

ある。この場合には表中に〔加速器〕と注記する。

　また，Δ１４Ｃは，試料炭素がδ１３Ｃ＝－２５．０（‰）であるとしたときの１４Ｃ濃度（１４ＡＮ）に換算した
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上で計算した値である。�式の１４Ｃ濃度を，δ１３Ｃの測定値をもとに次式のように換算する。

　　１４ＡＮ　＝　１４ＡＳ×（０．９７５　／（１＋δ１３Ｃ／１０００））２（１４ＡＳとして１４Ｃ／１２Ｃを使用するとき）

　　　　または

　　　　　＝　１４ＡＳ×（０．９７５　／（１＋δ１３Ｃ／１０００））（１４ＡＳとして１４Ｃ／１３Ｃを使用するとき）

　　Δ１４Ｃ　＝［（１４ＡＮ　－　１４ＡＲ）／　１４ＡＲ］×　１０００（‰）

　貝殻などの海洋が炭素起源となっている試料については，海洋中の放射性炭素濃度が大気の炭酸

ガス中の濃度と異なるため，同位体補正のみを行った年代値は実際の年代との差が大きくなる。多

くの場合，同位体補正をしないδ１４Ｃに相当するＢＰ年代値が比較的よくその貝と同一時代のものと

考えられる木片や木炭などの年代値と一致する。

　

　１４Ｃ濃度の現代炭素に対する割合のもう一つの表記として，ｐＭＣ（ｐｅｒｃｅｎｔ　Ｍｏｄｅｒｎ　Ｃａｒｂｏｎ）

がよく使われており，Δ１４Ｃとの関係は次のようになる。

　　Δ１４Ｃ＝（ｐＭＣ／１００　－　１）×１０００（‰）

　　ｐＭＣ＝Δ１４Ｃ／１０　＋　１００ 

　　

　国際的な取り決めにより，このΔ１４ＣあるいはｐＭＣにより，放射性炭素年代（Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎａｌ

Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　Ａｇｅ；ｙｒＢＰ）が次のように計算される。

　　Ｔ＝－８０３３　×　ｌｎ［（Δ１４Ｃ／１０００）＋　１］

　　　＝－８０３３　×　ｌｎ（ｐＭＣ／１００）

　５） １４Ｃ年代値と誤差は，１桁目を四捨五入して１０年単位で表示する。

�　測定結果

　Ｆ９区Ⅴ層の道跡から出土した木炭（ＩＡＡＡ－６０４８８）が９６３０±６０ｙｒＢＰ，Ｆ８区の土器集中遺構

から出土した木炭（ＩＡＡＡ－６０４８９）が２１８０±４０ｙｒＢＰ，Ｆ３区のⅣ層下部から出土した岩本式土器

の胴部内面に付着した炭化物（ＩＡＡＡ－６０４９０）が９６９０±５０ｙｒＢＰ，Ｇ３区７ＴⅢ層から出土した埋

設土器の可能性のある土器の外面に付着した炭化物（ＩＡＡＡ－６０４９１）が１３６０±４０ｙｒＢＰと測定さ

れた。それぞれ，縄文時代草創期末～早期初頭，弥生時代早期，縄文時代草創期末～早期初頭，飛

鳥時代に相当する。岩本式土器は薩摩火山灰（約１１５００年前）直上から発見されることが多く，測

定年代は妥当な年代と考えられる。土器集中遺構から出土した試料の測定年代は，共伴土器から推

定される古墳時代初頭の年代とは約５００年もの隔たりがある。Ｇ３区７ＴⅢ層から出土した埋設土

器は，調査所見通り，より上層から埋設された遺構の可能性が高い。

‰（　）
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ここに記載するＬｉｂｂｙ　Ａｇｅ（年代値）と誤差は下１桁を含めない値です。
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はじめに

　上山路山遺跡では，出土遺物等から，縄文時代早期前葉と考えられる道路跡から炭化材が出土し

ている。本報告では，この炭化材について樹種同定を実施し，樹種を明らかにする。

����

　試料は，縄文時代早期前葉頃と考えられる道路跡から出土した炭化材１点（試料番号１）である。

������

　分析は，パリノ・サーヴェイ株式会社の協力を得た。木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目

（接線断面）の３断面の割断面を作製し，実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織を

観察し，その特徴から種類を同定する。なお，同定の根拠となる顕微鏡下での木材組織の特徴等に

ついては，島地・伊東（１９８２）およびＷｈｅｅｌｅｒ他（１９９８）を参考にする。また，木材組織の配列の

特徴については，林（１９９１）や独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースを参考

にする。

����

　樹種同定結果を表１に示す。炭化材は落葉広葉樹のケヤキに同定された。解剖学的特徴等を記す。

・ケヤキ（���������	�

���（Ｔｈｕｎｂ.）Ｍａｋｉｎｏ）ニレ科ケヤキ属

　環孔材で，孔圏部は１－２列，孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減，塊状に複合し接線・斜方

向に帯状あるいは紋様状に配列し，年輪界に向かって径を漸減させる。道管は単穿孔を有し，壁孔

は交互状に配列，小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性，１－５細胞幅，１－

５０細胞高。放射組織の上下縁辺部を中心に結晶細胞が認められる。

����

　炭化材は，縄文時代早期前葉の道路跡から出土したとされている。炭化していることや道路跡か

ら出土していることから，何らかの人為的な影響で火を受けて炭化した可能性があるが，用途など

の詳細は不明である。ケヤキは，樹高３５ｍ，直径２ｍに達する落葉大高木で，暖地の渓畔などに多

く見られる樹種である。木材は重硬で強度や耐朽性が高い。同時期における鹿児島県内での出土例

は知られていないが，今回の結果から周辺にケヤキが生育し，その木材を何らかの用途に利用して

いたことが推定される。

����

林　昭三，１９９１，日本産木材　顕微鏡写真集．京都大学木質科学研究所．

島地　謙・伊東　隆夫，１９８２，図説木材組織．地球社，１７６ｐ．

Wheeler E.A.,Bass P. and Gasson P.E.（編），１９９８，広葉樹材の識別　IAWAによる光学顕微鏡的特徴リスト．伊東

　隆夫・藤井　智之・佐伯　浩（日本語版監修），海青社，１２２p．［Wheeler  E．A.,Bass P. and Gasson P.E.（１９８９）

����������	
����	��	������������
	�������������	
��������
].
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樹種状況遺物番号層位地区試料番号

ケヤキ縄文時代早期の道路跡出土Ｎｏ．１００３Ⅴ層Ｆ９区１

　Ⅰ類土器５７と敲石４４６に付着

している赤色顔料は，いずれも

Ｆｅ（鉄）を主成分とするもの

である。 

Ⅰ
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　本遺跡は，旧石器時代，縄文時代早期～後期，弥生時代以降の複合遺跡である。ただし，大部分

が傾斜地であるため，元位置を保っていない遺物が多く，特に石器類の時代判定は困難であった。

なお，土器や石器の状況については近在の「大田城跡」と類似する点が多く，非常に参考になった。

旧石器時代

　後期旧石器時代の遺構は，台地上の平坦部で礫群１基が検出された。また，Ｇ－９区のブロック

は細石器製作跡と考えられる。遺物は，三稜尖頭器や細石器・剥片等が約９０点出土した。

　石材については，剥片石器にはおおむね黒曜石が用いられており，若干ホルンフェルスが含まれ

る。また，四角棒状の使用痕石器には砂岩が用いられている。肉眼での観察だが，黒曜石について

は，上牛鼻系や三船系が主体を占める。外観的特徴は，上牛鼻産系黒曜石が，風化面が赤褐色を帯

びた，つやのない黒色を呈する。三船鼻系黒曜石は，白色の不純物を多く含み，濁白色透明の部分

がある半透明黒色である。そのほか，不透明で青みを帯びた針尾系黒曜石も認められる。

����

　縄文時代早期は，本遺跡の主体をなす時代である。遺構は，調理を行った思われる集石４基，道

跡２条を検出した。特に，道跡は，台地上から谷に向かって下る途中までが良好に残存しており，

しかも２条が合流する「三叉路」が含まれる。つまり「辻」があるわけで，当時の生活を考察する

上で重要な資料である。なお，本遺跡は，地元の人々が「やまんじやま」と呼ぶ場所に位置してお

り，明治の頃までは，台地下の田から馬の背に米などを載せて通る道が存在し，台地下の湧水点を

利用していたという。今回の調査範囲が斜面を中心とする地形的な要素と，住居跡などの遺構が検

出できなかったという点から，道跡は，集落外の谷頭から谷を下り湧水地点に至る途中に当たるも

のと考えられる。おそらく，集落は，調査区の南西側に隣接する地域に存在していたものと思われ

る。また，水迫式土器・岩本式土器・前平式土器が，Ｅ・Ｆ－６区の急な斜面の部分から大量に出

土している。調査時から土器捨て場の可能性が指摘されているが，周囲からの流れ込みも否定でき

ない。今後の資料の増加に期待したい。

　土器は，貝殻条痕文系の円筒土器がほとんどである。水迫式土器・岩本式土器・前平式土器・吉

田式土器などが出土している。特に，水迫式土器・岩本式土器・前平式土器に関しては，文様構成

のバリエーションが豊富で，土器編年の上からも重要である。今回の報告書に記載した土器の編年

を試みたので参照されたい。また，水迫式土器・岩本式土器には，隆帯文土器との関連を窺わせる

例として，口縁部に粘土を貼り付けてから施文した土器や口縁部付近に縦に隆帯を貼り付けた土器

もある。さらに，赤色顔料で内面の口縁部付近を着色した土器片が数点出土している。

　縄文時代前期については，轟式土器２点，曽畑式土器２点が，出土している。

　縄文時代中期については，阿高系の土器３点が出土している。底部のみだが，いずれも葉脈や組

織痕が認められる。

　縄文時代後期については，市来式土器１０点ほどが，狭い範囲で出土している。

　石器は，打製石鏃・石匙・楔形石器・調整剥片・スクレイパー・石槍・石斧・剥片・磨石・敲

石・石皿などが出土している。しかし，傾斜地がほとんどであるため元位置を保っている物は少な
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く，時期の特定は困難であった。これは土器の出土状況からも裏付けられる。

　石器の割合は，磨石・敲石・石皿など植物食を想起される物が多いようである。また，石皿は，

厚みの薄いパレット状の物が目立つ。その中で１点だけ赤色顔料が付着した石皿片が確認されてい

るが，赤色顔料で着色した土器の存在と併せて考えると，祭祀との関わりが推察される。

　石斧は破損しているものばかりである。打製がほとんどであるが，磨製の２点は，いずれも先端

部のみである。どのような使用の結果なのか，興味の持たれるところである。

　石材は，剥片石器には黒曜石・安山岩・チャート・ホルンフェルスが，磨石・敲石類には砂岩・

安山斑岩が主に用いられている。このうち黒曜石については，肉眼での観察では，上牛鼻系や三船

系の物が目立つ。その中に，表面全体に摩耗が認められる剥片が３個体ある。いずれも不純物の少

ない良質なものであるが，どのような状況で所持されていたものか興味が持たれる。ことによると

犬の体内にあった可能性もある。

������

　古墳時代の遺物は，平坦部を中心に，成川式土器等が出土した。また，弥生時代やその他の時代

の遺物も出土してはいるが，ごくわずかな量である。ただ，飛鳥時代の土師器（形態と出土状況か

ら調査時にヘルメットとあだ名された）については，埋設の可能性がある。

�����

　本遺跡の一部は，今回の高速道路建設によって記録保存となったが，残存部分が調査区の南西側

に続いているものと推測される。道跡の状況から，かなりの規模の集落遺跡が想定される。現状は，

調査時の茶畑から古タイヤ処理施設に変わっているが，恒久的な建築物は建設されていない。また，

道跡も地形に沿って残存している可能性がある。谷底は迫田となっているが，湧水点が存在するた

め，水を利用した施設の遺構や遺物が残っている可能性がある。

����

［論文・研究史・その他］

長野眞一１９７８「まとめ」『岩本遺跡』指宿市教育委員会

下山覚・鎌田洋昭１９９９「水迫式土器の設定」『ドキどき縄文さきがけ展』指宿市教育委員会

桑波田武志２００１「岩本式土器から前平式土器へ－移行期の土器に注目して－」『鹿児島考古第３５号』鹿児島県考

　　　　　　　　古学会

黒川忠広２００２『南九州貝殻文系土器１～鹿児島県～』南九州縄文研究会

［報告書］

指宿市教育委員会１９７８『岩本遺跡』指宿市埋蔵文化財発掘調査報告書

鹿児島県立埋蔵文化財センター１９９６『小牧３Ａ遺跡・岩本遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書

　　　　　　　　　　　　　　　　　（１５）

田代町教育委員会２００１『ホケノ頭遺跡』田代町埋蔵文化財発掘調査報告書（４）

指宿市教育委員会２００１『水迫遺跡』指宿市埋蔵文化財発掘調査報告書（３４）

鹿児島県立埋蔵文化財センター２００５『永迫平遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（９３）

鹿児島県立埋蔵文化財センター２００５『大田城跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（９５）　
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162

168
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174
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274

275（内面） 
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285
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300
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310

307
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314（内面） 
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309 311
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319 320
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333
332334
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338
337
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342
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357

361

358
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ア　原石（大） 

ウ 

カ 

オ 
エ 

ペットストーン 

軽石 

イ　原石（小） 
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467（内面） 

468

470
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471
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475
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389（内面） 

490

493
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495
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石斧・石皿等 

剥片類 

十銭銅貨 

瓦 

磁器 

黒薩摩 

青磁 
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発　　　行　　鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　　　　　　〒８９９－４３１８　鹿児島県霧島市国分上野原縄文の森２番１号
　　　　　　　�０９９５－４８－５８１１
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　　　　　　　�０９９－２５０－７０３３

あ　と　が　き

　「もともと地上に道はない。歩く人が多くなれば，そこが道になるのだ。」

中国の作家　魯迅　『故郷』より　

　上山路山遺跡に残されていたものは，現代の我々を驚かすに十分な内容であった。郷土

教材にも取り上げられた道跡は，高い台地の上から水場のある谷底まで，くっきりと台地

に刻みつけられていた。完掘した道跡に立ったとき，まるで縄文時代にタイムスリップし

たような気分にさせられたものである。また，縄文時代早期の土器には，貝殻の文様が

レース編みのように繊細で美しい物もあれば，内側が赤い顔料で鮮やかに彩られている物

もあった。復元や実測の過程で，その製作技術や芸術的センスの高さに感嘆したものであ

る。はるか１万年以上前の制作者が，自信たっぷりに「どうよ！」と言っているようで

あった。土器の種類の豊富さは，まるでクレイアニメのように形態が変化していく様を見

せてくれた。石器に使われていた石材には北九州産のものもあり，製作技法も合わせて，

我々が思っていた以上に交流が広かったことも証明してくれたのである。

　思えば人類は，こうした技術の積み重ねや伝承・発達をとげて今日の生活を築いてきた

のである。１万年以上前から，人々が水くみのために苦労して行き来したであろう細くて

険しい道は，最新の自動車が行き交う高速道路となった。新しい鹿児島発展の象徴，人や

物の交流の動脈である。それを実現した人々の努力と技術もまた驚嘆に値するものであろ

う。

　遺跡の発掘と報告書作成のための整理作業もまた努力と技術の積み重ねである。化学分

析や土器復元・データ処理などに最新の技術が使われた。今の人々が，そして未来の我々

の子孫たちが，この道路を見て，この報告書を見て，驚いてくれたならばこんなにうれし

いことはない。

　最後になりましたが，酷暑酷寒の中，発掘現場で作業に従事された担当者・作業員の皆

様，ご協力いただいた関係機関の皆様，整理作業の過程でご指導・ご教示いただいた皆様，

整理作業員の皆様に感謝の言葉を申し上げて終わりにしたいと思います。ありがとうござ

いました。


